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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあ0ます。 
また、まの仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取りつけられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さな 
い部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S RS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てみくらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
0ます。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナットの交換。 

異なった種類や指定し U がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るあそれびあ D を険です。 

♦フロントガラス、および運転席.助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、違法改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を払い、ま全運転をむびけて<ださ 
し、。 

ミ酉気帯び運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、旧気をもよおす薬を飲 
んだとをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。八ンズフ1」一し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを柔せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするための注意事項や 
チャイルドシートの取りつけかたなどをまとめた「チャイルドシートの取りつ 
け」（一 P . 12日）をお読みください。 


[保話および点検について 


な証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表示について 


警告、を意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするためおずお読みください。 


店 ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し U 外で巧つておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください’’"このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ずち印 

〇スイッチなどの操作（押す、回すなど）を示し 
ています。 

〇操作後の作動（フタび開くなど）を示していま 
す。 
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-1. キー①取扱い 


お客様へじ TF のキーをお渡ししまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

n 電モキー 


-スマートエント U — St スター 
トシステムの作動 （^P. 24) 

-ワイヤレス機能の作動 
(^P. 34) 

曰;/カ ニ カルキー 


0キーナンバープレート 


► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス機能装着） 

-ワイヤレス機能の作動 
(^P. 34) 

曰キー（ワイヤレス機能非装着) 
0キーナンバープレート 




(メカ ニカルキー を使ラには 



^カ ニ カルキーを取り出す 

使用後はわとにわどし、電モキーと一 
緒に携帯して < ださい。電子キーの電 
油び切れたとをやスマートエント 
U — &スタートシステムび正常に作 
動しないとを、 x カニカルキーび必要 
になります。 （^ P . 3已 1) 
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-1 .キーの取扱い 


口知識— 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財巧の中など）にな曽<ださい。万ーキーを紛失し 
た場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。（一 P . 
3已〇) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キー.ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内で電子キー•ワ 
イヤレスキーのスイッチを押さないでください。また、かばんなどにな管する 
場合でも、簡単にスイッチび押されないよラにイ呆管してください。スイッチび 
押されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A ミち意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、濡らした 
りしないでください。 

参 キーを磁気のあるちのに近づけたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
つけたりしないで < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ス7— トエント U —& スタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯ずるだけでむ下の操作び行えまず。 
(必ず運輯ちび携帯してください。） 



且エンジンの始動（一 P . 145) 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


























































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解綻•施錠（フ□ントドアバンドルのみ) 




八ンドルを握って解錠ずる 

ノ V ンドル裏面のセンサー部に確実に 
触れてください。 

施錠操作後3秒間は解錠でをません。 


□ックスイツチを巧して施錠ずる 



2已 




































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[バック ドアの解錠•施綻 



バックドアオープンスイッチを巧 
して解綻する 

施錠操作後3秒間は解錠でをません。 



□ックスイツチを巧して施錠ずる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


アンテナの位置と作動範囲 


アンテナの位置 




:ドアの施綻-解錠時 

各ドア八ンドルから周囲約70 
cm しソ内で電子キーを携帯して 
いる場合に作動します。 

:エンジン始動時またはモー 
ド切0替え時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識— 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■節電機能 

電モキーの電池と車両のバッテ U —な護のため、し U 下の状況ではスマートエン 
卜 U —&スタートシステムを停止します。 

• 2 週間しツ上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった 
♦車両のが約70 cm し U 内に電子キーを10分しツ上放置した 

し U 下のいずれかを行ラと、スマートエント U — &スタートシステムび復帰しま 
す。 


• ドア八ンドル上の□ックスイッチで施錠する 
♦ワイヤレス機能で随錠•解錠する（一 P . 34) 

♦ メカニカルキーで施錠-解錠する（一 P . 3已 1) 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。（電子キーを使用しな<てち電池は消耗 
します。）スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス機能び作動 
しなかったり、作動範囲び狭くなった D する場合は、電池び消耗している可 
能性びあります。電池び弱ったら新しい電池に交換してください。（一 P . 
308) 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。レ P . 31) 


♦電池の著しい消耗を防ぐため、し:!下のよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで<ださい。 

- TV 

-パソコン 

. 充電中の携帯電話やコードレス電話機 
-電気スタンド 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車がから操作する場 

合は電子キーを車両に近づけすざないよラにして < ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちかたによっては、電子キーび正し<検知されず、 

システムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー開 

じ込み防止機能び働かないことちあります。） 

■ご留意いただをたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、し:!下のよ5な場合は正 
しく作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近づをすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-バックドアの施錠-解錠時に電子キーび U ヤバンパー中央に近づをすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-エンジン始動時またはモード切り替え時に電子キーびインストルメント 
パネルやフ□ア上、またはグ□ーブボックス内などに置かれていた場合 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し i (がでち施錠- 
解綻でをます。 

♦車外でもドアガラスに近い位置に電子キーびあるときは、エンジン始動び巧 
能になる場合びあります。 

♦洗まや大雨などでドア八ンドルに大量の水びかかると、ドアび解錠すること 
びあります。（ドアの開閉操作びなければ約30砂後に自動的に施錠されま 
す。） 

♦手袋をはめていると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるときにワイヤレス機能などで施錠を行ラ 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します。） 

♦作動範囲（一 P . 27) への急な接近や、急なドア八ンドル操作をしたとをは、 
ドアび解錠されないことびあります。その場合は、一度ドア八ンドルをちと 
の位置にちどして、再度、解錠操作をしてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電モキーを車両から2 ml ； (上離しておいてください。 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錯操作後、約30砂し i (内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、施錠 
されます。 

■警告音と警告なの点なについて 

誤操作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内や車がで警告音び鳴っ 
たり、警告灯び点なすることびあります。警告灯び点なしたとをは、状況に応 
じて適切に対処してください。（一 P . 329) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法は下のよラになります。 


お化立 
言 □曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー" 

と2秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U — & 
スタートシステムでドアを 
施錠しよラとした 

車内から電テキーを取り出 
したあと、再度施錠して< 
ださい。 

車外から"ピー" 

と60秒間鳴る 

" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にせず 
に、電テキーを外に持ち出 
してドアを施錠しよラとし 
た 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にし 
たあと、再度施錠してくだ 
さい。 

車外から"ピー" 

と1日砂間鳴る 

いずれかのドアが開いてい 
るとさにスマートエント 

U —&スタートシステムで 
施錠しよラとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠してください。 

車内から"ピー" 

と1回鳴る 

電テキーの電池の残量がか 
ない 

新しい電池と交換して<だ 
さい UP . 308) 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける 

シフトレバーを P 1;(がの位 
置にしたまま、ドアを開け 
て外に出ようとした 

シフトレバーを P にしてく 
ださい。 

車内から"ピー、 
ピー"と鳴り続け 

る 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをアク 
セヴ1」ーモードにした（ア 
クセヴ U —モードのとを運 
転席ドアを開いた） 

"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを OFF にし 
たあと、運転席ドアを閉め 
て < ださい。 

運転席ドアび開いている状 
態で"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを 

OFF にした 

運転席ドアを閉めて<ださ 
い。 


運転する前に 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないときは 

• ドアの施錠、解錠； 一 P . 3已1 
♦エンジン始動： 一 P . 3已1 

■電池び切れたとさは 

一 P . 308 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U —&スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをま 
す。（カスタマイズー覧 一 P . 371) 


A 警告 

■電波が およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
かたは、室内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 27) から約22 cm しソ内に近づ 
かないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび 
植え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器しツがの医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認して < ださい。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ; 王意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス1」モコンび正常に作動しない場合びあります。（巧 
処方法： 一 P . 351) 

♦電子 キーの電池び消耗しているとを 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 
♦無線機 や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
♦電子 キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 
♦複数の 電子キーび近くにあるとを 

♦電子 キーを、し U 下のよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとを 

-ほかの車の電テキー 
-電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコン 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムが貼ってあるとさ 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施錠-解綻でさまず。 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 

且助手席側ノ（ワースライドドア 
開閉（約1秒長巧し） 

Q 運転席側パワースライドドア 
開閉* (約1秒長巧し） 

且パワーバックドア開閉* 

(約1秒長巧し） 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 

且助手席側ノ（ワースライドドア 
開閉* (約1秒長巧し） 

Q 運転席側パワースライドドア 
開閉* (約1秒長巧し） 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 

■作動の合図 

ドア：ブヴー(スマートエント U -& スタートシステム装着車）と非常点 
滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

パワースライドドア:ブヴーで巧らせます。（作動開始時に1回、開作動中は継続) 
パワーバックドア：ブヴーで巧らせます。（作動開始時に1回、作動中は継続） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよラとすると、ブヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからちラー度施錠してください。 

■制限事項について 

し i (下の場合は、ワイヤレス U モコンび作動しません。 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ’’スイッチび OFF し义外のとを 
► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチにキーび巧し込まれているとを 
■電池の消耗について 
一 P ' 28 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錯操作後、約30秒し U 内にドアを開けなかったとさは、盜難防止のため自動 
的に陆錠されます。 

■電池び切れたとさは 

一 P . 308 

■電子キーび正常に働かないときは 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

一 P . 3已1 



3已 






1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 33 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧一 P . 371) 

■パワースライドドア、パワーバックドアの反転作動について 

作動中に再度ワイヤレス U モコンのスイッチを押すと、反転作動に切り替わり 
ます。ただし、自動開閉作動び開始して約1秒間は、再度ワイヤレスリモコン 
のスイッチを押しても反転作動に切り替わりません。 


A ミち意 

■機能が 正常に働かないおそれのある状況 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
一 P ' 33 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
1；(下のよラなの場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 

♦複数の ワイヤレスキーび近くにあるとを 

♦ワイヤレス キーび金属製の物に接したり、覆われているとを 

♦近くで 電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 

♦ワイヤレス キーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
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スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド 
ア□ックスイッチを使って施綻•解綻できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム 

(スマートエトリー&スタートシステム 装着車） 

一 P ' 2已 

■ワイヤレス 機能 

一 P ' 34 

■ キー 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアの施錠-解綻できまず。（一 P . 351) 
► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 




n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

フロントドア 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■□ックレバー 



n 施錠 
0解綻 

運転席ドアは、□ックレバーび施 
錠側になっていてち、車内のドア 
レバーを引くと開け5れます。 


(キーを使わずに外側か5フ□ント席を砲綻ずるときは 

IHM 1 1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる 

inim ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードまたは 
イグニッシヨン ON モードのとさや車内に電モキーび放置されていると 
さは施錠されません。 

電子キーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施錠される場合びありま 
す。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

キーびエンジンスイッチに差し込まれているとをは施錠されません。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はし U 下のことをおずお守0 ください。 

お守りいただかないと、思いちよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

参 シートベルトを必ず使用する 
♦全ての ドアを施錠する 
♦全ての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。とくに、運転席は□ックレバーび施錠側に 
なっていてもドアび開くため、ま意してください。 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などのあいだび狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動さにち対応でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

スライドドア 


ドア八ンドルやパワースライドドアスイッチ、ワイヤレス機能を使つ 
て開閉ずることがでさまず。 

11開< 

且閉じる 

□ックび解除するまで確実にドア 
八ンドルを引をます。 


n 施綻 
曰解錠 
0開< 
n 閉じる 


■パワースライドドアスイッチ（パワースライドドア装着車） 

n 目力手席側スイッチ 
(約1秒長巧し） 

0運転席側スイッチ 
(約1秒長巧し） 

開閉作動中に再度スイッチを巧す 
と、反転作動します。 

ただし、作動開始から約1秒間は 
反転作動に切り替わりません。 



■スライドドア八ンドル 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ワイヤレス機能（パワースライドドア装着車） 

^ P . 34 


パワースライドドアを使用ずるときは 


パワースライドドア^インスイッチを ON にする 

日 FF にするとパワーバックドアち使用でをなくなります。(パワーバックドア装着車） 
► スマートエント U — &スタートシステム装着車 

DON 



且日 FF 


スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

DON 



□ OFF 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I チャイルドプ□テクター 



施綻側にずると、スライドドアび 
内側から開かな<なりまず 

おモさまび内側からスライドドアを 
開けないようにでをます。両側のスラ 
イドドアを施錠側にしてください。 


□知識 

■中間ストッパー 

給ミ由□び開いていると、助手席側のスライドドアは途中までしか開をません。 
(中間ストッパーの位置で停止します。） 


■スライドド アイージーク□—ザー（イージーク □—ザー装着車） 

スライドドアび半ドア状態になったとを、イージーク□-ヴーび働を、スライ 
ドドアび自動で完全に閉まります。 

♦"エンジンスタートストップ"スイッチ（スマートエント U -& スタート 
システム装着車）またはエンジンスイッチ（スマートエント U -& スタート 
システム非装着車）びどの状態であってち、イージークローヴーは作動しま 
す。 


♦ま内やまがのドア八ンドルを引いたままドアを閉めたとさは、イージーク 
□ ーヴーび作動しないことびあります。 

♦イージークローヴーび 作動中でち、車内のドア レバー や車がのドア八ンドル 
を引いてドアを開けることびでをます。（ロックレバーやチャイルドプ□テ 
クターび施錠側のとをを除く。） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■パワースライドドアの作動可能を件（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアメインスイッチび ON で、しツ下の作動を件をすべて満たし 
ているとさに、自動で開閉でをます。 

♦パワースライドドアび解錠されている（開作動を除く） 

♦給ミ由□び閉じている（助手席側パワースライドドアのみ） 

•" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モード（ス 
マートエント U -& スタートシステム装着ま）、またはエンジンスイッチび 
" ON " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車）のとをは上記に 
加え、車速び 3 km / h 未満かつ;欠のいずれかの条件を満たしていることびお 
要です。ただし、ワイヤレス U モコンによる開閉はでをません。 

-シフトレバーび P のとを 
-パーキングブレーキびかかっているとを 
. ブレーキペダルを踏んでいるとを 

■パワースライドドアの作動について（パワースライドドア装着車） 

♦パワースライドドアメインスイッチび ON のとを、八ンドルを操作してブ 
ヴーび鳴る位置まで操作すると自動で作動します。 

閉作動中は、ブヴーび断続的に鳴ります。 

♦パワースライドドアメインスイッチび OFF のとをは、パワースライドドアは 
作動しませんび、手動で開閉でをます。 

♦パワースライドドアの自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知する 
と、フヴーび鳴り、その位置から自動的にドアは反巧ち向に動をます。ただ 
し、自動で開けているとをに全開位置から約已 cm 手前の範囲で異常を感知 
すると、その位置で作動を停止します。 

♦連続して2回！;(上同ち向への異常を感知すると、ブヴーび鳴り、手動操作に 
切り替わります。このとを約8秒間スライドドアにブレーキをかけ、ドアの 
速度を抑制します。 

ちラー度ドアを自動で作動させるとさは、メインスイッチを OFF にしたあ 
と、ドアをいったん手動で全閉または全開にしてから行ってください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■給油□開警告ブザー（パワースライドドア装着車） 

♦給ミ由□び開いているとをに、自動で助手席側パワースライドドアを開けよラ 
とすると作動を中止します。 


♦助手席側パワースライドドア開閉中に給油□を開けるとブヴーび鳴り、手動 
操作に切り替わります。このとを約8砂間スライドドアにブレーキをかけ、 
ドアの速度を抑制します。 

■バッテリーを再接続したときは 

パワースライドドアを適切に作動させるために、下記の初期設定を行ってくだ 
さい。 


♦スライドドアのドア八ンドルを操作して、手動で一度全開にします。 


■挟み&み防止機構（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアの前端部には、セン 
ヴー ( n ) びついています。ドアを自動で 
閉めているとをに、挟み込みなどによりセ 
ンヴーび押されると挟み込み防止機構び作 
動し、その位置からドアは自動的に反対ち 
向に動を、全開位置で停止します。 

■サイドリフトアップシート装着車について 

サイド U フトアップシートび完全に上昇しをっていない状態で、パワースライ 
ドドアを閉めよラとしても、フヴーび鳴りドアは閉まりません。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中はし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと思いちよらずドアび開を、外に巧げ出されるなどして、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず着巧する 

♦全ての ドアを施錠する 

♦全ての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを操作しない 

♦お 子さまを乗せるとさは、チャイルドプロテクターを使用してドアび開かない 
よラにする 

■おモ さまを柔せているとをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦お 子さまをま内に残さないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にスライドドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりす 
るおそれびあります。 



4已 





1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 


■スライド ドアの操作にあたって 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして生命にかかわる重大な傷害につなび 
るおそれびありを険です。 

♦スライ ドドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

• ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するとをは、窓から手、足、顔 
などを出さないで < ださい。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ 
し、。 

♦半開が 態ではスライドドアび停止しないため、必ず全開にしてください。傾斜 
地での停車時にドアび開いていると、突然動を出すおそれびあります。 




♦坂道では スライドドアの開閉スピードび 
速くなります。ドアび体に当たったり挟 
んだりしないよラ、ミ主意してください。 

♦下り坂での 停車時に乗りおりするとを 
は、スライドドアを全開にしておいてく 
ださい。また、途中でドア八ンドルを操 
作しないでください。ドアび突然動を出 
すおそれびあ0ます。 

♦スライド ドアを閉めるとさは、指などを 
挟まないよラ十分ま意してください。 


4已 















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■スライド ドアイージーク□-ザーについて（イージーク□-ザー装着車） 

♦スライド ドアび半ドア状態になったと 
を、イージーク□ーヴーび働を自動で完 
全に閉まります。また、作動し始めるま 
でに数秒かかります。指などを挟まない 
よラに注意してください。骨折など重大 
な傷害を受けるおそれびありを険です。 


♦イー ジークローヴーは、パワースライドドアメインスイッチび OFF であって 
ち作動するため、指などの挟みこみには十分ミ主意してください。 

■パ ワースライドドアについて（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドアの操作時は、し U 下のことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦周囲の ま全を確かめ、障害物びないか、身の回りの品び挟み込まれるを険びな 
いか確認してください。 

♦人び いるとをは、作動させる前にま全を確認し、動かすことを巧らせる「声か 
け」をして<ださい。 

♦スライ ドドアび自動で開いている途中でパワースライドドアスイッチを押す 
と、作動び停止します。坂道などの傾斜地では、停止させたとを急に開いたり 
閉じたりするおそれびあるため、十分ま意してください。 

♦傾斜した 場所では、開いたあとにドアび閉まる場合びあります。ドアは必ず全 
開で静止していることを確認してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦なのよ ラな場合、システムび異常と判断し、自動作動び停止することびありま 
す。手動作動に切り替わり、急にスライドドアび閉まるなどして思わめ事故に 
つなびるおそれびあるため、十分にま意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとを 

-エンジン停止時自動開閉中に"エンジンスタートストップ"スイッチを 
イグニッシヨン ON モード（スマートエント U -& スタートシステム装着 
車）、またはエンジンスイッチを " ON " (スマートエント U -& スター 
トシステム非装着車） にしたりエンジンを始動したりして、バッテ U - 電 
圧び急に低下したとを 

♦タイヤ 交換などをする際は、パワースライドドアメインスイッチを OFF にし 
てください。 OFF にしないと、いたずらや誤ってスイッチに触れたときにス 
ライドドアび動を、指や手などを挟んでけびをするおそれびあります。 

♦チャイルド プ□テクターを施錠側にしているとさは、バワースライドドアの誤 
作動防止のため、パワースライドドアメインスイッチを OFF にしてください。 

■挟み込み 防止機旨目（パワースライドドア装着車） 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させよ5として、体の一部を挟んだりしないで 
<ださい。 

♦挟み込み 防止機能は、スライドドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ないばあいびあります。指などを挟まないよラにま意してください。 

♦挟み込み 防止機能は、挟まれるもののあ状や挟まれかたによっては作動しない 
場合びあります。指などを挟まないよラに注意してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ま意 


■スライド ドアについて 

♦スライ ドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアび安全に開閉でさるよラ 
にまがおよび車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。 

♦スライド ドアのドアポケットに雑誌などを収納したとさは、折れ曲びったりし 
て、ドアポケットからはみ出していないことを確認してください。また、ドア 
ポケットび変おするよラな大さいちのを入れないでください。スライドドアの 
開閉のさまたげになるばか0でな <、開閉の際にボデーまたはドアポケットに 
傷びついたり、故障につなびるおそれびあります。 

♦走行 するとをやドアを開閉するとをは、ジュースなどび入っている紙コップや 
ガラス製のコップなどを収納しないでください。 

♦スライド ドアの U ヤステップ下の □- 
ラー滑走面に、石などの異物び入り込ま 
ないよラにま意してください。異物び入 
り込んだままスライドドアを開閉する 
と、スライドドアの故障の原因になりま 
す。 


■スライド ドアイージーク□-ザーについて（イージーク□-ザー装着車） 

♦イー ジークローヴーの作動中は無理な力をかけないでください。 

• ドアの開け閉めを短時間に繰り返すとイージークローヴーび作動しないこと 
びあります。この場合、1度ドアを開け、少し時間をおいてから閉めなおすと 
作動します。 

■パ ワースライドドアについて（パワースライドドア装着車） 

パワースライドドア前端部のセンサー ( n ) 
を刃物などの鋭利なちので傷つけないよラ 
ま意して<ださい。センサーび切断される 
と自動で閉めることびでさな<な0ます。 
また、自動で閉めているとをにセンサーび 
切断されると、ドアはただちに停止します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

バックドア 


バックドアオープンスイッチやパワーバックドアスイッチ、ワイヤレ 
ス機能、パワーバックドアク□-ズスイッチを使って開閉ずることが 
でさまず。 

■車外か！5バックドアを開けるには 
►バックドアオープンスイッチ 

バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 


►ワイヤレス機能（パワーバックドア装着車） 

一 P' 34 

■車内か！5バックドアを開けるには（パワーバックドア装着車) 

スイッチを約1秒長巧しずる 
開閉作動中に再度スイッチを巧す 
と、反転作動します。 

ただし、作動開始から約1秒間は 
反転作動に切り替わりません。 




已〇 





























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


パワーバックドアク□-ズスイッチ（パワーバックドア装着車） 



スイッチを巧ずとブヴーび鳴0、 
非常点滅巧び2回点滅し、バック 
ドアび自動で閉まりまず。 

バックドアび閉まる途中でスイッチ 
を巧すと、バックドアは巧び開をま 
す。 


□知識 


I バックドア/\ンドル 



バックドアを引を下げるとをにお使いくだ 
さい。 

バックドア八ンドルを持ったまま直接バッ 
クドアを閉めないで<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ラ ゲージルーム ライ ト について 

スイッチを ON にしておくとバックドアを開けたとを、ラゲージルームライト 
び点好します。 


口、 8人柔りま) 
□ OFF 
凸 ON 


(已人柔り車) 
□ OFF 
且 ON 


■バックドアが開かなくなった5 

バックドアを内側から開けることびでをます。 





カバ'一をはずす。 


已吕 











































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


111[司レバーを押す。 

(パワーバックドア非装着車) 


(パワーバックドア装着車) 


■パワーバックドアメインスイッチについて（パワーバックドア装着ま） 

パワースライドドアメインスイッチと兼用 
しています。 

noN 

日 OFF 


■バックドアイージーク□-ザー(パワーバックドア装着車） 

バックドアび半ドア状態になったとを、イージーク□ーヴーび働をバックドア 
び自動で閉ま D ます。 

♦"エンジンスタートストップ"スイッチびどの状態であっても、イージー 
ク ローヴーは 作動します。 

♦イージーク□ーヴーび作動中でも、バックドアオープンスイッチを押して 
バックドアを開けることびでをます。 






已3 




























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■パワーバックドアの作動可能を件（パワーバックドア装着車） 

パワーバックドアメインスイッチび ON で、しツ下の作動条件をすべて満たして 

いるとをに、自動で開閉でをます。 

♦パワーバックドアび解錠されている 

•" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのと 
さ開作動するには上記に加え、車速び已 km / h 未満かつシフトレバーび P に 
なつていることび必要です。 

■パワーバックドアの作動について（パワーバックドア装着車） 

♦パワーバックドアメインスイッチび OFF のときは、パワーバックドアは作動 
しませんび手動で開閉でをます。 

♦パワーバックドア自動開閉中に、バックドアオープンスイッチを押すと、手 
動操作に切り替わります。 

♦パワーバックドア自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知すると、ブ 
ヴーび鳴り、その位置から自動的にドアは反対ち向に動をます。 

♦連続して2回！;(上の開方向の異常を感知するとブヴーび鳴り、手動操作に切 
り替わります。 


■バッテリーを再接続したとさは 

パワーバックドアを適切に作動させるために、下記の初期設定を行って<ださ 
い。 

• ドア□ックスイッチでドアを解錠します。 

♦バックドアのバックドア八ンドルを持って、手動で一度全開にします。 

■挟み&み防止機構（パワーバックドア装着車） 

パワーバックドアの左ち端部には、セン 
ヴーびついています。ドアを自動で閉めて 
いるとをに、挟み込みなどによりセンサー 
び押されると挟み込み防止機構び作動し、 
その位置からドアは自動的に反対ち向に動 
を、全開位置で停止します。 



已4 









1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉じてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのに当たったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

♦ラ ゲージルームには 絶巧に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

■お 子さまを柔せているときは 

1;(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦ラ ゲージルームでお子さまをを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだりする 
おそれびあ0ます。 



已已 





1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下ずるおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるときは、ま全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてください。 

♦強風 時の開閉には十分を意してください。 

八ックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

♦半開 状態で使巧すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。とくに傾斜地では、平坦な場所より 
ちバックドアの開閉びしにくく、急に 
バ'ックドアび開いたり開じたりするおそ 
れびあります。必ずバックドアび全開で 
静止していることを確認して使用してく 
ださい。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分注意してください。 

♦バック ドアは必ずがから軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 


♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 

♦バック ドアにトヨタ純正品(がのアクセヴ U —用品を取りつけないでくださ 
し、。バックドアの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあります。 




已已 
























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■イー ジーク□-ザーについて （パ ワー バックドア装着車） 

♦バック ドアび半ドア状態になったとを、 
イージーク□ーヴーび働を自動で完全に 
閉まります。また、作動し始めるまでに 
数秒かかります。指などをバックドアで 
挟まないよラにま意してください。骨折 
など重大な傷害を受けるおそれびありを 
険です。 

♦イー ジークローヴーは、パワーバックドアメインスイッチび OFF であっても 
作動するため、指などの挟み込みには十分ま意してください。 

■パ ワーバックドアについて（パワーバックドア装着ま） 

パワーバックドアの操作時は、下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

♦周辺の ま全を確かめ、障害物びないか、身の回りの品び挟み込まれるを険びな 
いか確認してください。 

♦人び いるときは、ま全を確認し動かずことを知らせる「声かけ」をしてください。 

♦バック ドアび自動で開いている途中でパワーバックドアスイッチを押すと、作 
動び停止します。あ道などの傾斜地では、停止させたとを急に開いたり閉じた 
りするおそれびあるため、十分ま意してください。 

♦自動 開閉中に作動可能を件を満たさな<なったとさは、ブヴーび鳴り、作動び 
停止し手動操作に切り替わる場合びあ0ます。 

この場合、坂道などの傾斜地ではバックドアび不意に動を出すおそれびあるの 
で十分ま意して < ださい。 

♦傾斜した 場所では、自動で開いたあとにバックドアび落ちる場合びあります。 
バックドアは化ず全開で静止していることを確認してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦なのよ ラな場合、システムび異常と判断し、自動作動び停止することびありま 
す。手動作動に切り替わり、急にバックドアび落ちるなどして思わめ事故につ 
なびるおそれびあるため、十分にま意してください。 

-自動作動中、障害物に干渉したとを 

-エンジン停止時自動開閉中に"エンジンスタートストップ"スイッチを 
イグニッシヨン ON モードにしたりエンジンを始動したりして、バッテ 
1」一電圧び急にな下したとを 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U がのアクセヴ U —用品を取りつけないでくださ 
し、。自動で作動でをずにパワーバックドアび故障したり、開いたあとに落ちる 
おそれびあります。 

♦タイヤ 交換などをする際は、パワーバックドアメインスイッチを OFF にして 
くださし、 OFF にしないと、いたずらや誤ってスイッチに触れたときにパワー 
バックドアび動を、指や手などを挟んでけびをするおそれびあります。 

■挟み込み 防止機旨目（パワーバックドア装着車） 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害につなびるおそれびありを険です。 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させよ5として、体の一部を挟んだりしないで 
<ださい。 

♦挟み込み 防止機能は、バックドアび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
いばあいびあります。指などを挟まないよラにミ主意してください。 

♦挟み込み 防止機能は、挟まれるもののあ状や挟まれかたによっては作動しない 
場合びあります。指などを挟まないよラに注意してください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ; 王 意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取りつけられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため;欠のことをお守りください。 

♦ビニール 片.ステッカー.粘着巧などの 
異物をステーの□ッド部（棒部）に付着 
させない 

♦□ッ ド部を軍手などで触れない 

♦バック ドアにトヨタ純正品じ(がのアクセ 
ヴ U —用品をつけない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けたりしない 

■イー ジーク□-ザーの故障を防ぐために（パワーバックドア装着車） 

イージークローヴーの作動中はバックドアに無理な力をかけないでください。 

■パ ワーバックドアの故障を防ぐために（パワーバックドア装着車） 

♦パワー バックドアを作動させる前に、凍結によるバックドアの張り付をびない 
ことを確認してください。バックドアに無理な力びかかっている状態で作動さ 
せると、故障の原因になります。 

♦パワー バックドアの作動中は、バックドアに無理な力をかけないでください。 

♦パワー バックドア左ち端部のセンサーを刃物などの鋭利なちので傷つけない 
よラにま意してください。センサーび切断されると自動で閉めることびでさな 
くなります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
B シート全体の上下調整 
(運転席） 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとさに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シ ート調整後はシートを軽くゆさぶり、シートび確実に固定されていることを 
確認してください。 

参 走行中はシート操作をしないでください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

セカンドシート 


► 回転シート装着車 



BT013BD002 


□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 

►チップアツプシート装着車 



□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[ヴ—ドシ—卜への乗り降り 


U クライニングレバー (□) を引 
く、または前倒しペダル（曰）を 
踏む 

背ちたれび前に倒れて、シートを前ち 
に移動させることびできます。 


►チップアップシート装着車 （8 人乗り車) 


リクライニングレバー (□) を引 
く、または前倒しペダル（且）を 
踏む 

背ちたれび前に倒れて、シートクッ 
シヨンが自動的にはねあびりシート 
を前方に移動させることびでをます。 

. シートクッシヨンをあげているとを 
は、前倒しペダルを通常よりも強く 
踏み込んでください。 



► 回転シート装着車 
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A 警告 

■シー ト調舊について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シ ート調整後はシートを軽くゆさぶり、シートび確実に固定されていることを 
確認してください。 

参 走行中はシート操作をしないでください。 

♦シートを 調整するとをは、同乗者や荷物に当てないよラにを意してください。 
同柔者びけびをしたり、荷物をこわしたりするおそれびあります。 

♦シートを 調整しているとをは、シートの下や動いている部分の近くに手を近づ 
けないでください。指や手を挟み、けびをするおそれびあります。 

■サード シート への 柔り降りについて（7、8人柔り車） 

♦ヴー ドシートへ柔り降りしたあとは、必ずセカンドシートを固定させてくださ 
い。 

♦セカンド シートに乗員びいるときは、サードシートから操作をおこなわないで 
ください。セカンドシートの乗員びけびをするおそれびあります。 

■サード シート への 移動について（7、8人柔り車） 

走行中はヴードシートへ移動しないでください。 


A ま意 

■サー ドシートへの柔り降りについて 

♦アーム レストを格納してから操作してください。 

♦ U クライニングレバーを引くとシートクッシヨンび自動的にはねあびります 
のでを意してください。 

♦サー ドシートから操作するとをは、セカンドシートの足元に作動をさまたげる 
ちのびないことを確認してください。シートに無理な力びかかり故障するおそ 
れびあります。 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

サードシート* 



nu クライニング調整 （ U クライニングレバー) 
0 U クライニング調整（スペースアップレバー) 


□知識 


■スぺースアップレバーについて 

スぺースアップレバーはシートクッシヨンの裏側にあります。 

スペースアップレバーによる U クライニング調整は、バックドア側から行って 
<ださい。 


A 警告 


■シー ト調舊について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとさに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シー ト調整後はシートを軽くゆさぶり、シートび確実に固定されていることを 
確認してください。 

参 走行中はシート操作をしないでください。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 



□ 上げる 
曰下げる 

下げるとさは、解除ボタンを巧し 
なびら操作します。 


曰知識 


I へッドレストの取りはずし 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


I フ□ントシート、セカンドシート（回転シート装着車）のヘッドレストの高さ 
について 

必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよ5調整してください。 



■セカンドシート（チップアップシート装着車)、サードシートのヘッドレストの 
使用について 

使用するとをは常に格納位置から上げた位置にしてください。 



已已 











1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■サードシート中央席のへッドレストの収納について 



へッドレストを取りはずしたとさは、収納 
袋に入れ、ラゲージボックスに収納してく 
ださい。 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

liTF のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


6已 

















1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シートアレンジ 


シートは状況に応じて;夕のようなアレンジを巧うことびできまず。そ 
れぞれの説明ぺージを読んでか5行つてください。 

■ 回転対面シート 

一 P' 日日 



■ シートの格納 

♦チップアップのしかた（一 P . 71) 



• サードシートの格納のしかた（一 P . 72) 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■フラットシート 

• フ□ントシートとセカンドシートでフラット状態にずるとき 
(一 P ' 74) 



• セカンドシートとサードシートでフラット状態にずるとき 
(一 P ' 75) 
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回車 5 対面シートのつくり方 


► 回転シート装着車 

固画[で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける。 




セカンドシート左ち席シートベル 
卜をシートベルトク U ップに挟 
む。 


回転させるシートの背をたれを前 
方に倒ず。（一 P . 日り 

U クライニングレバーを引いて、背も 
たれを前ちに倒します。 

シートストツバーび解除され、回転対 
面操作び巧能な状態になります。 


回転レバーを引さなびら、シート 
を回転させる。 

運転席側は時計まわりに、助手席側は反 
時計まわりに18ぴ回転させます。 


国！[司左ち席の背ちたれを起こし、シートの前後位置を調整ずる。 

国 H 固シートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認ずる C 


手順 


手順 


手順 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 


■回転対面シートについて 

♦回転対面シートにするとさは、スライドドアを開けた状態で操作してくださ 
し、。 

♦シートを回転させるとさは、片側ずつ行ってください。 

■シートベルトについて 

♦セカンドシートをうしろ向きにして走行 
するときは、2点式シートベルトを使用 
します。 

•シート下部に格納されているシート 
ベルトを取り出します。 

-通常時に使用する3点式シートベルト 
用と同じバックルに連結します。 

♦格納するとをは、シート下部に格納しま 
す。 

-シートベルトをプレートに巻をつけ 
て図のよラに格納します。 



■ 対面時の回転レ/ f 一の位置について 



巧面時は、回転レノ（一び車両中央側になり 
ます。 
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チップアップのしかた 


►チップアップシート装着車 

leatiii 1 1 車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける。 

国 a 司セカンドシート左ち席シートベルトをシートベルトク U ップに 
挟む。（一 P . 日日） 

图クライニングレバーを引さ、背をたれを前方に倒ず。（一 P . 
62 ) 

シートクッションび自動的に跳ねあびり、シートを移動させることびでをま 
す。 


巨画互背もたれををとにもどし、シートスライドを固定ずる。 

^シートクッション下部の収納ポ 
ケットからシート固定バンドを取 
り出ず。 



BTO13BD072 



へッ ドレストにシート固定バンド 
をかけ、シートを固定ずる。 

シートを軽くゆさぶり、確実に固定さ 
れていることを確認します。 


手順 


割度 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[たードンートの格納のしびに 

► 7、8人乗り車 

IE 3 IIW 1 1 I 車を停止させ、しっか〇とノ（ーキングブレーキをかける。 

图 H 司サードシートの左ち席のへッドレストをいちばん下まで下げ、中 
央席のへッドレストをはずず。（一 P . 65) 

はずした中央席ヘッドレストは、収納袋に入れ、ラゲージボックスに収納し 
ます。 




サー ド シー ト左ち席 シー トベルト 
を シー トベルトク U ップに挟む。 
中央席のシートベルトを格納します。 


背ちたれを前方に倒ず。 

スペース アップレバーを引いて、背ち 
たれを前方に倒します。 

-スペース アップ レバーで 操作する 
と、背ちたれび倒れ、さらに レバー 
を引くと □ ックび解除されシートび 
はねあびります。 

シートをはねあげる。 

スペースアップレバーをさ 6 に 引い 
て、シートをはねあげます。 

•シートのはねあげと連動して、シー 
卜脚部び格納されます。 


7吕 






































IE 3 MI 6 I シートを固定ずる。 






シートクツシヨン裏側にある 
シート固定べルトを取り出し、 
□ック部に差し込みまず。 



I シート固定べルトを引っ張り 
シートを固定しまず。 

ベルトのたるみを取ったあと、マジツ 
クテープを密着させ固定します。 


国！！互シートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認ずる。 

□知識 

■ラゲージルームについて 

サードシートを格納し、セカンドシートを前ちに動かすことによりラゲージ 
ルームを広げることびでをます。 

■ヴードシートを格納ずるときは 

サードシートを格納するとをは、バックドア側から操作して<ださい。 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■シート固定べルトをはずずとさは 



シート固定ベルトの上下のツメを押しては 
ずし、シートクッション裏側に格納します。 

-シートを押して、ベルトをゆるめた状態 
でツメを押します。 


フ□ントシートとセカンドシートでフラット ：! 犬態にずるとさ 


固圆1で車を停止させ、しっか〇とノ（ーキングブレーキをかける。 

1111司セカンドシートをいちばんラしろまで移動させる。 

(一 P . 61) 

I 巧1间131 フ□ントシートのへ、ソドレストをはずず。(一 P . 6已） 

图 H 互フ□ントシートをいちばん前まで移動させる。（一 P . 60) 

周画] 可 フ□ントシートの背をたれを後方いっぱいまで倒ず。（一 P . 60) 



セカンドシートとのずさ間びな< 
なるよラにシートを移動させる。 
(一 P . 60) 

フ□ントシートの前後位置調整レ 
バーを操作して、セカンドシートとの 
すを間びなくなるようにシートを移 
動させます。 
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セカンドシートとヴードシートでフラット：!犬態にずるとさ 


► 7、8人乗り車 
固画の車を停止させ、 


しっか0とパーキングブレーキをかける。 


固画回フ□ントシートをいちばん前まで移動させる。（一 P . 60) 

固画!互セカンドシートをいちばん前まで移動させる。（一 P . 日1 ) 

I 巧 IIMI 4 セ カンドシートのへッドレストをはずず。（一 P . 65) 

国！!司セカンドシートの背ちたれを後方いっぱいまで倒ず。（一 P . 日1 ) 
周 サードシートのへッドレストをはずず。レ P . 65) 

固画 J でサードシー トの背ちたれを後方いっぱいまで倒ず。（一 P . 64) 



セカンドシートをサードシートと 
のすさ間びな < なるよラに移動さ 
せる。（一 P . 61) 

セカンドシートの前後位置調整レ 
バーを操作して、ヴードシートとのす 
き間びなくなるようにシートを移動 
させます。 


BTO13BD028 


曰知識 


I サイドリフトアップシート 装着 車について 

サイド U フトアップシートは、フラット状態にすることびでをません。 


手順 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



7已 




















-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シ ートアレンジについて 

♦ liTF のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

. 必ず平坦な場所でシフトレバーを P に入れて、パーキングブレーキを確実 
にかけてください。 

-走行中はシートアレンジ操作をしないでください。 

-シートアレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

-シートのあいだにシートベルトび挟みこまれていないか確認してくださ 
い。 

♦シートを 調整するとをは、同乗者や荷物にあてないよラにま意してください。 
同柔者びけびをしたり、荷物をこわしたりするおそれびびあります。 

♦シートを 調整しているとをは、シートの下や動いている部分の近くに手を近づ 
けないでください。指や手を挟み、けびをするおそれびあります。 

♦操作を するとをに、可動部や結合部に手や足などを挟まないよラにしてくださ 
い。 

♦シー トに人び柔っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 

■回転 対面シートについて 

♦シー トは前向を、またはラしろ向をの状態し i (外では使用しないでください。 
これらの状態し U がではシートび固定されません。 

♦回転 対面シートにした状態でチヤイルドシートを取り付けないでください。 

参 ラしろ向をシートに座っている人の前に荷物を置いて走行しないでください。 
ブレーキをかけたとをや衝突したとをなどに、荷物びあたり大変を険です。 
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A 警告 

■シー トの格納について 

♦ラ ゲージスペースに人を柔せて走行しないでください。 

♦倒した 背ちたれに人や荷物を乗せて走行しないで<ださい。 

♦シー トベルトび背ちたれに挟まれていないことを確認してください。 

♦シー ト格納時にシート固定バンド、またはシート固定べルトで固定されていな 
い場合、シート脚部び動さ、荷物やシートび破損したり、けびをするおそれび 
あります。シートを格納したとさは必ずシートを固定してください。 

♦シートを おろしたとさは、シート脚部び 
床面ロック部に確実に固定されたことを 
確認してください。 

♦シートを おろすとさは、シート脚部と床 
面 □ ック部のあいだに手や足を近づけな 
いでください。手や足を挟み、けびをす 
るおそれびあります。 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物を乗せて走行しないでください。 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 汪意 

■シ ートアレンジについて 

シートレールの上にマットなどを敷かないでください。 

■回転 巧面シートについて 

♦回転 操作はスライドドアを開けた状態で行ってください。 

♦回転 操作中は周辺のちのにあたらないよラにま意してください。 

♦回転 操作は左ち同時におこなわないでください。 

• 2 点式シートベルトを使巧しないとをは格納してください。シートに挟まれた 
りしてシートベルトび損傷するおそれびあります。 

■シー トの格納について 

♦シートを おろすとさは、床面に物びないことを確認してから行ってください。 

♦セ カンドシートの位置や、ヴードシートの片側の背ちたれび前に倒れている状 
態だと、ヴードシートびあたり格納でをないことびあります。 

♦スペース アップレバーを引くとシート全体び自動的にはねあびりますのでま 
意してください。 

♦シートベルトを 格納せずに操作をすると、シートにあとび残ることびありま 
す。 

■フ ラットシートについて 

♦背 もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
て < ださい。 

♦フ ラットにした状態でシートの上を走りまねらないでください。またシートの 
上を移動するとをは、シートの中央を踏んでゆっくりと移動してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

チャイルドケアモード* 


チヤイルドシートにお子さまを乗せる場合、セカンドシートを外向き 
に回輯させることにより、お子さまの乗車およびシートベルトの着用 
をスムーズに行ラことができまず。 


チヤイルドケアモードを使用ずるとき 


► 回転シート装肩車 

固圆 m 車を安全な場所に駐車させ、しっかりとパーキングブレーキをか 
ける。 

11113スライドドアを開ける。 



回転レバーを引さなびら、シート 
を回転させる。 

回転させると、ストツバーにあたり回 
転び止まりますび、シートは固定され 
ません。 


I 巧11141 シ~卜を内側に回乾させ、シートを固定する。 

. シートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■チ ャイルドケアモードについて 

じ(下のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中は回転（チャイルドケアモード）操作をしないでください。 

♦チ ャイルドケアモードのまま走行しないでください。チャイルドケアモードの 
状態ではシートび固定されません。 

♦チャイルド ケアモードからもとの状態にもどしたとさは、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

♦回転 （チャイルドケアモード）操作中は可動部や結合部に手や足などを挟まな 
いよラにしてください。 

♦回転 （チヤイルドケアモード）操作中はシートの下に手や足などを入れないで 
<ださい。 


A ま意 

■チ ャイルドケアモードについて 

♦左ち 席同時にチャイルドケアモードを使用することはでをません。 

♦チャイルド ケアモードを使用するとをは、車両周辺の安全を確認して使用して 
ください。 

♦チ ャイルドケアモードの状態でスライドドアを閉めないでください。 

♦回転 （チャイルドケアモード）操作を行ラとをは、ほかのシートの乗員にま意 
してください。 

■チャイルド シートについて 

チャイルドケアモードは、旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バー&トップ 
テヴーアンカー対応のチャイルドシートを取りつけているときに使用できまず。 
シートベルトで固定ずるチャイルドシートを取りつけているときは、シートをも 
との状態にもどしたときに、シートベルトのたるみびなしか確認してください。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用するには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩か6はずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 

■着けち、はずし方（フ□ントシート、セカンドシート、 

ヴードシート外側席） 

n 固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ふ9 〇 

曰解除 

解除ボタンを巧します。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


着けち、はずし方（サードシート中央席) 



プレートを A 、 日の順に取り出ず 


n プレート A 
0プレート B 

"カチッ"と音びするまで挿し込み 
ます。 
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分離*格納のしかた 



n バックル巨の解除ボタンを押 
す 

0キーをバックル A に挿し込む 

シートベルトを分離-格納すると 
さは、ベルトを持ちなびらゆつく 
り卷をちどします。 

プレート A 、 日を ホルダーに 格 
納する 

n プレート巨 
0プレート A 

ちとにちどすとさは、逆の手順で 
プレートを取り出し、バックルに 
プレートを挿し込みます。 


手順 


手順 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 下げる 
曰上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして < ださい。 


■ シートベルトの長さ調節（回転シート装着車) 

n 伸ばず 
0縮める 




トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 



前方から強い衝突を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果の確保に貢献し 
まず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろからの衝撃のとをは作動しない 
場合びあります。 
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□知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒した D 、 
シートベルトをすばやく引を出してち □ ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなおテさまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、（一 P . 12己） 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたにしたびってください。（一 P . 81) 

■ シー トベルトプリテン シヨナー について 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 

■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 81) 

巧娠中の方ち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ低 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎児までび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■左ち席シートベルトについて 

シートベルトを使用しないとをは、シートベルトク U ップに挟んでおいてくだ 
さい。 



■サードシート中央席のシートベルトび引き出せないときは 



シー トベルトとホルダーの間に指を入れ、 
ベルトを矢印の方向に強く引いてからはな 
すと引を出すことびでをます。 
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A 警告 

■シー トベルトの着用について 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し i (下のことを必ずお守 D ください。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦まに 柔るとをは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一つにつを一人で使用する 
お子さまでち一つのベルトを複数の人で使巧しない 

♦お 子さまは U ヤシートに座らせてシートベルトを着用させる 

♦シー トは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

♦ヴー ドシート中央席のシートベルトを使 
用するとをは、左ちのプレートとバック 
ルを結合してください。 


■お 子さまを柔せるとさは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻をつい 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。誤ってそのようになってしまい、バックルもはずせない場创ま、八 
ヴ=などでシートベルトを切断してください。 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレ ー K バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ 
ラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プ レートびバックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して<ださい。5ま<差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取りつけ、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店！;(外でしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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八ンドル 


パンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 


八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びミ央定したら、レバーを下げ 
てノ V ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわ0、思わめ事故につなびるおそれ 
が友0ます。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトがまぶしいとさは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 



□ 通常使用状態 
曰防眩状態 


[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる。 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死 t につなびるおそれびあります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 



S ラーを 選ぶ 

D 左 
0ち 


スイツチを操作してミラーを上 
下左ち方向に調整ずる 

D 上 

且ち 
0下 
Q 左 



ドア S ラーを}各納ずるとさは 



ボタンを押してドアミラーを格納 
する。 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
ふ9 〇 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


口知識 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ1」ーモード、またはイグ 
ニッシヨン ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 

■ミラーび量ったときは* 

5ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでをます。（一 P . 231) 

■レインク U ア U ング5ラー* 

♦雨天時など鏡面に付着した水ミ商を膜状に広げる（親水効果）ことにより、後 
ちを見やすくします。 

♦なの場合、一時的に親水効果び失われますび、晴天時に太陽光を1 • 2曰間 
あてると回復します。 

- 5ラーのミちれをふを取ったとを 
-5ラーび曇ったとを 
-自動洗車機でワックス洗車したとを 

-長時間、地下駐車場など曰のあたらない場所に駐車していたとを 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





A 警告 

■走行して いるとをは 

走行中はし U 下のことをおずお守0 ください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し <調整する 

■5 ラーヒーターび作動しているとをは* 

鏡面び熱<なるので触れないで<ださい。 


A ま意 

■ S ラーびま結したとき 

親水膜の効果を持続させるため、=ラー鏡面の凍結部分はプラスチックの板な 
どで削り落とさずに、温水をかけるか、=ラーヒーターを作動させる （5 ラー 
ヒーター装着まのみ）などして解氷してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

捕巧確認装置 


発進時またはごく低速時に、助手席側車両側面を確認ずるときに役立 
ちまず。 



曰知識 


■ S ラーに映るおよその節囲 




身長•シートの位置により、確認でをる範 
囲は異なります。 


5ラーの鏡面は固定式ですので鏡面 
を動かして5ラーの調整をすること 
はでをません。 
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A ミち意 

■補助® 認装置について 

♦補助 確認装置の鏡面部にちれび付着しているとをは、やわらかい巧などを使用 
してミちれをふさ取ってください。 

♦車両 直前-直左部や後ちの確認は直接確認するか、インナー5ラー、ドア5 
ラーなどち併用し十分注意してください。 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフ①開け方、閉め方 

ハでーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 

n 閉める 
曰自動全閉 X ’ 

0開ける 
Q 自動全開 X ’ 

^途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 



■□ックスイッチ 



スイツチを巧して運転席 LU がのド 
アガラスを作動不可にずる。 

お子さまび誤ってドアガラスや U ヤ 
ムーンルーフを開閉することを防止 
でをます。 


曰知識 
■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■挟み込み防止機首目 

ドアガラスを閉めているとをに、窓巧とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 
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ドアガラス • ムーンルーフの開け方、閉め方 


■エンジンスイッチ OFF ; 会の作動 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF (ス 
マートエント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジンスイッチを 
"ACC " または " LOCK " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 
にしたあとでも、約4已秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだ 
に運転席ドアを開開すると作動しなくなります。 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとさは、乗員の手、 
腕、頭、首などを挟んだり巻を込んだり 
しないようにしてください。とくにおテ 
さまへは手などをださないよラ声かけを 
してください。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり卷を込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■挟み込み 防止機宜目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないでくださしん重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフ①開け方、閉め方 

ツインムーンルーフ* 


フ□ントムーンルーフのチルトアップ/ダウン、天井にあるスイッチ 
でリヤムーンルーフを開閉できまず。 

► フ□ントムーンルーフ 




チルトアップ 

ボタンを巧しなびら八ンドルを巧 
し上げます。 

閉めるときは"カチッ"と音びす 
るまで引を下げます。 


n 開< 

曰閉まる 

途中で止めるには、スイッチを轻 
く巧します。 


曰知識 

■ リヤムーンルーフの 作動を件 

► スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとさ 

-パワーウインドウの□ックスイッチが□ック状態のとをは作動しません。 


98 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













































■挟み込み防止機能 

U ヤムーンルーフを閉めるとさに、ムーンルーフび異物の挟み込みを感知する 
と、作動び停止し少し開をます。 

■ リヤムーンルーフを閉めることびできないとさ 

故障などで挟み込み防止機能び作動してしまい、 U ヤムーンルーフを自動で開 
めることびでをないとさは、スイッチを押し続けることで閉めることびでをま 
す。 

■リヤムーンルーフび反転して閉じ切6ないとさは 

下記の操作を行ってください。 

CLOSE 側を押し続ける。※ 

-スイッチを押し続けているあいだ U ヤムーンルーフび開閉作動を繰り返 
します。 

- U ヤムーンルーフび全開したら復帰操作び完了します。 

* 復帰操作作動中はスイッチを押し続けてください。途中でスイッチから手を 
離すと最初からやり直しとなります。 

し i (上の操作を行ってち反転して開じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 

■サンシエード 

手動で開閉でをます。 U ヤサンシエードは、1」ヤムーンルーフを開けると連動 
して開をます。 

■閉め忘れ警告ブザー 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

U ヤムーンルーフび完全に閉まっておらず、"エンジンスタートストップ" 
スイッチび OFF のとを、運転席ドアを開けると警告音び1回鳴ります。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

U ヤムーンルーフび完全に閉まっておらず、エンジンスイッチび " LOCK " 
のとを、運転席ドアを開けると警告音び1回鳴ります。 


ドアガラス • ムーンルーフの開け方、閉め方 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉め方 


A 警告 

■ムーン ルーフを開けているとをは 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ム ーンルーフを開閉ずるとさは 

1；(下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ U ヤムーンルーフを開閉するとをは、乗 
員の手、腕、頭、首を挟んだり巻を込ん 
だりしないよラにま意してください。 

♦お 子さまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻を込まれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

■挟み &み防止機首目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能は、 U ヤムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作 
動しない場合びあ D ます。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた 
状態では作動しません。指などを挟まないよラにミ主意してください。重大な傷 
害を受けるおそれびありを険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


じ TF の手順で給油□を開けて < ださい。 

■ 給油する前に 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にして、ドアと 
窓を閉めて < ださい。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " LOCK " にして、ドアと窓を閉めてくださ 
い。 

■給油□の開け方 

給油□を開ける。 



BT015BD001 



キャップをゆつ < り回して開け 
る。 
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1-5. 給油のしかた 



キャップを八ンガーにかける。 


(給油□のキャップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びずる 
まで回して閉めます。 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
をど0ます。 


□知識 

■燃料の種類 
無鉛レギ ユラー ガソ 1」ン 
■燃料タンク容量 

約日0 L 

■給油□開警告ブザー（パワースライドドア装着車） 

♦給ミ由□び開いているとをに、自動で助手席側パワースライドドアを開けよラ 
とすると作動を中止します。 

♦助手席側パワースライドドアの自動開閉中に給油□を開けると、ブヴーび鳴 
り、作動を停止し、手動作動に切り替えます。 


102 
















1- 己.給油のしかた 


A 警告 

■給油に ついて 

給ミ由前には liTF のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分に触れて身体の静電気を除去する 
放電による乂巧で燃料に引火するおそれびあ D ます。 

♦キャップを 緩めたとさに、"シュー’’といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返してけびをす 
るおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除ましていない人を近づけない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して乂巧を弓 I を起こすおそれびあ D ます。 

♦車内に もどったり、帯電している人や物に触れない 
再び帯電する可能性びあります。 
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1-5. 給油のしかた 


A 警告 
■給油 時のミち意 

♦給 ミ由をするとをは給油□にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かし 
て継ざ足し給ミ由を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合び 
あります。 

♦そのほか、 ガソリンスタン ド内に掲示されているま意事項を守ってください。 
正常に給ミ由でをない場合は、スタンドの店員を呼んで指示にしたびってくださ 
い。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正しツ外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 
■給油ず るとさは 

指定しツ外のガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、輕ミ由、巧ミ由、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

1;(下のよラな状態になるおそれびあります。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

♦ノッキングび 発生する 

♦エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6. 盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機が内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを巧さないでください。 


"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知 b せるためにイ 
ンジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ I 」 ー モード またはイグ 
ニッシヨン ON モードにするとシ 
ステムび解除され、インジケー 
ターび消なします 


口知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムび正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム巧キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれび友0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


む下のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背ちたれか日 
背を離さない（一 P . 60) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 60) 

B 各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にずる 

□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向<よラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 89) 
且へッドレストの中央び耳の後 
方になるレ P . 65) 

0シートベルトび正しく着用で 
さる（一 P . 81) 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびありを険です。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因 
になります。 

■シ ートを調舊ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近づけないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびあ D を険です。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが身体を拘束ずる働きとあわせて乗 
員への衝撃を緩和させまず。 



_ BT017BD020 

► フ□ント SRS エアバッグ 

□ 運転席 SRS エアノ（ッグ/助手席 SRS エアノ（ッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ* 

曰 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩和） 

BSRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席柔員の主に頭部への衝撃を緩和） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











1-7. 安全にお使いいただくために 


白知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものち熱く 
なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとさ（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変あもしない固定 
された壁に、約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよ5な衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよ5な衝突（例えば、車両前部びちぐりこむ、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前ちからの衝突の場合には、フロント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ0ます。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとき 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約！.已 t の車両び、約20〜30 km / h のま度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）し U 上の場合に作動します。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突がで作動ずるとき 

しツ下のよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあ 
ります。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃、横転、または低速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前方への減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 



♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


ISRS エアバックか作動しないとさ 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分ながの側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシール ドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 

»客室部分 lil 外の側面への衝撃 
►斜めからの衝撃 



SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 

»前ちからの衝突 
»後ちからの衝ま 
>横転 





































1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡がお要な場合 

1；(下のよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふ< らんだとを 






♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とを、または破損•変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分び衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分や助手席 SRS エア 
バッグのカバー部び傷ついたり、ひび割 
れたり、その他の損傷を受けたとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷ついたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロント- U ヤピラー部、ルー 
フサイド部び、傷ついたり、ひび割れた 
り、その他の損傷を受けたとを 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずし U 下のことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転手と 乗員全てびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグち強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。柔員び SRS エアバッグのふくら 
む場所に近い場合はとくにを険です。シートの背ちたれを調整して、シートを 
でさるだけ SRS エアバッグから離し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないときは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをお勧めいたします。（一 P . 12日） 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない。 


• おテさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転者 および助手席柔員は、ひざの上に 
何ち持たない。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 



• ドアやフ□ント•サイド' U ヤピラー、 
ルーフサイドレールへ寄りかからない。 


♦助手席 や、外側1」ヤシートでドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない。 


♦ダッシュ ボード、ステア1」ングパッド部 
などには何も取りつけたり、置いたりし 
ない。 


♦ドア、 フ□ントガラス、サイドドアガラ 
ス、フロントピラー、センターピラー、1」 
ヤピラー、ルーフサイドレール、アシス 
トグ1」ップなどには何も取りつけなし、 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

• SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使 
用しないで < ださい。 

• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふ< らんだ直後は、構成部品び熱くなっているため触れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとにもし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚の 
炎症を防ぐため残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフロントピラーガーニッ 
シュ部に傷びついていたり、ひび割れびあるとをはそのまま使用せず、トヨタ 
販売店で交換して < ださい。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、し U 下の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし-取りつけ.分解' 修理 

♦八ン ドル、インストルメントバネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フロントピラー、センターピラー、 U ヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修 
理、取りはずし、改造 

♦フロント フェンダー、フ□ントバンパー、車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（フルバー.カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取りつけ 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取りつけ 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 


• 車の仕様やおモさまの年齢や体格に合わせて、適切なモ供専巧シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取りつけ方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属ずる取0扱い説明書をお読み<ださい。 

• この車は200日年10巧1曰施行の保安規準に適合した IS 0 FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


■"千お専用ソ~卜の適合'を一表 L し古 

■ 質量 グループについて 

ECE R 44 &の基準に適合ずるモ供専用シートはおモ様の体重により次 
の已種類に分類されまず。 

グループ〇 : 10 kg まで 

グループ 0+ : 13 kg まで 

グループ I : 日〜 1 8 kg 

グループ n :1已〜2已 kg 

グループ in : 22〜 36 k 邑 

この本では代表的な次の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取りつけ器具 
の記号にな0まず。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


►ベ ビーシート 



ECE R44 基準のグループ0、0^ 
にホ目当 



ECE R44 基準のグループ0+、I 
に相当 



ECE R44 基準のグループ n、 の 
にホ目当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


[シー ト位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取りつけ) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

セカンドシート 

7 人乗 D 車 

助手席 

左ち席 

左席 

(サイドリフト 
アップシート） 

0 

(1 日 k 旨まで） 

X 

U 

U 

が 

(13k 邑まで） 

X 

U 

U 

I 

(目〜 1 8kg) 

前向を UF 

U 

U 

ラしろ向を X 

n 

(15-25kg) 

UF 

U 

U 

m 

(22 〜吕 6 k 呂） 

UF 

U 

U 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

セカンドシート 

サードシート 

己、 8 人柔 D 車 

左ち席 

中央席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日 k 邑まで） 

U 

U 

X 

X 

が 

(1 吕 k 邑まで） 

U 

U 

X 

X 

I 

(目〜 1 8kg) 

U 

U 

L2 

X 

n 

(15-25kg) 

U 

U 

L3 

X 

m 

(22 〜吕 6 k 呂） 

U 

U 

L3 

X 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の子供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ ’ U —の前向さ 
モ供専用シートに適しています。 

L 1 : NEO G-Child に日 baby 
L 2 : NEO G-Child に日 tether 
し3 : Junior seat 

X :子供専用シートを取りつけることはで去ません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ち にご 相談ください。 

子供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取り扱い説明書わご確認<ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別子供専用シートの適合性一覧表 
( ISOFIX 対応トツプテザーアンカーでの取りつけ) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 ISO 円 X 位置 

セカンドシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(1 日 k 呂まで） 

E 

に日/ R 1 

IL 

が 

(13 k 呂まで） 

E 

に日/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(9 〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

臣 

に日 / F 2 

1 UF 

臣1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2已 kg ) 


(1) 

X 

田 

(22-36 kg ) 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1): サイズ等綱表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での IS 日 FIX 対 
応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちまたは 
販売業ちにご相談 < ださい。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の侶日 FIX 
対応の前向を子供専用シートに適しています。 

IL : ISOFIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または r 準況用」 
カテコ ’ U —の子供専用シートに適しています。 

X :侶日 FIX 子供専用シートを取りつけることはできません。 

子供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取り扱い説明書わご確認下さい。 


120 
























1-7. 安全にお使いいただくために 


I 旧 OFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

侶0円 X 子供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 (10 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準ミ化用 

0+ (13 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準ミ化用 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談 < ださい。 


□知識 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている侶 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取りつけ専用です。それし:1外のち 
のを使用することはでをません。 

■子お専用シートの還が、使用について 

♦お子さまに最適な子供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大をく、子供専用シートび不必要なお子さまは、セカンドシート、 
またはヴードシートに乗せて車のシートベルトを使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの還がについて 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P . 1 18) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子供専用 シー トの選巧に ついて 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P .120) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

IHIIM 11 1 I おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

1圈21 サイズ等級を選択する 

お Ml 1 1で確認した r 質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」 • の」 • 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」- rej - rBij - 
に」•の」び該当します。 

X ’ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の r 車両旧0円 X 位置」 
に「 X 」と記載されているものは選択でをません。また、 riu と記 
載されている場合は、「侶〇円 X 子供専用シートのリスト」（一 P . 
121)で指定されている製品を使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



八 


ふ 


% 


子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク.ラベル類び表示されてい 
ます。**^ 

表示されている位置' 記号などは、商品に 
より異なります。 


□ ISOFIX 対応モ供専巧シートであること 
を:す表术 

サイズ等級び示されています。（表示さ 
れる文字は、製品により異なります） 
Ifeitdl 2 に お認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

0ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であるこ 
とをあらわし、併せて、対象となるおテ 
さまの体重の範囲び記載されています。 


B トップテヴ ー( 一 P . 12日）を示すマーク 
商品の取りつけ装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■旧0円 X 対応子供専用 シートの 種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

低型前向さ幼児巧チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後ろ向を幼お巧チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 


■助手席に子供専用 シートを 取り付けるとき 


やむを得ず助手席に子供専用シートを取り 
付ける場合には、助手席シートをいちばん 
ラしろに下げ、テ供専用シートを前向をに 
取りつけてください。 


■キャリコットについて 

キャ1」コットは横向さに取りつけることのでをるベビーシートのことです。詳 
しくはテ供専用シート製造業ち、または販売業者におたずね<ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使巧しないとをであってちシートに適切にしっかりと取り 
つけた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内の置くことは避けくださ 
い。 

♦子供 専巧シートの取りはずしが必要な場含は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納して<ださい。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取りつけ 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはセカンドシート、またはヴードシートに取りつけてく 
ださい。 

取りつけ方法は、必ず商品付属の取扱説明書にしたびってください。 





シートベルトによる取りつけ 
(^ P . 1 27) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー(一 P .129) 

セカンドシートの外側の座席に装 
倫されています。（固定専用バーび 
装備されていることをおすタグび 
シートについています。） 


トップテヴーアンカー 
(一 P .129) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トツプ テヴー アンカーはセカンド 
シート左ち席に装備されていま 
す。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


シートベルトで固定ずる 


固画の背ちたれのち度を調整ずる。 
►セカンドシート （7 人乗り車） 



►セカンドシート旧人乗り車) 




チヤイルドシートをセカンドシー 
卜に取りつけるとさは、レバーを 
引さなびら、いったん背ちたれを 
前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こしまず。 


チヤイルドシートをセカンドシー 
卜に取りつけるとさは、レバーを 
引さなびら、いったん皆ちたれを 
前に倒し、一段目の固定位置まで 
起こしまず。 


チャイルドシートをサードシート 
に取りつけるとさは、レバーを引 
さなびら、いったん背ちたれを前 
に倒し、一段目の固定位置まで起 
こしまず。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 





へッドレストを一ま上まで上げ 
る。 

図は8人乗り車で代表しています。 


チヤイルド シー トに シー トベルト 
を取りつけ、プレートをパックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする。 

チヤイルドシートに付属の取り扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
<ださい。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ッキングク U ップ调」売）を 
使用して固定する。 

□ツキングク U ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

(□ツキングク U ップ品番： 

731 19-22010) 


取りつけ後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで固定する 



BTO 1709050 



背ちたれの角度を調整する 

チヤイルドシートび取りつけられる 
角度まで倒します。 

-背ちたれび固定されていることを確 
認します。 


へッドレストを一番上まで上げ 
る。 

図は8人乗り車で代表しています。 



固定専用ノ（一の位置を確認する。 
固定専用バーはシートクッションと 
背ちたれのあいだにあります。 

-図は8人乗り車で代表しています。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



lea 固 I S 



BTO 1709052 



チヤイルドシートをシートに取り 
つける。 

チヤイルドシートの取りつけ金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
0つけます。 

取りつけち法は、それぞれのチヤイル 
ドシートに付属の取り扱い説明書に 
従ってください。 


背ちたれの角度を調整する。 

チヤイルドシートび安定するまで起 
こします。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める。 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認しま 
す。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



取りつけたチヤイルドシートを軽 
<ゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる。 


A 警告 


■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフ□ントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用してセカンド 
シート、またはヴードシートに取りつけてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせていても、ドア•シート-フロントピラー-セン 
ターピラー.1」ヤピラー'ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの 
部分ももたれかけないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場 
合、大変を険であり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取りつけびでをない、または取りつけび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱書をよくお読みのラえ、 
確実に取りつけ、使用ち法を守ってください。使用ち法を誤ったり、確実に固 
定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死こにつなびるおそれびあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取りつけるとさは 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一、ベルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
び友 D ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているかを確認してく 
ださい。 

♦回転 対面シート装着車では、シートを5しろ向をにした状態でチャイルドシー 
卜を取りつけないでください。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取りつけられ 
ない場合は、助手席側のセカンドシート 
に取りつけてください。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ヤイルドシートを取りつけるとをは 


么警告 助手席 SRS エアバッグ 


このシートに，ベビーシートを取り付■けたり 
後向きのチャイルドシートを取りかけないでください。 
また、絶対にお子さまを前席の前になたせたり 
膝の上に巧いたりしないでください。 

エアバッグの衝撃により、巧亡または重大な指害に 
至るおそれがあります。 


♦助手席には チャイルドシートをラしろ向をに取りつけないでください。 

ラしろ向をに取りつけていると、事故などで助手席 SRS エアバッグがふくら 
んだとを、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につながるおそれがありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文が表示されています。あわせてご 
覧ください。 

♦和む を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取りつける場合には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げて取りつ 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場含 
死亡につながるおそれが态ります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取りつけるとさは 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよラ 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびありを険です。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 


134 





運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 136 

エンジン（イグ ニツション） 

スイツチ（スマートエント U — 

&スタートシステム装着車） 
. 14已 

エンジン（イグ ニツション） 

スイツチ（スマートエント U — 

&スタートシステム非装着車） 
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オートマチック 
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2-5. 様々な状況での運転 
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寒冷時の運転 . 211 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむびけて、む下の手順で走行ください。 

■エンジンをかける（一 P . 145,14 9) 

■発進する 

国画田ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる。 

(一 P . 1已 2) 

国 HE パーキングブレーキを解除ずる。 （一 P . 1已 6) 

固®互ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ 
<0踏み発進ずる。 

■停車する 

屋 a でシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

国画 互必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にする。 

(^ p . 1已吕) 

■ 駐車する 

国画 田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画回パーキングブレーキをかける。 （一 P . 1已 6) 

居 HI シフトレバーを P にずる。 （一 P . 1已 2) 

坂道の途中で駐車をする場合は化要に応じて、輪止めを使用してくださ 
しん 

固画 互エンジンを止める。 

► スマー トエント U -& スター トシステム 装着 車 
" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にします。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にします。 

国画 回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる。 
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2-1 .運転のしかた 


上り坂の発進のしかた 

111111パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーを D にずる。 

I 幻11团1 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む。 

iHm 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進する。 

曰知識 

■ ヒルスタートアシストコント□-ルについて （ S - VSC 装着車） 

♦ヒルスタートアシストコントロールにより、急な上り坂やすべりやすい上り 
おからの発進を容易に行うことびできます。（一 P .187) 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取りつけ 

磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などをアル5ボデー部に取りつける 
ことはでをません。 

■ 環境にやさしい運転をずるには 

エコドライブインジケーターランプび点な 
すると、環境に配慮したアクセル操作をし 
ていることを巧らせします。お要しツ上にア 
クセルペダルを踏んだとをや停車中は消な 
します。 （ D ポジションで作動します。ただ 
し、バドルシフト装着車はパドルシフト使 
用時作動しません。） 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るとをは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでい 
てください。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運転ず るとさは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラを意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで < ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温にな D 、 可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 
0を険です。 

♦シフト レバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因となる 
ほか、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。すみやかにトヨタ 
販売店で点検整備を受けて < ださい。 

♦走行 中にましてシフトレバーを P または R の位置に動かさないでください。 
機械に重大なダメージを与えると共に、車びコント□ールを失ラ結果を招くこ 
とびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦走行 中はシフトレバーを N にしないでください。 

N にすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 

♦走行 中はエンジンを切らないでください。 

ノてワーステア U ングおよびブレーキ倍力装置は、エンジン回転中でないと作動 
しません。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 1已 2) 

♦巧 道で止まるとさは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルや バー キングブレーキを使用してください。 

♦八ン ドル、シート、ドア5ラー、インナ ー5 ラーの調整をしないでください。 
運転を誤0、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあ0を険 
です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、全ての同乗者び頭や手、その他の体の 
一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフ □ード走行をしないでください。 

やむをえずオフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ0ます。 

♦シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないで<ださい。 

急ブレーキをかけたとをや、旋回しているとをなどに荷物び飛び出して乗員に 
あたったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられた D して、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

♦大 をな段差びある場所や、輪止めなどびある場所では慎重に走行して<ださ 
し、。バンパーを損傷するおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■滑り やずい路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ、急加ま、急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横滑りするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあ0を 
険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを輕 < 踏んでブレーキび正常に働 < ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、 めれていない片方だけび効いたりして八ンドルを取られ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■停車ず るとさは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N しツがにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
フレーキペダルを踏み、必要に応じてノてーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。排気管び過熱し、可燃物び近くにある 
と火災につなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るときは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料のちなどを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、し U 下のよラなことび起こるおそれびありを険 
です。 

-スプレー宙からガスび漏れたり、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとをにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を貼りつけないでください。また、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでください。 
吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびあ0危険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずバーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを止め施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーに触れないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

♦排気び 悪い場所ではエンジンを停止してください。 

と < に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびあ〇を険です。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮旧すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t にをるおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、他の車に近づいたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏むぶ、要びあります。また 
制動距離ち長<な0ます。 

♦万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
い。 

ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 

♦ブレーキ システムは二つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強 < 踏むぶ、要びあり、制動距離び長 < なります。一ちのブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■万一脱輪 したとをは （4 WD 才ートモード作動時） 

いずれかのタイヤびちに浮いているとをは、むやみに空転させないでくださし、。 
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 


A ま意 

■運窗 中は 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■をし みやひっかを音び聞こえた5 (ブレーキパッドインジケーター) 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を到 t ブレーキパッドを交換してください。 
必要なとさにパッドの交換び行われないと、口ーターの損傷につなびる場合びあり 
ます。 

ブレーキバッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗してい 
きます。摩耗の限界を超えて走行すると故障を引を起こすばかりでな<、事故につ 
なびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 汪意 

■走行 中にタイヤびパンクした5 

し U 下のよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっか 
り持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾く 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P . 338) 

■冠 水路走巧に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、下のよラな重大な損傷を与えるおそれびある 
ため、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で！;(下の点検をしてください。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスアクスル、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレンシャ 
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プロペラ シャフト （4 WD 車)、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1. 運転のしかた 

エンジン(イク’ニッシヨン)スイッチ(スマ-ロントリ -& スタ-トシステム装着車) 


電子キーを携帯してじ TF の操作を巧ラことで、エンジンの始動または 
モードを切り替えることびでさまず。 

■エンジンのかけち 

国 im 正しい運転姿勢（一 P . 106)びとれるよラにシートの位置を 
調整し、ペダルの各位置を確認ずる。 

固®互パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる。 

シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる。 

1ミ創4| ブレーキぺ夕レをしっかり踏む。 

スイッチ上のインジケーターび緑に点なします。 

緑に点なしていないとエンジンは始動しません。 


"エンジンスタートストップ" 
スイッチを巧す。 

完全にエンジンび始動するまでブ 
レーキペダルを踏み続けて<ださ 
しん 

エンジンび始動するまで最大30 
秒間 スターターび 回転します。 

どのモードか6でちエンジンを始 
動でをます。 

-車両によりスイツチの意匠び異な 
ります。 




14已 
























2-1 .運転のしかた 


■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切り替え 

ブレーキ ペダルを踏まずに"エンジン スター トストップ"スイッ 
チを巧ずと、モードを切り替えることびでさまず。 

(スイッチを巧ずごとにモードび切0替わりまず） 



D OFF 《 

非常点滅なび使用でをます。 

曰ア クセサ U —モード 

アクセヴ U —コンセントなどの電 
装品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

且イグ ニッシヨン0 N モード 

全ての電装品び使用でをます。 
スイッチ上のインジケーターび桓 
色に点なします。 

シフトレバーび P じ(外のとをはア 
クセヴ U —モードになり、 OFF に 
なりません。 

-車両によりスイツチの意匠び異な 
ります。 


□知識 


■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア1」ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ"スイッチを押し 
て < ださい。 

ステア U ング□ックが解除されていないとを 
は、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
のインジケーターが緑色に点滅します。 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジンか始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

(一 P ' 105) 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび桓ちに点滅した 
ときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
てください。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとを1時間じ(上アクセヴ U - モードにしたままにして 
おくと、"エンジンスタートストップ"スイッチび自動で OFF になります。 

■クランキングホールド機首目 

エンジン始動操作をしてすぐ手を離すと、エンジンび始動するまでスターター 
の回転を最大20砂間な持します。 

" エンジンスタートストップ"スイッチを押したままでち、スターターの回転 
は最大で約30砂間です。約30砂経過してもエンジンび始動しない場合は、ス 
ターターの回転を停止します。その場合は、ちラー度エンジンの始動操作をし 
て < ださい。 

■電子キーの電池の消耗について 

一 P ' 28 

■電子キーの電池び切れたとさは 

一口' 3已1 

■スマートエントリ ー& スタートシステムび正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 33 

■ご留意いただをたいこと 

一 P ' 29 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止ちま 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3砂し U 上"エンジンスタートス 
トップ’’スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時し i (かは走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチに触 
れないでください。走行中にエンジンび停止すると、予期せめ事故につなびる 
可能性びあ D ます。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置し 
ないで < ださい。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1. 運転のしかた 

エンジン(イク’こジシ3ン)スイッチ(ス7-卜 I ントリ-の夕-トシステム鸦 i き) 


■エンジンのかけ方 

固画で正しい運転姿勢 （^ P . 106)がとれるよラにシートの位置を 
調整し、ペダルの各位置を確認する。 

固画互パーキングブレーキがかかっていることを確認する。 

固画互シフトレバーが P の位置にあることを確認する。 

I お Mil 4 1ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む。 

固画]司エンジンスイッチを " START " の位置に回す。 

■エンジンスイッチの位置 

□ LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング □ ックびかかりま 
す。 

-シフトレバーの位置び P のとさ、 
キーをなを挿しすることがでさま 
す。 

且 " ACC ’’ 

アクセヴ U —コンセントなどの電 
装品び使用でをます。 

且 " ON " 

全ての電装品び使用でをます。 

□ START " 

エンジンび始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■キーを " ACC " か5 " LOCK " に回ずには 



ステア U ングを左ちに動かしなびら、エン 
ジンスイッチを回してください。 



■キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび差してあり、エンジンスイッチび " ACC " から " LOCK " のとを、運 
転席ドアを開けると、警告音び鳴ります。 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジ 
ンび停止すると思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


1已〇 



























2-1 .運転のしかた 


A ; 王 意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または "ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦一度に 30秒し iUi スターターを回さないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにェ 
ンジンの点検を受けてください。 
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2-1. 運転のしかた 

オート7チックトランスミッション 


状況に応じてシフトポジシヨンをお選びください。 
■シフトレバーの動かしち 



ON モード（スマートエント U — &スタートシステム装着車)、 
またはエンジンスイッチび" ON " (スマートエント U — &ス 
タートシステム非装着車）の状態で、ブレーキペダルを踏んだ 
まま操作しまず。 


■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行& 

M 

7ま スポーツシー ケンシャルシフトマチック モード 
走行（一 P . 1已 3) 


& 燃費向上や騒音のほおのために、通常は D ポジシヨンを使用してください。 


1已吕 























































2-1 .運転のしかた 


7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでのシフトレンジ切り替え 


シフトレノ（一を M の位置にして、シフトレノ（一 またはパドルシフトを操 
作します。 


シフト レバー 



n シフトアップ 
曰シフトダウン 

シフトレバーを操作するごとに1段 
ずつ変まします。 

1〜7のあいだで還択されている変 
速段びメーターに表示されます。 


パドルシフト（パドルシフト装着車） 

n シフトアップ 


曰シフトダウン 



バドルシフトを操作するごとに1段 
ずつ変速します。 

1〜7のあいだで還択されている変 
速段びメーターに表示されます。 


□知識 


■ 7 速 スポーツシーケンシャルシフトマチックモードに関ずる自動変をについて 

-エンジン回転数びあびりすざないよラに自動的に1段シフトアップされます。 
-エンジン回転数び下びりすざないよラに自動的に1段シフトダウンされます。 

■シフトダウン制限警告ブザー 

(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時） 

ま全や走行性能を確なするため、シフト操作には制限びあ D、 シフトレバーを 
操作してもシフトできない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび 
行われない場合は警告ブヴーび鳴ります。 



1已3 



































2-1 .運転のしかた 


■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 


■シフトレバーを P か5シフトできないときは 

一 P. 349 

■シフトレバーを M にしても、シフトポジション•シフトレンジ表示なの M び点口 
しないとをは 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 

■ NAVI • AI-SHIFT について 

ナビゲーションシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。使 
用ち法は別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。 

■ M ポジションで走行中に停車したときは 

•停車すると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

-停止後走行するとをは M 1からの発進となります。 

-停止後は M 1に固定されます。 

■—時のな スポーツシー ケンシャルシフトマチック モー ドについて 
(パドルシフト装着車） 




シフトレノ（一を D の位置で走行中、パドル 
シフトを操作することにより任意の変速段 
を選択することびでをます。この場合、シ 
フトポジション-シフトレンジ表示好に D 
び点灯し、変を段びま示されます。 

—時的なスポーツシーケンシャルシフトマ 
チックモードはし:!下の状態になると解除さ 
れます。 


♦同一変速段で、アクセルペダルを一定時間しツ上踏み続けたとを 
♦アクセルペダルを大をく踏み込んだとを 
♦パドルシフトのシフトアップ側を一定時間！;(上押し続けたとを 
♦車両停止状態のとを 


1已4 





















2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 


n 左折 
曰ち折 

0左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側方向指示な 
び点滅します。 

Q ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 


□知識 
■作動を件 

► スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 

■ 表示なの点滅げ異常にをくなったときは 

ち向指示なの電球び切れていないか確認して < ださい。 




1已已 


















2-1. 運転のしかた 

パーキングブレーキ 



パーキングブレーキをかけるに 
は、ち足でブレーキペダルを踏 
みなびら、左足でパーキングブ 
レーキをいっぱいまで踏み込む 
(再度踏み込むと解除される） 


曰知識 — — 

■を季のパーキングブレーキの使用について 

「き;令時の運転」 UP. 21 1) の記載を参照してください。 


A 警告 

■走行 前のを意 

パーキングフレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効さび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 


1已6 





















2-1. 運転のしかた 

ホーン（警音器) 



日知識—— 

■ A ンドルの位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P. 89) 
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2-2 .メ ーターの見ち 

計器類 



イッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエント U -& スタート 
システム装着車）、またはエンジンスイッチを " ON " (スマートエ 
ント U — &スタートシステム非装着車）にずるとメーターび点灯しま 
す。 

n タコ メーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

0 燃料計 

燃料残量をおします。 

且スピードメーター 
車両の走行ま度を示します。 

□ ドライブ モニター 
-^p. 1日已 


1已8 




































2-2. メーターの 見方 


且オドメーター、トリップメーター、メーター照度調整画面 
♦オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

• トリップメーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜1」ップ A、 卜 
U ップ B の2種類で使い分けることびでをます。 

• メーター照度調整画面 

メーター照度の明るさを調整でをます。 

且時計 

-^P . 167 


I 表示切り替えボタン 

ボタンを巧ずごとにじ(下のよラに切り替わりまず。 



n オドメーター 
曰卜 U ップ メーター 八※ ] 

□ 卜 U ップメーター巨※] 

□ メーター 照度調整画面X’ 2 
《1長押しで0にちどります。 

《2長巧しで照度を調整でをます。 



運 

転 

す 

る 

と 

さ 

に 
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2-2. メーターの 見方 


□知識 


■メーター照度調豊画面について 

1；(下のとをに表示されます。 

-ライトスイッチの状態に関係なく表示されます。（オプティトロンメーター 
装着車） 

-車幅灯点灯時、表示されます。（オプティトロンメーター非装着車） 

■メーター照度の調舊について 

已段階で明るさのレベルを調整することびでさます。 

-車幅灯消な時と点な時でそれぞれ明るさレベルを設定でをます。 

(オプティト□ンメーター装着車） 

-車幅灯点打時に明るさレベルを設定でをます。 

(オプティト□ンメーター非装着車） 

■減光について（コンライト装着車） 

周囲び暗いとさに車幅なを点なすると、メータ照明び減光されます。 

周囲び明るいとを（昼間など）車幅なを点なしても、メーター照明は減光され 
ません。 


A ; 王意 

■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 警告なび赤色に点滅したときは、オーバーヒートのおそれびあるので、た 
だちにま全な場所に停車してください。 UP. 3已 7) 


1已〇 







2-2 •メ ーターの見ち 

表示好/警告巧 


メ—ター. センターパネル内の表示打.警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 

► メーター 



► センターノ（ネル 
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2-2. メーターの 見方 


■表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 


ぐ令 


方向指示表示な 
(一 P . 1已已） 


二 DO こ尾な表示な* (一 P . 1曰 8) 


《2 



水温表示な 


V 5 C OFF 表示な* 
OFF (一 P ' 1 84) 


—~フ□ントフォグライト 

菊）表示な* (一 P .172) 



クルーズコント□ール 
表示な* (一 P . 179) 


4 WD オートモード 
表示な* (一 P .178) 


ス U ツプ表示な* 

(一 P ' 1 83) 

(点滅） 

I セキユ U テイ表示灯* 
UP . 105) 



1〇 


へッドライト 

上向き表示な（一 P . 1 68) 


《1 


エコドライブ 
インジケーター 
UP . 137) 


も、，夕 

M I 


シフトポジション-シフトレンジ表示 
口 UP . 1己 2) 


《1作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
シヨン日 N モード（スマートエント U - Sl スタートシステム装着車)、ま 
たはエンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — &スタートシステ 
ム非装着車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯しま 
す。点灯しない場合や点灯したままのとさはシステム異常のおそれびあり 
ます。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


《2エンジン;令却水温び低いとさは、青く点灯します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見方 


I 警告打 

万一のシステム異常などを警告します。 UP . 329) 


口 

な 

(©) 

が （0 -k 


へ • 

《 ホ※ 本※ ホ※ 本 ホ※ ホ※ 

©! 


鮮目风 4WD 

一 

AUTO 

内 

曲 

(点滅） 

(点滅） （点滅） 

を 

ぶ 

ぶ > PASSENGER 



※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッショ 
ン日 N モード（スマートエント U —&スタートシステム装着車)、またはエ 
ンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — &スタートシステム非装着 
車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。 

点灯しない場含や点灯したままのとさはシステム異常のおそれがあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見方 


A 警告 

■をを 装置の警告なび点なしないとをは 

ABS や SRS エアバックなどの安全装置の警告灯び、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエント U -& スター 
トシステム装着車)、 またはエンジンスイッチを " ON " (スマートエント U - 
&スタートシステム非装着車）にしてち点なしない場合や点なしたままの場合 
は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害を受けた D 、 最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 


1已4 





2-2 .メ ーターの見ち 

ドライブ モニター 


ドライブモニターは、む下のような情報を表示しまず。 



外気温表示 （^ P . 1 65) 

外気温を表のします。 

卜 U ップインフォメーション 
(^P. 1 66 ) 

航続巧能距離や燃費など走行に関 
する情報を表示します。 


表示切り替え 



表示を切り替えるには、 DISP ボ 
タンを巧しまず。 


外気温を表71^しまず。 

miESfl - 40む〜50むのあいだで表示します。 
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2-2. メーターの 見方 


• 航続可能距離 

_ 現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 

まず。 

-表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出されるた 
め、表おされる距離を実際に走行でさるとは限りません。 
-燃料給油量び少量の場合、表示び更新されないことびあ 
ります。 


• 平均燃費 



U セツトしてか5の平均燃費を表おしまず。 

U セツトするには、平均燃費表示中に□旧 P ボタンを1秒 
LU 上巧します。 


• 瞬間燃費 



現在の瞬間燃費を表おしまず。 

-停車しているとをは、 一-.- km / I 表示になります。 
-走行状態により、最大 99.9 km / l 表示になります。 


□知識 

■バッテリー端テの脱着をしたときは 

バッテ U —端子の脱着を行ラとを、 lil 下のデータは U セットされます。 

♦平均燃費 
♦航続可能距離 

■ が•気温をル Iしついて 

なの場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅くなっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているときや、低速走行（約 20 km / h しツ下）のとき 
♦外気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 


1已6 











2-2 .メ ーターの見ち 

時計 


現在の時亥!!を示しまず。 

■設定変更 

CLOCK ボタンを長巧しし、時 
表示を点滅させる。 


固画回時表示び点滅中に CLOCK ボタンを押して"時’’を設定ずる。 

已秒経過すると分表示び点滅します。 

固画回分表示び点滅中に CLOCK ボタンを巧して"分"を設定ずる。 

已秒経過するとちとの時計表示にちどります。 


□知識 

■正時合わせについて 

CL 日 CK ボタンを短押しすると、正時に合わせることびでをます。 

♦日〜2目分は切り下げられます。 

♦ 30 〜已日分は切り上げられます。 

♦(朽1」） 1:00-1 : 2目の場をは、1: 日日に、 1: 3 日〜 1;已目の場含は、2; 
00になります。 

■バッテリー端子の目な着をしたとをは 

バッテ U —端テの脱着を行ラとを、時計の設定は U セツトされます。 
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2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

ライトスイツチ 


自動または手動でへッドライトなどを点'灯でさまず。 

□ 車幅灯-尾灯-番号な-メー 
ター照明*を点な 
曰上記ライトとへッドライトを 
点灯 

H へッドライト、車幅ななどを 
自動点好-消灯* 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチびイグニッション ON モー 
ド (スマートエント U —&スター 
トシステム装着車)、またはエンジ 
ンスイッチび" ON " (スマート 
エント U -& スタートシステム非 
装着車）のとを 



(八イビームにずる 



n ライト点好時、レバーを前方に 
押し八イ ビームに 切り替え 
レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

曰レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点好 

ライトが消灯していてち、 A イビーム 
び点灯します。レバーを離すと、□一 
ビームにちどるまたは消灯します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


t 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドライ 
卜の光軸を調整することびでをまず。 

n 上向さに調整 
0下向さに調整 


■ 目盛り設定の目ま 

► 7、8人乗0車 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

G ’ s を除く 

G’s 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

0 

運転者と助手席、 
およびサード 
シートに3名 
柔車 

なし 

2 

1 

全柔員 

なし 

吕 

1.5 

全柔員 

ラゲージルーム 
満載時 

3 

1.5 

運転者 

ラゲージルーム 
満載時 

4 

2 




169 



























2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


►已人まり車 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

1 

全柔員 

ラゲージルーム 
満載時 

1 

運転者 

ラゲージルーム 
満載時 

3 


白知識 

■ライトセンサー* 



センサーの上にちのを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な•消灯機能び正常に 
働かな<な0ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


■ライト消し忘れ防止機能 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF (ス 
マートエント U -& スマートシステム装着車）、またはエンジンスイッチを 
"ACC " または " LOCK " (スマートエント U -& スマートシステム非装着車） 
にしてフロントドア、またはスライドドアを開けると車幅灯などび自動で消な 
します。 

再びライトを点なする場合は、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグ 
ニッシヨン ON モード（スマートエント U -& スマートシステム装着車)、また 
はエンジンスイッチ（スマートエント U -& スマートシステム非装着車）を 
" ON " にするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または 
ID の位置にします。 

■ライト消し忘れ警告ブザー 
ライト消し忘れ防止機能び働かない場合に作動します。 

•" エンジンスタートストップ"スイッチび OFF (スマートエント U -& ス 
夕ートシステム装着車)、またはエンジンスイッチび " LOCK " (スマート 
エント U -& スタートシステム非装着車）のとをに働をます。 

♦ライトスイッチび ♦ または iD の位置にあると、運転席ドアを開けた 
とを警告音（ピーといラ連続音）び鳴ります。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドライト装着車） 

通行人や巧向まびまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■販売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 371) 


A ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天暢下で視界を確保しまず。へッドライトまたは車幅 
'灯が点幻しているとさ使用できまず。 



□ 消な 

曰フォグライト点灯 


曰知識 
■点な条件 

へッドライトまたは車幅灯び点灯しているとをに使用でをます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることびできまず。 




n 間欠作動 （ INT ) 
曰な 速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 
Q - 時作動 （ MIST ) 


且間欠ワイパーの作動頻度(減） 
□ 間欠ワイパーの作動頻度(増） 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 



白知識 
■作動を件 

► スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッション日 N モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
) レのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


A 汪意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ノズルびつまったとさはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 



17已 





2-3. ライト①つけ方.ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 



n 間欠作動 ( L 0) 

曰通常作動 （ HI ) 

0ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 
Q ウオッシャーあを出ず 


口知識 

■作動を件 

► スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッション ON モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


A 汪意 

■窓ガラスび 乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルが つまったとさは 

ノズルびつまったとさはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

4 WD 才ートモードスイッチ4 


走行の安を性や運較性能を高めるため、走行状況に応じて F F (前輪 
駆動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切り替えまず。 


4 WD オートモードを使用ず 
る。 

4 WD オートモード表示灯び数回 
点滅後、点灯します。 

再度押すと解除されます。 



曰知識 


■ 4 WD オートモード表示巧について 


•4 WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差が大をい状態が長時間 
続いた場合などには、 4 WD オートモード表示口が点滅します。 

表示灯の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
FF モードとなります。 

この場含は、エンジンをかけたままし U 下の対応を行って<ださい。 

-表示なが消なするまで車速を落とす。 

-表示口が消灯するまで停車する。（エンジンは停止しない） 

♦4 WD システムに異常が発生したとさには、 4 WD オートモード表示口が消な 
することがあります。この場をには、 4 WD オートモードスイッチの位置に 
かかわらず FF モードとなります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール* 


アクセルペダルを踏まなくてち一定の速度で走行でさまず。 


ON - OFF スイツチを ON にずる 
OFF にするには再び ON - OFF ス 
イッチを巧します。 


希望の速度まで加速/減速し、 
レバーを下げて設定ずる 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■ 速度を設定する 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■設定速度を変える 

n 増速 
曰減速 

希望の速度になるまでレノ く一を保 
持します。 

レバーを上または下に軽<操作し 
て手を離せば、設定速度を微調整 
(約1.己 km / h ずつ）でさます。 

■ 定速走行を解除ずる-復帰させる 

n 解除 

レバーを手前に引さます。 
ブレーキを踏んだとさち解除され 
よ9 〇 

曰復帰 

レバーを上げると、定速走行にち 
ど0ます。 



D 


BT024BD005 



曰知識 

■設定条件について 

♦シフトレバーが D または M の4、己、6、7のとを設定でをます。 

♦車速は約4 日 km/h から 1 日日 km / h の範囲で設定で をます。 

■アクセル操作 

通常走行と同様にアクセルで加速でをます。加速後、設定車速にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■定速走行の自動解除 

走行条件によってし U 下のよラなとを自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定速度よ0実際の速度び約1日 km / h しツ下にな下したとを 
♦速度び約 40 km / h しツ下になったとき 
♦まび横滑りして S-VSC * び働いたとき 
■ 定速走行中に表示灯が点滅したときは 
ON - OFF スイッチを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でをないとを、またはすぐに解除されるとをはシステム異常のおそれびあ 
ります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□ールを使わないとさは ON - OFF スイッチを OFF にしてくだ 
さい 

■クルーズ コント□ールを使用してはいけない;!犬況 

1；(下の状況では、クルーズコント□ールを使巧しないで<ださい。 

車のコント□ールを失い、思わ说事故につながり、重大な傷害または死 t にお 
よぶおそれがあります。 

参 交通量の多い道 
♦急 力ーブのある道 
♦巧が りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路、積雪路などの滑りやすい路面 
♦急な 下り坂 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓を捕巧する装置 


走行の安を性や運區性能を高めるため、走行状況に庶じてな下の装置 
び自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、 
過信せずに運転には十分にま意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時や滑りやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などにより大さなブレーキカを発生させます。 

■ S - VSC ( Steering-assisted Vehicle Stability Control ) * 

ABS 、 TRC 、 S - VSC と EPS を協調して制御します。 

滑りやすい路面などの走行で急な八ンドル操作をした隙に、ノ V ンドル操作力を 
制御することで、車両の方向安定性確保に貢献します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル）* 

滑りやすい路面での発進時や加速時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保しま 
す。 

■ ヒルスタートアシストコント□ール* 

上りあや滑りやすい丘面で発進するとさに、車び後退するのを緩和します。 
-^ P . 187 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[ S - VSC . TRC 、 ヒルスタートアシストコント□-ルが作動しているとき 


車両び横滑りしそラになったと 
さ、前輪び空転したとさ、ヒルス 
タートアシストコント□ールを作 
動させ坂道発進をしたときは、 S - 
VSC 、 TRC 、 ヒルスタートアシス 
トコント□ールの作動を表示ずる 
ためにス U ップ表示巧び点滅しま 
す。 

S - VSC の作動時、ブヴー(断続音） 
び鳴0ます。 

ヒルスタートアシストコント□-ル 
の作動時、制動なと八イマウントス 
トップライトび点なします。 


| TRC や S - VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出ずるとさに、 TRC や S - VSC び作動してい 
ると、アクセルペダルを踏み込んでをエンジンの出力びあびらず、脱出 
び困難な場合びありまず。このようなときに、 S-VSC OFF スイッチを 
巧すことにより脱出しやずくなりまず。 


TRC を停止ずるにはスイツチを巧 
します 0 

ス1」ツプ表示なび点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動状態にもどります。 


■ TRC を停止するには 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


TRC と S - VSC を停止するには 



TRC と S - VSC を停止ずるには停 
車時にスイツチを巧し3秒じ(上保 
持します。 

ス U ツプ表示なと VSC OFF 表示な 
び点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動状態にちどります。 


白知識 — 

■ TRC や S - VSC の自動復帰について 


TRC や S - VSC を作動停止したあと、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF (スマートエント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジン 
スイッチを " LOCK " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車）に 
すると自動的に TRC と S - VSC は作動復帰状態にもどります。 

■ TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場创ま、車速が高くなると TRC は作動を再開し 
ます。 


■ TRC と S-VSC OFF の作動制限 

TRC と S - VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再開はありませ 
ん。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ ABS、 ブレーキアシスト、 S-VSC、TRC の作動音と}忘動 

♦エンジン始動時や発進直後や、フレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

• 上記のシステムび作動すると、し U 下のよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥にはいる 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果が下がるとき 

停車中か極なま走行中に長時間八ンドルを回し続けると、オーバーヒートを避 
けるため EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるようになります。その 
場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを切ってください。 
10分程度でもとの状態にもどります。 


A 警告 

しツ下の状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けた0、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあ0ます。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面や滑りやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング現 
象び発生したとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。しツ下の状況では、常に速度を 
控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効まを発揮できないとき 

滑りやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向ま定性や駆動力び得 
られないことびあります。車両のち向安定性や駆動力を失うような状況では、と 
くに慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なが点滅し、作動警告ブザーが鳴っているとさは 

S - VSC び作動中であることを知らせています。常にま全運転をむびけてくださ 
し、。無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅 
し、ブヴーび鳴ったらとくに慎重に運転してください。 

■ TRC や S - VSC を OFF にずるとをは 

TRC や S - VSC は自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動力や車両 
のち向ま定性を確なしよラとするシステムです。 

そのため、必要なときし:!がは TRC 機能、 S - VSC 機能を作動停止状態にしない 
でください。 TRC 機能や S - VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況 
に応じた速度で、とくに慎重な運転をむびけてください。 

■タイヤを 交換ずるとさは 

4輪とち指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、巧奨された空気圧にしてください。（一 P . 36目） 
異なったタイヤを装着すると、 ABS 、 S - VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ヒルスタートアシストコント□—ル"^ 


急な上り坂や滑りやずい丘面を発進ずるとさに、車両の後退を緩和し 
発進を容易に行うことびできまず。 

車両び完全に停止している状態で、更にブレーキペダルを踏み込むと 
"ピッ"とブヴーび鳴り、ス U ップ表示巧び点滅しまず。 


曰知識 


■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

♦ヒルスタートアシストコント□ールの作動時間は、ブレーキペダルから足を 
離して約2秒間です。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールが作動しているとをは、ブレーキペダル 
を踏んでいな<てち制動灯が点灯します。 

♦ブレーキペダルを踏み込んでちス U ップ表示口が点滅せず、ブヴーが鳴らな 
いとをは、一度ブレーキペダルを踏む力を弱めて<ださい。 （ 車両が後退し 
ない程度）その後ち5—度ブレーキペダルを踏み込んで<ださい。 

それでち作動しないとさはし U 下の作動条件を確認して<ださい。 

■ ヒルスタートアシストコント□ールの作動条件について 

♦じ(下の状態のとをに、ヒルスタートアシストコント□ールは作動します。 

-シフトレバーが P 外の位置のとさ 
-パーキングブレーキがかかっていないとを 
-アクセルペダルを踏んでいないとを 

♦ス U ップ表示口が点口し、 VSC 日 FF 表示口が点滅しているとさは、ヒルス 
タートアシストコント□ールは作動しません。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ヒルスタートアシストコント□-ル制御ブザーについて 

♦ヒルスタートアシストコント□ールび制御可能状態になると"ピッ"とブ 
ヴーび！回鳴ります。 

♦ヒルスタートアシストコントロールび作動中に下の状態になると、制御終 
了状態になり"ピッピッ"とブヴーび2回鳴ります。 

. ブレーキ ペダルから足を離して、約2秒間運転操作を行わなかったとを 
-シフトレバーを P の位置にしたとを 
-パーキングフレーキをかけたとを 
. ブレーキ ペダルを再度踏み込んだとを 


A 警告 

■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

♦ヒル スタートアシストコント□ールを過信しないで<ださい。急勾配の坂や、 
凍った路面ではヒルスタートアシストコント□ールが効かないことがありま 
す。 

♦ヒル スタートアシストコント□ールはパーキングブレーキのよラに車を長時 
間駐停車するための機能ではありませんので、同機能を坂道での長時間の駐停 
車のために使用しないで < ださい。思わ说事故につながるおそれがあり危険で 
す。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ETC システム* _ 


ETC (Electronic Toll Collection ) システムは、有料道路の通過を 
スムーズに行ラために、自動で料金を精算ずるシステムでず。 

路側無線装置と車両の ETC ユニットとのあいだで通信を巧い、料金 
はお客様が登録された ETC 力ードの引き落とし□座か5後日引き落 
とされまず。 



料金所の ETC レーンに設置されています。 

進入車両に対し、メッセージび表示します。 

0発進制御装置（開閉バー） 

料金所の ETC レーンに化要に応じて設置されています。 

通過車両の発進-停止を制御するちので、通信び正常に行われると開をます。 

且路側無線装置 

料金所の ETC レーンに設置されています。 

料金精算のため、車両の ETC ユニットとの通信を行ラためのアンテナです。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


QETC ユニット 

車両に装着されています。 

ETC カードに格納されている、料金精算に必要なデータを路側無線装置と通信 
するための機器です。 

且 ETC カード 

ETC ユニットに装着する、にチップを搭載した ETC ユニット用カードです。 
にチップに、料金精算に必要なデータを保持します。 


曰知識 

■メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム 装着 車では 

タッチパネルでの各種設定操作や、ディスプレイ表示によるインフォメーシヨ 
ンなど、ナビゲーシヨンシステムと連動した機能を利用でをます。 

詳しくは別冊の「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 


A 警告 

■ご 利用の前に 

ま全のため、 運転者は走行中に ETC カードの抜を差し、および ETC ユニット 
の操作を極力しないで < ださい。 

走行中の操作は、八ンドル操作を誤るなど思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。まを停車させてから操作をして<ださい。 


A ま意 

■その他の サービス（スマートになど）ご利用時は 

その他、 ETC ユニットを用いたサービス（スマートになど）には、さまざまな 
制約びあります。ヴービス提供者び案内する利用ち法をご確認<ださい。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A ; 王意 

■ ETC 力ードを挿入ずる前に 

ETC カードの有効期限切れにごま意<ださい。 ETC カードの有効期限び切れて 

いると、開閉バーび開をません。お手持ちの ETC カードに記載された、有効期 

限をあらかじめ確認してください。 

■ ETC 力ードを挿入したあとに 

• ETC を利用する際は、あらかじめ ETC 力ードび確実に ETC ユニッ トに挿入さ 
れていることと、 ETC ユニッ トび正常に作動していることを確認してくださ 
い。 

• ETC ユニットび ETC カードを認証するまでには数秒かかりますので、料金所 
手前での ETC カードの挿入はエラーの原因となる場合びあります。 

■料金所を 通過ずるとをは 

• ETC レーンに進入するときは、十分な車間距離をとり、約 20km/hli (下のま 
全な速度で進入して < ださい。 

• ETC レーンに設置されている開閉バーは、 ETC ユニットと路側無線装置のあ 
いだの通信、あるいは ETC ユニットと ETC 力ードとの通信び正常に行われ 
なかった場合は、開かないことびありますのでご注意ください。 

• ETC レーンを通行するとをは、前車との車間距離をイ呆持した上で、開閉バー 
の手前でま全に停止でさるよラに十分に減速し、開閉バーび開いたことを確認 
してから通行してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| etc ュニット 


■取りつけ位置 



■ 各部の名称 


D 且且 □ 且 



□ 白白 

BTO24BD011 


運転席□アボックス内にありま 
す。 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチをアクセヴ U —モードまたは 
イグニッシヨン日 N モード（スマート 
エント U —&スタートシステム装着 
車）、またはエンジンスイッチを 
"ACC " または"日 N " (スマートエ 
ント U — &スタートシステム非装着 
車）にすると、 ETC ユニットの電源 
び入ります。 

n 利用履歴確認スイッチ 
曰スピーカー部 
0緑ライト 
Q 糧ライト 
且音量調整スイッチ 
且 ETC カード挿入口 
H イジェクトスイツチ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■ ETC を利用ずる前に 

はじめて ETC システムを利用するとをは、あらかじめ ETC ユニッ トのセット 
アップ手続をびお要です。 

♦詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦セットアップ手続をには、別途費用び必要です。 

■適合シールについて 

本製品は電波法の基準に適合しています。裂品に貼りつけられているシールは 
その証明ですので、はびさないで< ださい。 

また、本製品を分解-改造すると、法律により罰せられることびあります。 

■フ□ントガラスの巧れや積雪がひどい場合は 
それらを取り除いてください。 

■お車のナンバープレートび変更になった場合は 

再度 ETC ユニッ トのセツトアップ手続をび必要になりますので、トヨタ販売店 
にご相談ください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A ; 王意 
■取り扱い のま意 

♦路側 無線装置との通信のさまたげにならないよ5、 ETC ユニットのアンテナ 
(インストルメントパネル中央付近に内蔵されています）上方には物を置かな 
いで < ださい。 

• ETC ユニッ トの内部に異物などを入れないでください。 ETC ユニッ トび故障 
するおそれびあります。 

♦ ETC ユニットに衝撃を与えないでください。 ETC ユニットび故障、破損する 
おそれび友0ます。 

♦めれ た手で ETC ユニットにふれたり、水（液体など）を付着させないでくだ 
さい。 ETC ユニット内部に水び入り、故障•破損するおそれびあります。 

♦巧れ たとをは、柔らかい乾いた巧で巧れをふさ取ってください。ワックス、シ 
ンナ ー、 アルコールなどは絶対に使用しないでください。 ETC ユニットび変 
形-故障するおそれびあります。 

♦車両 1台に巧して複数の ETC ユニッ トを取りつけると、ゲートの開閉パ'-び開 
かないことびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[ etc 力ードについて 


ETC 力ードの取得には、お客様自 
身による、別途申し込みび必要で 
す。 


么ま意 


■取り扱い 上のま意 

• ETC カードの取り扱いについては、 ETC カード発行会社の提示するま意事項 
にしたびってください。 

• ETC カードには有効期限びあります。 

有効期限内の ETC 力ードをご利用ください。有効期限切れ ETC 力ードでは、 
開閉バーび開をません。 

♦セ ロ八ンテープ.シールなどび貼ってある ETC 力ードや金属端テ（にチップ) 
び巧れている ETC 力ードは使用しないでください。 

ETC ユニットび正常に作動しなくなったり、 ETC 力ードび取り出せなくなる 
など、故障の原因となるおそれびあります。 


金属端子（にチップ） 



己 TO24BD012 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


^ ETC 力ードを挿入ずる 


1311 m " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U- モード 
またはイグニッシヨン ON モード（スマートエント U-& スター 
トシステム装着車)、 またはエンジンスイッチを " ACC " また 
は " ON " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 
にずる 

ETC ユニットの緑ライトと撞ライトび同時に点なし、しばらくすると消な 


します。 



運転席□アボックスを開け、 ETC 
カードを挿入ずる 

図のように正しい向をでしっかりと 
差し込みます。 

「ピッ」 とブヴーび鳴り、緑ライトび 
点滅します。 


国 HEETC カードび認証される 


正しく認証された場合： 


音声案内& 

「ポーン ETC 力ードが挿入されました」 

ETC ユこット 

緑ライトび点なしたまま 


ETC システムは、この状態でご利用ください。 


^ETC と連動するナビゲーシヨンシステム装着車では、エンジン始動 
後、すぐに ETC カードを挿入すると音声案内および画面表示びされ 
ないことびありますび、緑ライトび点なしていて有効期限内の ETC 
力ードであれば、 ETC システムを利用することびでをます。 

正しく認証されなかった場合： 

憧ライトび点滅し、統ー エラーコード UP. 205) を音声でお知らせ 
します。 


柜31剧 I 4 I 澤範席□アボックスを開じる 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 — 

■桓ライトび点なしているときは 

ETC ユニットのセットアップ手続をびでをていないので使用でをません。 

■有効期限切れ-解約済みの ETC 力ードを挿入したときは 

♦エラー表示はされませんび、開閉バーは開をません。 

• ETC と連動するナビゲーシヨンシステム^’を装着されている場合、有効期限 
切れ通知機能び働をます。（一 P . 1 98) 

X’装着されたナビゲーシヨンシステムの機種によっては、通知び行われな 
い場合びあります。 


A ま意 

■緑 ライトび点滅しているときは 

ETC カードを抜かないでください。 

ETC カード内のデータび破損するおそれびあります。 

■エラーび 発生したとさは 

ETC ユニットや ETC 力ードにエラーび発生した場合は、程ライトび点滅し、統 
ーエラーコードを音声でお知らせします。 

r 統ーエラー〕ードー覧」（一 P. 20己）の記載にしたびって対処してください。 
■エンジン 始動時にエラーが発生したとさは 
いったんエンジンを停止させ、再度始動してみてください。 

エラーび解消しないとをは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■ ETC 力ード挿入時にエラーが発生したときは 

いったん ETC カードを抜を、挿入方向を確認して、再度差し込んでみてくださ 
し、。エラーび解消しないとをは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


5 ETC 力ードを抜き取る 
1631111 1 I 安全な場巧に停車ずる 

国 H 司エンジンを停止ずる前に ± を巧ず 

ETC カードを巧を取る前にエンジンを停止すると。「カードなさ忘れ警告」 
でお知らせします。 

国圆 [3ETC ユニットから ETC 力ードを抜き取る 


有効期限切れ通知 

ETC と連動ずるナビ ゲーションシステム X’1 を装着されている場合、 
ETC カー ドを挿入したとさ、または ETC カー ド挿入状態で;欠の操作を 
したとさ、下表のよラに有効期限切れ通知び行われまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニッシ ョン ON モードにしたとを 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC" または "ON" にしたとを 


ETC 力ードの状態 

音声案内 X’2 

画面表示 X ’ 2 

有効期限まで1ヶ月 
1；(内の場合 

r ポーン ETC 力ードの有効 
期限は今月末でずカード 
をお確かめください」 

「ETC カードの有効期限は 
今月末でずカードをお® 
かめください」 

有効期限切れの場合 

r ポーン ETC カードの有効 
期限が切れていまず」 

「ETC カードの有効期限が 
切れていまず」 


1装着されたナビゲーシヨンシステムの機種によっては、通巧び行われない場合び 
あります。 

2エンジン始動後、すぐに ETC カードを挿入すると音声案内および画面表示びさ 
れないことびありますび、緑ライトび点なしていて有効期限内の ETC カードで 
あれば、 ETC システムを利用することびでをます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


曰知識 

■ ETC 力ードのを難を防ぐために 

ETC カードを残したまま、お車から離れないでください。 

■カード抜を忘れ警告 

ETC 力ードを抜き取る前にエンジンを停止すると、 「ピーカードが残っていま 
ず」といラ音声でお知らせします。 

♦音量を0に設定した場合は、「ピ ー 」というブヴー音のみでお知らせします。 
♦この機能を働かないようにするの FF にする）ことびできます。 

■カード巧を忘れ警告の設定変更 = 

ETC 力ードび挿入され、緑ライトび点灯している状態で履歴とお L を 
同時に押し続ける。（約2秒間） 

♦操作をするごとに r ピッピッ」と音びし、機能の ON / OFF び切り替わります。 
♦操作は、安全な場所に停車した上で行つて<ださい。 


A ミち意 

■お 車か6離れるときは 

ETC カードを車内に残したままにしないでください。車内の温度上昇により、 
ETC 力ードび変あしたり、 ETC 力ード内のデータび破損するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| etc 利用中のライト表示と音声案内について 

車両走行中は、状況に応じて ETC ユニッ トのライト表示び変わり、併 
せて音で通知されます。 


■ ETC ゲート（入口)、検札巧、予告アンテナ、 
ETC 未挿入お知らせアンテナを通過したとを 


予告アンテナ/ 

ETC カード未挿入お知らせアンテナ 



BT024BE002 


通信が正常に行われた場合： 


ライト 

表示 

緑ライトび点なした 
まま 

通知音**^ 

「ピンポン」 


ETC カード未挿入アンテナを通過 
したとさは、通知されません。 


通信が正常に行われなかった場合: 
桓ライトが点滅し、統ー エラーコード 
を音声でお知らせします。 

「統ー エラーコード ー覧」 （^ P . 20 己） 
の記載にしたがって対処してくださ 
い。 


■ ETC ゲート（出 □/ 精算用）を通過した 


開閉ノ（一 



通信が正常に行われた場合： 


ライト 

表示 

緑ライトび点なした 
まま 

通卖□音 

「ピンポン」 

音声案内 

通行料金を通知 


通信が正常に行われなかった場合: 
憧ライトが点滅し、統ーエラーコード 
を音声でお知らせします。 


r 統ー エラーコード ー覧」 （^ p . 20 己) 
の記載にしたびって対処して<ださ 


い。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


曰知識 

■通知音について 

道路側システムによ0通信び正常に行われた場合、1つの ETC ゲートで2回通 
巧されることびあります。 

■道路設備について 

♦予告アンテナは、料金所の手前に設置され 、 ETC ユニットと 通信し 、 ETC 
ゲートを利用でをるかどラかを ETC ユニッ トを通じて運転者にあらかじめ 
通巧するためのアンテナです。 

♦ ETC カードモ挿入お知らせアンテナは、料金所の手前に設置され、 ETC ユ 
ニッ トと通信し 、 ETC ユニッ トに正しく ETC 力ードび挿入されていない場 
合に 、 ETC ユニッ トを通じて運転者にあらかじめ通巧するためのアンテナで 
す。 

♦予告アンテナ- ETC 力ードモ挿入お知らせアンテナは、道路側のシステムに 
より、設置されている場合と設置されていない場合びあります。 

■ ETC 力ードを挿入しないまま走巧したときは 

ETC カードび未挿入の状態で、予告アンテナや ETC カード未挿入お知らせア 
ンテナを通過した場合は、程ライトび点滅し、 「ピ ー ETC をご利用でをません 
エラー 01 *」といラ音声でお知らせします。これは、 ETC システムび利用で 
をないことを通巧するもので 、 ETC ユニッ トの故障ではありません。 

※メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車では、「ポ ーン ETC ゲート 

を通過でさません」 または「ポ ーン ETC 力ードが}串入されていません」 といラ音 

声になります。 

■通行料金の通知について 

♦通知される通行料金は、割り引をなどにより実際と異なる場合びあります。 

• 他のナビ案内などと重なったとさは、通行料金び案内されないことびありま 
す。※ 

※メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着車 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A ; 王意 
■走行 時のミち意 

♦走行 中、運転者は ETC ユニットのライト表示を見ないで<ださい。 

• ETC ゲート進入時は、十分減速してください。 

• ETC ゲート通過時は、 ETC ゲート付近に表示されている案内にしたびって走 
行してください。 

• ETC ゲートの開閉バーび開かない場合は、料金所係員の指示にしたびって< 
ださい。 

♦その他、 道路事業ちの発行する利用ち法にしたびって<ださい。 

♦必ず、 ETC ゲート（入口）で使用した ETC 力ードで、 ETC ゲート（出 □/ 精 
算用）または検札所を通過して<ださい。 

参 ETC カード未挿入お知らせアンテナ、 ETC ゲート、検札巧、予告アンテナ付 
近では、 ETC カードを抜かないでください。 ETC カード内のデータび破損す 
るおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


利巧履歴の確認 _ 

有料道路の利用曰および通行料金を音声で確認でさまず。 

停車中で、 ETC カードび挿入され、緑ライトび点灯しているとさに利用 
でさまず。 

16311固11 I 履歴を押ず 

最新の利用履歴び案内されます。 
l £3 M 2 l 履歴をさかのぼるとさは履歴を巧ず 
巧すごとにちし刷用履歴に切り替わります。 

最ち過去の履歴の;欠は、最新の履歴にちどります。 

案内終了後、約1秒しソ上たってから履歴を巧した場合は、最新の利用 
履歴か6案内されます。 


曰知識 

■利用履歴について 

♦利用履歴は ETC カードに記録されるため、最大記録件数は使用する ETC カー 
ドにより異なります。（最大100件） 

♦利用履歴の最大記録件数を超えた場合は、最ちちい利用履歴び消去されま 
す。 

♦利用履歴びない場合は、「利用履歴はありません」と案内されます。 

♦利用曰の情報び正しくなし儒合は、「利用日付は不明でず」と案内されます。 
♦通行料金の情報び正しくない場合は 、 r 料金は不明でず」と案内されます。 


A ま意 
■使用 時のミち意 

ETC ゲート付近では、利用履歴の確認を行わないで<ださい。路側無線装置と 
通信びでさな < なるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[龍調壁 


n 音量大 
且音量ル 

調整結果び音声で案内されます。 


□知識 

■音量調舊について 

♦音量調整は、(下のよラな案内に有効です。 

. モセットアップ状態の通知 
-エラー発生時のブヴー音 
-カード抜を忘れ警告 
-利用履歴の確認 
-音量調整時の案内 

♦音声案内を中止（音量 0) に設定してあってち、エラー発生時には音量1で 
出力されます。 

• ETC ユニットび未セットアップが態（セットアップ手続ををしていない状 
態）の通ミ日は、 ETC ユニットを消音（音量 0) にすると出力されません。 


曰ま 

音声案内 

1〜8 

r 音量 〇〇 でず」 

0 

r 音声案内を中止し 
まず」 


口 



□ □□□□□□□□□□ I~II~1 

□ □□□□□□□□□□ ~~ ' 

WL 


r - n 

而 T 


1 1 

、 





白 


己 TO24BD016 


記録された続ーエラーコードの確認 

ETC ユニットは、最後に発生した統ーエラーコード（一 P. 205) を記 
録しています。次の手順で確認でさまず。 

mi ETC カードを抜く（カードび挿入されている場合のみ） 

1£3@121履歴を巧し続ける（約2秒じし h ) 
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最後に発生した統ーエラーコードを音声でお巧6せします。 














































2-4. その他の走行装置の使い方 


■統ーエフー-]——見 

ETC の利用中にエラーび発生したとさは、問題の概要ととちに、統ーエ 
ラーコード（エラー 0] 〜 07) を音声でお知らせしまず。 

次の表にしたびって、それぞれ対処してください。 


統ーエラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

01 

ETC 力ード 

挿入異常 

-通信時に ETC カードび 

挿入されていない 
- ETC カードの挿入状態 

び悪い 

ETC カードの挿入状態を 
ご確認のラえ、再度挿入 
してください。 

02 

データ処理 

異常 

- ETC 力ードへの読み出 

し、書込みエラー 
- ETC カードと ETC ユ 

ニットの接点不良 (ETC 

カードアクセス中の瞬 

断） 

-読出し中、書込み中カー 

ドのイジェクト 

ETC 力ード挿入時： 

挿入された ETC カードの 
データび読み出せません 
でした。再度挿入してく 
ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

ETC ゲート通過前： 
料金所にて車両の停止び 
案内されることびありま 
す。車両停止後、料金所 
係員の指示にしたびって 
<ださい。 

ETC ゲート通過を： 

なの料金所にて車両の停 
止び案内されることびあ 
ります。料金所係員のい 
る一般レーン ETC / — 
般共用レーンを含む）へ 
進入してください。 



吕〇已 












2-4. その他の走行装置の使い方 


統ーェラー 
コード 

異常の内容 

異常の原因 

対処方法 

03 

ETC 力ード 

異常 

- ETC カードが故障して 

いる 

-にカード!;(外のカードび 

挿入され、通信しない 
- ETC カードの誤挿入 

(裏面、挿入ち向違い） 

挿入されたカードび ETC 
カードであると認識でを 
ませんでした。正しい 

ETC 力ードであること、 

および挿入方向などをご 
確認のラえ、再度挿入し 
て < ださい。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください 

04 

ETC ユこッ 

卜故障 

自己診断の結果、 ETC ユ 
ニッ トの故障と判断され 
た 

再度エンジンを始動して 
みてください。 

エラーび解消しない場合 
は、トヨタ販売店へお問 
い合わせください。 

05 

ETC 力ード 

情報の異常 

- ETC カードとの認証エ 

ラー 

- ETC 力ード政がのに 

カードび挿入 
-認証中 ETC カードのイ 

ジェクト 

. 未 セッ トアップ状態での 

ETC 力ードの挿入 

挿入されたカードび ETC 
カードであると認識でを 
ませんでした。正しい 

ETC 力ードであること、 

および挿入方向などをご 
確認のラえ、再度挿入し 
てください。エラーび解 
消しない場合は、トヨタ 
販売店へお問い合わせ< 
ださい。 

06 

ETC ユニッ 

卜情報の異 
常 

路側無線装置との認証エ 
ラー 

ETC ユニッ トと料金所間 
におけるデータ処理にエ 
ラーび発生しました。 
料金所係員の指示にした 
びって < ださい。 

07 

通信異常 

路側無線装置との通信が 

途中で終了した 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


白知識 

■この場合は異常ありません 

♦ ETC 力ードモ挿入お知らせアンテナ等と通信した際、統ーエラーコードの 7) 
と通巧されることびありますび 、 ETC ユニッ トの故障ではありません。 

• ETC ユニットの無線通信を利用して、駐車場管理システムなどび運用されて 
います。有料道路の料金支払いと異なる通信を行った場合、統ー エラーコー 
ド （01) または （0 のと通知されることびありますび、 ETC ユニットの 
こしよラではありません。 

■ ETC ゲート通過後にエラーが発生した場合 

ETC 力ードを抜くと、エラー音び停止します。再度、 ETC 力ードを挿入する 
と、 「ポーン ETC 力ードび挿入されました」 の音声と同時に緑ライトび点なし 
ますび、なの料金所にて車両の停止び案内されることびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

LED イルミネーシヨンビーム* 



オン/オフ 

オンにするとフ□ントバン K - の 
LED イル= ネー シヨン ビームび 点 
なします。 


曰知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニツシヨン ON モードのとを 


A ま意 

■バッテリー あびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態で LED イル5ネーシヨンビームを長時間点なしないで 
<ださい。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライプをずるために、荷物を積むときはじ TF のことを 
お守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む。 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる。 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む。 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる。 


A 警告 

■積んで はいけないちの 

1；( 下のよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■巧 物を積むときは 

♦し U 下の場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りし化だかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷つけるおそ 
れびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■巧 物の重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やフレーキ制御のほ 
下により思わめ事故につなび0、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒冷時の運拓 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦じ(下のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェ ー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意して下さい（タイヤについ 
て： 一 P . 280) 

■ 運転する前に 

状況に応じてじ(下のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷びついているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷びついているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■駐車するとさは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


曰知識 


■寒を地用ワイパーブレードについて 


♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高を走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

♦取りつけ-取りはずし-取り扱い方法についてはし U 下の指示にしたびってく 
ださい。 

-ま全に作業でをる場所で行ラ 
-前2輪に取りつける 
-タイヤチェーンに付属の取扱書にしたびラ 
-取りつけ後 0 .己〜 1.0km 走行したら締めなおしを行 5 
♦18 インチタイヤにはタイヤチェーンは装着でをないため、スノーキャップ 
を使用してください。 

. スノーキャップについては、トヨタ販売店にご相談ください。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

Li (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ほラを超える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ; 王意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ補正タイヤチェーンのご使用をおずすめしまず。 

トヨタ補正品し U 外のタイヤチェーンの中には、使用ずると、車体にあたり、走行 
のさまたげとなるおそれびあるちのちありまず。 

詳しくはトヨタ販売店にご巧談ください。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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ま巧装備のほい方 3 


3-1 .エアコン-テフオッガーの 3-5. その他の室内装備の使いち 


使い方 

フ□ントエアコン . 216 

U ヤエアつン （ U ヤエアつン 

装着車） . 224 

U ヤ クーラー （ U ヤ クーラー 

装着車） . 229 

U ヤウインドウデフォツガー 

動取 0) . 231 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 232 

3-2.3 分割デッキボードの使い方 

3分割デッキボード . 233 

3-3. 室内'なのつけ方 

室内な一覧 . 243 

3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 246 


サンバイヴー . 2已7 

バニティミラー . 2已8 

後席確認 S ラー . 2已9 

アクセヴ U — ソケット . 260 

アクセヴ U —コンセント ...... 262 

快適温熱シートヒーター ...... 264 

アーム レスト . 266 

買い物フック . 267 

フ□ァマット . 268 

ラ ゲージルーム 内装備 . 269 

ステア U ングスイッチ . 271 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使い方 

フロントエアコン 


設定温度にあわせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



才ート設定を使うとき _ 

■ 連動モード 

運転席と目力手席の設定温度を同じにしまず。 

旧腳1 1 を押ず 

エアコンび作動し、吹を出し□と風量を自動で調整します。 
m 司設定温度を上げるとさは胃の A を、下げるとさは V を巧ず 
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■ 独立モード 

運転席と助手席の設定温度を独立して変えることびでさまず。 
I お Ml 1 1 を押ず 

エアコンび作動し、吹を出し□と風量を自動で調整します。 


的臓2 I 


を押ず 


I 巧 ！II 3 I 運転席側は 


、助手席側は 


が 

TEMP 


を巧し、温度を調整ずる 


再び 


を巧すと、連動モードになります。 


お好みの設定で使ラとさ 


■エアコンの ON • OFF を切り替えるには 

を巧す 

ボタンを巧すたびにエアコンの ON . OFF び切り替わります。 

設定温度をかえるには 


運転席側は 


、目力手席側は 


を押し、温度を調整ずる 


連動モード使用時、助手席側の 


TEMP 


を巧すと独立モードに切り替わります。 


風量をかえるには 

ク玄> のく（減）か > (増）を巧ず 

風量は7段階に調整でをます。 


送風を止めるとさはを巧す 


.エアコン-デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


■吹き出し□を切り替えるには 



を巧す 


巧すたびに吹を出し□び切り替わります。吹を出し□表示は！;■(下の状態を示して 
います。 



上半身に送風 


上半身と足元に送風 


足元に送風 
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足元に送風-ガラスの量りを取る 


外気導入*内気循環を切り替えるには 

JJsp ) を巧す 

ボタンを巧すたびに外気導入'内気循環び切り替わります。内気循環を還択して 
いるとをは、 ） み1の表示口び点なします。 


フ□ントガラスの量りを取るには 



\ Sr ' l を巧ず 

エアコンび作動します。 

量りび取れたら再度 \^ri を 巧す 
と前のモードにちどります。 


.エアコン-デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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. エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 


花粉除去機能を使ラには 


-刮を押す 


内気循環に切0替わ0、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に（外 


気温び低いとさは約1分後に） 


途中で動作を止めるとさは再度 


背]!を押す前のモードにちどります。 


1：?1を押すと前のモードにもどります。 


プラズマクラスター®を使ラには= 


を巧してファンを作動させる 

ファンび作動すると自動的にプラズマクラスターび作動します。 

モードは自動で切り誓わります。プラズマクラスター®イオンのときは CLEAN 、 
マイナスイオンモードのとをは ION の表示び表示されます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












.エアコン.デフォッガーの使い方 


[風向さの調壁とのさ出し□の開閉 



n 風向きの調整 
曰吹さ出し□の開閉 













































































. エアコン-デフォッガーの使い方 


□知識 


■才ート設定の作動について 

し iTF のよラな制御をする場合びあります。 

• 細'% を押した直後しばら<送風び停止する 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■内が気切り替えについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環またはが気導入へ切り替わ 
ることびあります。 

■夕1•気温度び 0°C1 •ソ下のとを 



を押してもエアコンは作動しません。 


■フ□ントガラスの量りを取るとき 

内が気の温度によって自動的にが気導入に切り替わる場合びあります。 

■巧粉除去モードについて 

外気温び化いとさは、ガラスの曇り防止のためにしツ下のよラな作動をすること 
びあ0ます。 

♦内気循環に切り替わらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 

湿度び非常に高いとさに使ラとガラスび曇る場合びあります。 

花粉除去モードび OFF のとをも花粉はフィルターで取り除かれています。 

■ プラズマクラスター®について* 

♦運転席側吹を出し□付近で静電気を感じたり、ルさな作動音び聞こえること 
びありますび異常ではありません。 

♦プラズマクラスター、プラズマクラスタ ー- r オンおよび Plasmacluster は 
シヤープ株式会社の商標です。 
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■エアコンの臭いについて 

♦エアコン 使用中に、ま室内外のさまざまな臭いび エアコン 装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭しぶ巧ることびありま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はが気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは 

く^:^を押さないでください。が気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り視 

界をさまたげる場合びあります。 

■プラズマ クラスターについて* 

♦プラズマ クラスター®は、高電圧を利用しています。を険ですので、修理など 
は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦運転席 側吹を出し□付近にスプレーを噴霧したり、棒などの異物を挿入したり 
しないでください。故障や感電の原因となります。 


A を意 

■バッ テリーあげりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


.エアコン-デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 

リヤエアコン（リヤエアコン装着車) 



[お好みの設定で使ラとき 


■ リヤエアコンの ON • OFF を切り替えるには 


フ□ントエアコン 操作部にある 



を巧ず 


スイッチを押すたびに U ヤエアコンの日 N • 日 FF び切り替わります 。 U ヤエアコ 
ンを日 N にしていると作動表示灯び点灯します。 

■ AUTO 設定で使ラには 

風量切り替えツマ三を AUTO の位置にする 
風量び自動で切り替わります。 

■設定温度をかえるには 

温度を上げるとさは温度調整ツマ三をちへ、下げるとさは左へ動かす 

■ 風量をかえるには 

風量切り替え ツマ 三をち（増）か左（減） へ 動かす 
風量ま " L 日"から" HI " の間で3段階に調整できます。 
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吹き出し□を切り替えるには 

7、8人乗り車 

吹さ出し口切り替えスイッチを巧ず 

巧したスイッチの表示なび点なし、吹を出し□び切り替わります。吹を出し□は 
し：■(下の状態を示しています。 



上半身に送風 


BT031BD009 



上半身と足元に送風 



足元に送風 


.エアコン-デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


■吹き出し□を切り替えるには 

►已人乗り車 

吹さ出し口切り替えスイッチを巧ず 

巧したスイッチの表示なび点なし、吹を出し□び切り替わります。吹を出し□は 
し：■(下の状態を示しています。 



上半身に送風 



BTO31BD013 


上半身と足元、ラ ゲージルームに 
送風 



足元とラ ゲージルームに 送風 


吕吕6 







































































.エアコン.デフォッガーの使い方 


I 風向きの調壁と吹き出し□の開閉 

n 風向きの調整 

曰風向きの調整と巧き出し口の開 
閉 


曰知識 

■フ□ントメインスイッチについて 

フロントエアコン操作部のメインスイッチを押すことにより、 U ヤエアコンの 
作動-停止をすることびでをます。 

■エアコンの 作動を件に ついて 

フロントエアコンび停止しているときは、を房、除湿機能は作動せず、送風の 
みとなります。 

■エアコンの臭いについて 

♦ U ヤエアコン使田中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り 
込まれて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭しがすることびあ 
ります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はフロントエアコン 
を外気導入にしておくことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 



室内装備の使い方 
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. エアコン-デフォッガーの使い方 


A ミち意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は U ヤエアコンを使用しないでください。 

■のき 出し□について 

暖房で使用するとをは、し U 下のことにま意してください。 

♦吹を 出し□び熱くなりますので、注意して調整してください。 

参 吹を出し□にデッキボードや、脱着式テーブルの脚を近づけると熱くなること 
びあります。（已人柔り車） 


吕吕8 





3-1 .エアコン.デフォ ッカーの 使いち 

リヤクーラー（リヤクーラー装着車） 



お好みの設定で使ラとさ 


リヤクーラーの ON • OFF を切り替えるには 


フ□ントエアコン操作部にある 


を巧ず 


スイッチを巧すたびに U ヤクーラーの ON ' OFF び切り替わります。 U ヤクーラー 
を ON にしていると作動表示なび点なします。 

風量をかえるには 

風 量 切り替えツマ S をち（増）か左（減）へ動かず 
風量は4段階に調整でをます。 


室内装備の使い方 
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. エアコン-デフォッガーの使い方 


[風向きの調壁と吹き出し□の開閉 



n 風向きの調整 

曰風向きの調整と巧き出し口の開 
閉 


曰知識 

■フ□ントメインスイッチについて 

フロントエアコン操作部のメインスイッチを押すことにより、 U ヤクーラーの 
作動-停止をすることびでをます。 

■ リヤクーラーの作動を件について 

フロントエアコンび停止しているとをは、を房、除湿機能は作動せず、送風の 
みとなります。 

■ リヤクーラーの臭いについて 

♦ U ヤクーラ使用中に、車室内がのさまざまな臭いび1」ヤクーラー装置内に取 
り込まれて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることび 
あります。 

♦ 1」ヤクーラー始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はフロントエア 
コンをか気導入にしておくことをおすすめします。 


A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中は U ヤクーラーを使用しないでください。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り) 


リヤウインドウの量りを取るとさにお使いください。 



オン/オフ 

U ヤウインドウデフォッガーは、 
約1巳分で自動的にオフになりま 
す。 


白知識 

■作動を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■5 ラーヒーターについて 

5ラーヒーター装着車は、 U ヤウインドウデフ ォッ ガーを ON にすると5ラー 
ヒーターち同時に作動します。 


A 警告 

■5 ラーヒーター作動中の警告 

ドア=ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるので触れ 
ないで < ださい。 


A ま意 

■バッ テリーあげりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパープレードの凍結を防ぐためにお使いくだ 
さい。 



オン/オフ 

フ□ントワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的にオフになりま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フ□ントウインドウガラス下部および運転席側フ□ントピラー横の表面び熱く 
なつており、やけどをするおそれびあるので触れないでください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















3-2.3 分割デッキポードの使い方 

3分割デッキボード* 


3分割デッキボードの組み合わせによりリヤスぺースのアレンジを行 
ラことびできまず。それぞれの説明ぺージを読んでか5行ってくださ 
い。（已人乗り車） 

■標準モード 

一 P . 23巨 



■ I ルラゲージモード 

一 P . 23巨 



* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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室内装備の使い方 












































































3-2. 3 分割デッキボードの使い方 


■ビッグラゲージモード 

-^ P . 236 



■ セパレートラゲージモード 

-^ P . 238 



■ボックスモード 

-^ P . 238 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 


■テーブルモード 

-^ P . 239 



■べッドモード 

-^ P . 240 


室内装備の使い方 




23己 





















































































3-2. 3 分割デッキボードの使い方 


[標準モードで使ラには 



デッキボードの凹部を A 部に確実 
にはめ込んで固定ずる。 

3枚並べると U ヤスペースを上下に 
分けることびでをます。 


I I ルラゲージモードで使ラには 



3枚のデッキボードを車両前側の 
溝に差し込んで固定ずる。 


I ビッグラゲージモードで使ラには 


固画田]セカンドシートを前方に移動ずる。 



バンドを収納場所から取り出ず。 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 




バンドを□-プフックに箇所）に 
通ず。 

バン问ま、フック部分を手前にして持 
ち、 A 部びバンドの裏側にくるように 
通します。 

•バンドびねじれていないことを確認 
して < ださい。 

デッキボードを3枚重ねて 置 さま 
ず。 

-デッキボード表面の凹部と裏面の凸 
部を合わせます。 

-巧面の凸部とデッキボードの凹部を 
合わせます。 


バンドのフックをデッキサイドト 
U ムのフック （2 箇所）に引っ掛 
けまず。 

※中央のフックは使用しないでくだ 
さい。 



バンドの先端部分を A 部に通しま 
す。 

バンド先端を弓 I つ張り、ボードをしつ 
かりと固定します。 

•バンドびねじれていない状態で 、 A 
部び表側を向いていることを確認し 
ふ^ 〇 


室内装備の使い方 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 


I セパレートラゲージモー ドで使ラには 



デッキ ボー ドをラ ゲージルームの 
さ溝に差し込んで固定ずる。 


I ボックスモードで使うには 



デッキボードを図の位置（いちば 
ん車両後方側）に差し込む。 



デッキボードを図の位置に差し込 
む。 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 



デッキボードを図の位置に設置 
し、ボックスを作る。 

デッキボードの凹部を A 部に確実に 
はめ込んで固定します。 


テーブルモードで使ラには 


固画] TI セカンドシートを前ちに移動する。 



デッキボードをいちばん前方の凸 
部に設置する D 

デッキボードの凹部を A 部に確実に 
はめ込んで固定します。 

-テーブル 政外のデッキ ボー ドを使用 
します。 


テーブルを図の位置に設置する。 


室内装備の使い方 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 



■脱着式テーブル 



デッキボードをいちばん後方の凸 
部に設置する D 

デッキボードの凹部を A 部に確実に 
はめ込んで固定します。 

-テーブル 政外のデッキ ボー ドを使用 
します。 


テーブル裏側の脚を引さ出しま 
す。 

もとにもどすときは、脚の付け根部分 
を手で内側に押し込みなびら倒しま 
す。 


□知識 


■テーブルモードについて 


3枚のデッキボードの5ち、1枚の裏側にテーブル用の脚びついています。 


べッドモードで使ラには 


图 H でセカンドシートを前方に移動ずる。 

国！[司セカンドシートの背をたれを後方いっぱいまで倒ず。 



デッキボードの凹部を A 部に確実 
にはめ込んで固定ずる。 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 


A 警告 

■3 分割デッキボードの取り扱いについて 

3分割デッキボードを使用して U ヤスペースをアレンジするとをは、し:!下のこ 
とを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦走行 中は1」ヤスペースを作らないでください。 

♦倒した シートの上や U ヤスペースに人を乗せて走行しないでくだい。 

• 3 分割デッキボードを平らに置をセットするとをは、デッキボードの凹みを 
セット位置の凸部に確実にはめて固定してください。 

♦テーブルを 中むに向かい合わせで座った状態でバックドアを開けているとを 
は、車がに転落しないよラに十分ま意してください。 

♦バック ドアを閉めてテーブルを中むに向かい合わせで座った状態で、かつ車両 
後ちに座っている人びバックドアにもたれかかっているときは、車外からバッ 
クドアを開けないで<ださい。 

• 3 分割デッキボードの上に座布団などを敷いて座らないで<ださい。 

♦お 子さまび3分割デッキボードの上で、走ったり暴れたりしないよラにしてく 
ださい。 


室内装備の使い方 
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3-2. 3 分割デッキボードの使い方 


A ; 王 意 

■ 3 分割デッキボードについて 

♦使用 するとをは、周囲の人やものに当てたり指などを挟まないよラにま意して 
ください。 

♦ 3 分割デッキボード （1 枚あたり）の最大荷重は 80 k 目です。 

3分割デッキボードに 80 kg しん h の荷重をかけると破損の原因となります。 

♦吹を 出し□にデッキボードや、脱着式テーブルの脚を近づけると暖房により熱 
くなることびあります。 （ U ヤヒーター装着車） 

■脱 着式テーブルについて 

使用するとをはけ下のことをお守りください。 

♦上に 乗ったり、イスとして使用しない 
♦熱い ちのを直接載せない 

♦ 20 k 旨し iLh のちのを載せない 
♦テーブルの 脚び完全に開いた状態で使用する 
•固定 位置にあることを確認する 
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3-3. 室内な①つけ方 

ま巧好一覧 



曰大型ドームライト* (一 P . 24已） 

0 ルームライト（一 P . 24已） 

□ エンジンスタートストップ"スイッチ照明 
(スマートエント U -& スタートシステム装着車） 

エンジンスイッチ照明 

(スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

且ダウンライト 

白知識 

■バッテリーあがりを防ぐために 

マップライト、大型ドームライトまたはルームライトのスイッチびドア連動のとさ 
に、ドア開状態で各部照明び点巧したままの場合、約20分後に自動消なしまず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内打のつけ方 


マップライト 


■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消打までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧一 P . 371) 

■イル S ネーテッドエントリーシステム 

マップライト、大型ドームライトまたはルームライトのスイッチびドアのとを、 
電モキーの検巧、ドアの施錠•開錠/開閉、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチ（スマートエント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジンス 
イッチ（スマートエント U -& スタートシステム非装着車）により、各部照明 
び自動的に点な、消なします。 


I マップライト 


►連動スイッチでの操作 



□ ドア連動 
曰消打 
曰点打 

スイッチを操作すると、連動して大型 
ドームライト、ルームライトち作動し 
Sn 〇 


►独立スイッチでの操作 



点好/消打 
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3-3. 室内灯のつけ方 


大型 ドーム ライト， ルーム ライト 


[大型ドームライト= 


連動スイッチでの操作 



n 点打 
曰ドア連動 

ドア連動にしていると、マップライト 
に連動して作動します。 



点灯/消な 


[ルームラ イト 



n 点打 
曰ドア連動 

ドア連動にしていると、マップライト 
に連動して作動します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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室内装備の使い方 



























3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 



0 グ□ーブボックス 
0 運転席アッパーボックス 
n 運転席□アボックス 
且□アボックス 
且カップホルダー 
B ボトルホルダー 
凸ドアポケット 
且ル物入れ* 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























3-4. 収納装備の使い方 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけない物 

メガネ、ライターやスプレーちを収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、し U 下のよラなことび起さることびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などによ D 、 メガネび変お 
やひび割れをおこす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につな 
びる 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


助手席アッパーボックス，グ□ーブボックス 


(助手席アツパーボックス 



フタを持ち上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

助手席アッパーボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


[グ□-ブボックス 



レバーを 引さ上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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3-4. 収納装備の使い方 


運転席アッパーボックス 


I 運転席アツパーボックス 


フタを持ち上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中にフタの開閉をしないでください。 

とくに八ンドルの中に手を入れてフタを開けるよラなことはしないでくださ 
し、。八ンドル操作に支障をさたし、思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦運転席 アッパーボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 



室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


運転席□アボックス，□アボックス 


(運転席□アボックス 



曰知識 

■運転席 □アボックスについて 

運転席□アボックスの中に ETC ユニット*、または力ードホルダー*び装着さ 
れています。 


A 警告 
■走行 中の警告 

運転席□アボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


I □アボックス 



レバーを 引いて開ける 


2已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















3-4. 収納装備の使い方 


□アボックス，カップホルダー 


A 警告 
■走行 中の警告 

ロアボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


「カツクホルター 



カップホルダーを押して出す 


A 警告 

■収納して はいけない物 

カップホルダーにはカップやち！;(がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない とさは 

カップホルダーを必ず収納してください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーに体びあたるなどして、思わめけ 
びをするおそれびあ0を険です。 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー 


■ボトルホルダー 


►フ□ントドア 





2已2 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















3-4. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー，ドアポケット 


日知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、おによつては収納でをないことびあります。 





室内装備の使い方 


2已3 




































3-4. 収納装備の使い方 


ドアポケット，ル物入れ 


A ; 王意 

■スライド ドアポケットに収納ずるとをは 

雑誌などを収納したとさは、巧れ曲びったりして、ドアポケットからはみ出し 
ていないことを確認してください。また、ドアポケットびをおするよラな大を 
いちのを入れないで<ださい。スライドドアの開閉のさまたげになるばかりで 
なく、開閉の際にボデーまたはドアポケットに傷びついたり、故障につなびる 
おそれびあ0ます。 


[ル物入れ 


►運転席ち側トレイ 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















3-4. 収納装備の使い方 


ル物入れ 


► モバイルポケット 



► センタートレイ 




室内装備の使い方 


2已已 


















3-4. 収納装備の使い方 


ル物入れ 


►センターサイドポケット 




A 警告 

■収納して はいけないちの 

トレイ内に転がりやすいちのや凹面より高さがあるものを置かないで<ださ 
し、収納していたちのが飛び出したりして、思わ城事故につながるおそれがあ 
り危険です。 


2已6 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



室内装備の使い方 


2已7 










3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



2已8 


* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 










3-5. その他の室内装備の使い方 

を席確認ミラー 


リヤシートの状態を確認したいときにお使いくださし、。 







3-5. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ! J — ソケット 


使用ずる電気製品は、必ず DC 1 吕 V でフ□ントとデッキサイドの合 
計が最大10 A (最大消費電力 120 W ) ムソ下の電気製品を使用して 
<ださい。 

► フ□ント 




口知識 
■使用を件 

► スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがアクセヴ U —モードまたはイグこッ 
シヨン日 N モードのとさ 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ACC " または " ON " のとを 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




































3-5. その他の室内装備の使い方 


A ; 王意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒュ ーズが切れるのを防ぐために 

おず DC 12 V で合計び最大1 0 A (最大消費電力1 20 W ) を超えないよラにし 
て < ださい。 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ U — コンセント4 


AC100V で最大消費電力1 00W じ TF の電気製品を使ラとさの電源 
としてお使いください。 



Iメインスイッチ 



メインスイッチを ON にずる。 

ON にすると作動表示なび点なしま 
す。 


曰知識 
■使用を件 

► スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























3-5. その他の室内装備の使い方 


■アクセサリーコンセントについて 

• AC 100 V で最大消費電力1 00 W し U 下の電気製品を使用してください。 
最大消費電力び 100 W をこえる電気製品を使用すると、保護回路び働を、 
使用でをなくなります。この場合、コンセントをはずして消費電力び1 00 W 
し U 下になれば使用することびでをます。 

♦消費電力び1 00 W け下であってもなのよラな機器は正常に作動しない場合 
び友 D ます。 

-起動時の消費電力び大をい機器（ブラウン管式テレビ、コンプレッサー式 
を蔵庫、電気ポンプ、電動工具など)。 

-電源周波数(已0 /日 OHz ) の切り替えのある機器(時計、才ーディオなど)。 
-精密なデータを計測する機器（医療機器、計量器など)。 

-その他（マイコン制御式電気ち巧、タッチセンサー付ライトなど） 

♦使巧する電気製品によっては、ラジオやテレビに雑音び入ることびありま 
す。 

♦アクセヴ U —コンセントの電圧は、市販のテスターでは正確な電圧を測定で 
さません。 

♦ メインスイッチを ON にしたままにしておくと、アイドル回転び下びらず、燃 
費の悪化につなびることびあります。 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

コンセントに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用し 
ないとさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒュ ーズび切れるのを防ぐために 

AC 1 00 V で最大消費電力1 00 W を超えないよラにしてください。 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —コンセントを長時間使用しないでくだ 
さい。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

快適ミ豆熱シートヒーター* 


►運転席 



DHI 離） 

曰 L0 願） 

スイッチを押すと、押した側の作 
動表示灯び点灯します。 

押した側と反対側のスイッチを軽 
く押すと中立の位置にちどり、作 
動が停止して作動表示灯が消灯し 
ます。 


►助手席 



DHI 離） 

曰 L 0 (弱） 

スイッチを巧すと、巧した側の作 
動表示なび点なします。 

押した側と反対側のスイッチを軽 
<押すと中立の位置にちどり、作 
動が停止して作動表示灯が消灯し 
9 〇 


白知識 — 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦化 温やけどを負ラ恐れびあるため、し:!下の方は特にごミ主意<ださい。 

-乳幼児、お子さま、お年寄り、病人、体の不自由な方 
-皮膚の弱い方 
-疲労の激しいち 

-深ミ酉やお気をさそラ薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用されたち 
♦シートに 毛布、クッション等を使用しないでください。 

シートヒーターの使用によりな温性び高まり異常過熱の原因になります。 

♦仮眠 するとをは使用しないでください。 

シートび異常加熱し、低温やけどをするおそれびあります。 


A ま意 

■快適 温熱シートヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないで<ださい。 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンび停止しているとをはスイッチを中立の位置にもどし、作動表示灯び 
消なしたことを確認してください。 

■シー ト表巧やシートヒーターの損傷を防ぐために 

清掃するときは、ベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使用しないでください。 
(一 P ' 27ス 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト 


►フ□ントシート（角度調整式装着車） 

アームレストを一度上まで上 
げ、その後一番下まで下げる。 
お好みの位置まで上げると、 
アームレストび固定されまず。 

アームレストび固定されると、下 
げることはでさな<なります。 
下げたいとさは一度一番上まで上 
げて < ださい。 

►フ□ントシート（角度調整式非装着車)、セカンドシート* 

アームレストを一番下まで下げ 
る。 


A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

買い物フック 


►運転席 



フックを引き起こしまず。 



A 警告 

■使用 しないときは 

格納しておいてください。 

指を挟むなどして、けびをするおそれびあります。 


A ま意 

■破損を 防ぐために 

♦運転席の フックを使用しないとをは格納しておいてください。 
♦4 k 目し i (上のものや大をいものをフックに吊り下げないでください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車件式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



フ□アマット付属の固定フック 
(ク1」ップ）を使用して固定して 
<ださい。 

詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 


し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運 面席にフ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない。 
♦運転席 専巧のフロアマットを使用する。 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する。 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない。 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない。 

■運転ず る前に 

♦フ □アマットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、とく 
にミ先車後は必ず確認を行ラ。 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
が態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ 
アマットと干渉しないことを確認ずる。 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

ラゲージルーム巧装備 


■ デッキボード 

► 7、8人乗り車 




フックを使って荷物を固定ずる 
ことびでさまず。 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


□知識 


7、8人乗り車のデッキボードは左ちから開 
<ことびでをます。 


デッキボードは左側ストラップのホックを 
はずし、デッキサイドに固定することびで 
をます。 


デッキボードについて 



A 警告 

■デッキ フックについて 

必ずもとの位置にちどしておいてください。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

ステア IJ ングスイッチ4 


トヨタ販売店で装着したナビゲーションシステムや、才ーディオを操 
作ずることびでさまず。 

モードの切り替えや巳 D 、 ラジオなどの操作については、装着された 
オーディオにより異なる場合や、操作でさない場合びありまず。 

• メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお麦りの 
方は、別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。 

• 販売店オプションのナビゲーションシステムや、オーディオの操作 
方法は、各取扱書をご覧ください 

► 4本スポークステア U ング装着車 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



n 音量を調節ずる 
曰巳 D 、 ラジオなどの操作 
0 電源を入れる、モードを切0 
替える 


□ 音量を調節ずる 
曰 CD 、 ラジオなどの操作 
0 電源を入れる、モードを切0 
替える 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


I 電源を入れる 

を巧ず 

スイッチを長巧しするとオーディオの電源び OFF になります。 

-装着されたオーディオにより"ピッ"と音び鳴ることびあります。 

I モードを切り替える 

電源び ON のとさを巧ず 

巧すごとにモード （ CD 、 ラジオなど）び切り替わります。 


(音量を調節ずるには 

/ grg の+または一を巧ず 

スイッチを巧し続けると、音量を連続して調節でをます。運転のさまたげにな5 
ない適度な音量でお聞をください。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 274 

内装の手入れ . 277 

タイヤについて . 280 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 284 

ガレージジャッキ . 286 

電球（バルブ）の交換 . 288 

ヒューズの点検、交換 . 300 

キーの電池交換 . 308 

ウォッシャー液の補給 . 312 

エアコンフィルターの 
清掃、交換 . 314 
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4-1. お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、む下の項目を実施ください。 

♦水を十分かけなび日車体、足まわり、下まわりの順番に上から下 
へ巧れを洗い落とず。 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいちので洗ラ。 

• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
ず。 

• 水をふさ取る。 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う。 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にな6ないとさは、車体の温度び 
をえているとを（およそ体温！;(下を目まとしてください。）にワックスをか 
ける。 

なお、ボディコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施行された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


白知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦洗車する前に、ドアミラーを格納してください。また、給油□びしっかりと 
閉まつていることを確認してください。 

♦ブラシで車体に傷びつを、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、 U ヤスポイラー*びひっかかり洗車でをない場合や、傷 
ついたりするおそれがあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


■高圧洗車機を使うときは 

♦室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近づけすざないでください。 

♦駆動系部品（デイファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近づけすざないでください。 

近づけすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ1」ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあります。 

■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■ ドア S ラーの 親水 コーテ イングについて 

親水膜の効果を持続させるため、し i (下のことにミ主意してください。 

♦シ U コーンやコンパウンドの入っていない力ーシャンプーやガラスク U - 
ナーで清掃し、十分に水で洗い流す 

♦晴天時に太陽光を1 ■ 2日間当てる 


A 警告 

■洗車を ずるとさは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱<なりますので、エンジン停止直後などに触れない 
で<ださい。やけどをするおそれびあ0ます。 



吕7已 





4-1. お手入れのしかた 


A ; 王意 

■塗装の 努化や車体の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、摘液、鳥のふん、虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール イ呆菅時は、腐食を防ぐためによごれを落とし、湿気の少ない場所へ保 
管して < ださい。 

■ライ トの清掃 

♦を 意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ワイ パーアームの損傷を防ぐために 

ワイパーアームを立てるとさは、必ず運転席側を先に立ててから助手席側を立 
ててください。また、もとにちどすとさは、必ず助手席側から先に戻してくだ 
さい。 
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4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、 liTF の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや柔日かい布を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてから巧れを落とし、固く絞ったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラずめた洗剤を柔日かい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已％の水を液までラすめたちのを使用してくださ 
い。 

• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

• 乾いた柔日かいなで表面の水分をふき取り、風通しのよい日陰で 
乾燥させる 


曰知識 

■ 本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 
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4-1. お手入れのしかた 


■力一ぺットの洗ミき 

市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げます。円を ffl くよラに 
塗りこんでください。水はかけないでください。でさるだけ乾いたままにして 
おくのび最ち効果的です。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。（一 P . 81 ) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P .108) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死亡 
事故や重傷につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

麗出しワックスや難出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあ0ます。 

■ シート周辺のま意 

室内を掃除するとをや、シートの下に落としたものを拾5とをなど、シートの 
下に手を入れるとさは十分ま意してください。シートレール、シートの±台部 
分などにあた0、けびをするおそれびあ0ます。 
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4-1. お手入れのしかた 


A ; 王意 

■清掃ず るとき使用ずる溶剤について 

♦変色- シ5 -塗装はびれの原因になるため、ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶 
剤や酸またはアルカ U 性のを剤、染色剤、漂白剤などは使用しないでください。 

♦16 出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みをさけるために 

革の部分の損傷-消耗をさけるために、し U 下のことをお守りください。 

♦革に つし)たほこりや砂はすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。とくに夏場は曰陰で車を保管する。 

♦ビニール 製-プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないで < ださい。 

フ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の原因となった 

り、ボデーび鐘びるおそれびあ0ます。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてくだ 
さい。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけられていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命を延ばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己000 km ごとに巧ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤはじ(下の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;ちえているとをに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ □ーテーシ ヨンのしかた 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして < ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検毎のタイヤ □ーテーシヨ ンを 
推奨します。 
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4-1. お手入れのしかた 


口知識 

■タイヤ空気圧の数値 

前輪： 240 kPa に.4 kg/cm ろ 
後輪； 240 kPa に.4 kg/cm 吕） 

応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 kg / cm ^) 

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナットを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご巧談ください。 

■ほ偏平タイヤについて 

雪道や凍結路では、普通のタイヤと比べてグ U ップカち低下します。を用タイ 
ヤかスノーキャップを使用し、道路状況に応じた速度でミ主意深<運転するよラ 
にしてください。 

* :スノーキャップについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

■お扁偏平タイヤの空気圧点検 

ほ偏平タイヤは、走行性能を優先したタイヤです。とくに空気圧は定期的に点 
検してください。2週間に1回（最化でも1ヶ月に1回）、または長距離ドラ 
イブの前には、おず空気圧を点検してください。 




281 




























4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずし U 下のことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、死 t 事故や負傷に 
つなびるおそれびあります。 

♦タイヤは 全て同ーメーカー、同一銘柄、同ートレツドパターンで、摩耗差のな 
いタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテツドタイヤ、バイアスプライタイヤを混在使 
用しないで < ださい。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでくださ 
い。 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあ D ます。また、し i (下の事態になり、思わめ事故に 
なるおそれびあります。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車び 横滑りする 

♦まの 本来の性能（燃費、車両の方向ま定性、制動距離など）び発揮されない 
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4-1. お手入れのしかた 


A ; 王意 

■ほ 偏平タイヤについて 

ほ偏平タイヤつをホイールは、路面からの衝撃を受けたとを、ホイールに通常 
より大をなダメージを与えることびあります。そのためし U 下のことにご注意く 
ださい。 

♦適切な タイヤ空気圧で使用して < ださい。空気圧び低すざると簡単に損傷する 
ことびあ0ます。 

♦段差 や凸凹のある路面、路上にあいた巧、平らでない舗道-縁石やほかの障害 
物を避けてください。タイヤおよびホイールびひどく損傷することびありま 
す。 

■ 走行中に空気漏れが起こつた5 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるま意 

凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、ま体などの部品ち損傷するおそれびあ0ます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット 


室内か S □ックを解除して、ホンネットを開けまず。 








BT042BE001 



ボンネットオープナーを引<。 
ボンネットび少しミ爭をあびりま 
す。 


レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける。 


ボンネットステーをステー巧に 
差し込む。 


白知識 

■バッテリー端テをはずずとさは 

バッテ U - 端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 


284 








































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあ D ます。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 


A ま意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 



ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 



吕8已 













4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取りつけてください。 

正しい位置に取りつけないと、車両び損傷したり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

■ フ□ント側 



► FF 車（前輪駆動) 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

死こまたは重大な傷害のを険性を化下させるために、し U 下のことをお守りくだ 
さい。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げてください。 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取り扱い説 
明書を十分に確認の上、使用して<ださい。 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しないでください。車両び落下するおそれ 
びあ0ます。 

♦ガレージ ジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしないで < ださい。 

♦ガレージ ジャッキおよび自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

♦平らで 硬い i 也面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを P にしてください。 

♦ガ レージジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しく取りつけてくださ 
し、。 

ガ レージジャッキを正しく取りつけずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦ま 内に柔員びいるとをは車両を持ち上げないでください。 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上下にちのを置かないでくださ 
し、。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


む下に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合や 
その他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W 数を確かめてください。（一 P . 3日日） 

■ フ□ントのバルブ位置 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


電球交換のしかた 


ヘッドライト□-ビーム （ A □ゲンバルブ*) 

n カノ（一を回して取りはずず。 

曰ソケットを取りはずず。 

左側のへッドライト□ービームを交 
換するとをは、エアク U —ナーのタク 
卜をはずします。 UP. 297) 




電球を取りはずず。 


己 TO42BD011 


1巧欄1引 取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■へッドライト（八イビーム） 

ソケットを取りはずず。 




電球を取0はずず。 


お 3 MI 引取りつける户ホは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける C 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ フ□ントフオグライト= 



ボルトとク U ップを取りはずし、 
フェンダーライナーをめくる。 


BT042BE009 



ソケットを取りはずす。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



電球を取0はずず。 


11111互取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつける。 


■車幅な 



n ソケットを取りはずず。 
曰電球を取りはずず。 


1111互取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■フ□ント方向指示兼非常点滅な 



固画回取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 















4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ 番号な 




バックドア上部のカバーをはず 
す。 

U ヤスポイラー非装着車は、八イマウ 
ントストツプライトのコネクタもは 
ずします。 


バックドア左ちのカバーをはず 
す。 


内張りをはずす。 

ノ（ックドア八ンドル、ク U ップをはず 
してか6内張りをはずします。 

•パワーバックドア装着車は、パワー 
バックドアク□ーズスイッチのス 
イッチカバーちはずします。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



||ツ>(を押してコネクタをはず 
す。 

曰ソケットをまねして取りはず 
す。 

且電球を取りはずす。 


周圆1可 取りつけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取りつける。 


お手入れのしかた 


29已 

































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ その他の電球 

じ(下の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 
• へッドライト□-ビーム（ディスチヤージへッドライト） 

• サイド方向指示兼非常点滅打 
• 制動打 
♦尾打 
• 後退灯 

• U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
♦八イマウントストップライト 
• LED イルミネーシヨンビーム 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


曰知識 

■左側のへッドライトを交換ずるとをは 

エアク U —ナーダクトの上部の固定ク1」ップをはずして、ダクトをはずしてか 
ら交換します。 

交換後は、必ずエアク1」ーナーダクトをしっかり取りつけ、上部をクリップで 
固定してください。 

♦エアク1」ーナーダクトの取りはずしち 

n ク U ップの中むを引き出し、はず 
ず。 

曰ダクトをはずず。 


n ダクトを取りつける。 

0ク U ップを差し込み、中むを巧ず。 


■レンズ内の水滴と量り 

下のよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一 
時的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商びついている 
参ライト内に水びたまっている 

■ディスチヤージへッドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にちどると再点なします。 



♦取りつけち 




297 






















4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■電球の交換に ついて 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配なかたは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 


A 警告 

■電 がを交換ずるときは 

♦ライトは 消打してください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手で触れないで<ださい。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷つけた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取りつけてください。取りつけび 
不十分な場合、発熱や発火、ちし<はヘッドライト内部への浸水による故障 
や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦デ ィスチャージへッドライト装着車： 

□ー ビーム点灯中および消な直後はへッ 
ドライト裏の金属部び高温となっている 
ため、さわらないで<ださい。 

やけどをすることびあります。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■デ イスチャージへッドライトについて 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点 好中は、高電圧ソケットに触れないでください。 

瞬間的に3万ボルトの電圧び発生するため、感電により、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ お車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取りつけられていることを確認ください。 

■番号な を交換ずるとさは 

パワーバックドアメインスイッチを OFF にしてくださし、 OFF にしないと、い 
たずらや誤ってスイッチに触れたとを、パワーバックドアび動を、指や手など 
を挟んでけびをするおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検、交換 


ライトがつかないとさや電気系統の装置び働かないときは、ヒューズ 
切れが考え6れまず。ヒューズの点検を行ってください。 


rgiim" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF (スマート 
エント U-& スタートシステム装着車）、またはエンジンス 
イッチを "LOCK" (スマートエント U-& スタートシステ 
ム非装着車）にずる。 

国画回ヒューズボックスを開ける。 

►エンジンルーム（ヒューズボックス A) 



ツメを巧しなびら、カバーを持 
ち上げる。 


►エンジンルーム（ヒューズボックス巨) 



ツメを押しなび日、カバーを持 
ち上げる。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


運軍五席足兀 



カパーを取0はずず。 



D 足元のカノ（一を取りはずず。 
曰ヒューズボックスカバーを取 
りはずず。 


固画回故障の状況か日、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 303) で確認ずる。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜く。 


国！]互ヒューズび切れていないか点検ずる。 



n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたび 
し、規定容量のヒューズに交換し 
9 〇 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


f ヒューズの 配置と負荷 

■エンジンルーム（ヒューズボックス A ) 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

HORN 

lOA 

ホーン 

2 

STRG LCK 

20A 

ステア IJ ングロック 

3 

AMP 

吕 OA 

オーディオ 

4 

ECU- 巨3 

7 .己 A 

スマートエント U — &スタート 

システム 

己 

DEICER 

20A 

フ□ントワイパーデアイサー 

6 

FOG 

20A 

フ□ントフオグライト 

7 

H-LP RL 

ISA 

ち側へッドライト（口ービーム） 

8 

H-LP LL 

ISA 

左側へッドライト（□ービーム） 

9 

H-LP RH 

ISA 

ち側ヘッドライト（八イビーム） 

10 

H-LP LH 

ISA 

左側ヘッドライト（八イビーム） 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■エンジンルーム（ヒューズボックス B ) 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI N0.2 

10A 

EFI システム 

2 

A 臣 S N0.2 

30A 

A 目 S、S-VSC 

3 

ST 

已 A 

スブーター 

4 

MIR HTR 

10A 

5ラーヒーター 

己 

RAD N0.1 

ISA 

オーディオ、ナビ ゲー ションシステム 

色 

DOME 

7.己 A 

室内灯 

7 

ECU- 臣 

lOA 

メーター 

8 

EFI 

20A 

EFI システム 

白 

1白2 

1己 A 

スマートエント U — Si スタート 

システム 

10 

TRN HAZ 

ISA 

ち向指示兼非常点滅な 

11 

AM2 N0.2 

7 .己 A 

エンジンスイッチ 

12 

ETC-S 

lOA 

電子制御ス□ットル 

13 

IN」 

2 己 A 

EFI システム 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


I 運輯席足元 


ロゴ 

こ2二） 


CZ 3 Z ) 


。二) 
こ5コ 
こ6コ 
こ7コ 
こ8コ 
こ9コ 


Jr 


BTO42BD032 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

FR WIP 

吕 OA 

フロントワイ バー 

2 

SEAT HTR RH 

lOA 

運転席側シートヒーター 

3 

RH ECU-IG 

lOA 

EPS 

4 

P/POINT 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

已 

C に 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

色 

RAD N 0.2 

7 .己 A 

オーディオ、ナビ ゲー シヨンシステム 

7 

ECU-ACC 

7 .己 A 

シフ h □ック 

8 

IGN 

lOA 

イグこッシヨン 

9 

MET-IGN 

7 .己 A 

メーター 

10 

LIFT UP 

吕 OA 

サイド U フトアップシート 

11 

RR FOG 

7 .己 A 

U ヤフォグライト 

12 

P/W FR 

20 A 

パヮーウインドウ 

13 

SIDE STEP 

30 A 

補助ステップ（ウエルキャブ） 

14 

AMI 

7 .己 A 

エンジンスイッチ 

1已 

STOP 

ISA 

制動灯 

16 

0 巨 D 

7 .己 A 

ダイアグノーシスコネクター 

17 

PSD RH 

吕 OA 

パワースライドドア 

18 

P/W RR 

20 A 

パヮーウインドウ 


图謂器謂器て 



30己 




















































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ 助手席足元 



こ1二） 
こ2二） 
こ3二） 
こ4二） 
こ日二） 
こ 63 r 


ロコ 


こ8〕 


口〕 


口 0 


わ口 

[の 
口 3コ 
[14〕 
口口 
口 6コ 
口 7コ 
.口口 
口 9コ 



BTO42BD033 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

LH ECU-IG 

lOA 

パワースライドドア、 

パワーパックドア 

2 

SEAT HTR LH 

lOA 

助手席側 シートヒーター 

3 

GAUGE N 0.2 

lOA 

メーター 

4 

STP RR 

7 .己 A 

制動な 

已 

STP HI MT 

7 .己 A 

八イマウントストップライト 

色 

STP RL 

7 .己 A 

制動灯 

7 

RR WIP 

ISA 

U ャワィパー 

8 

GAUGE N 0.1 

lOA 

メーター 

9 

PANEL 

lOA 

スイッチ照明 

10 

TAIL 

lOA 

尾打 

11 

WELCAB 

30 A 

サイド1」フトアップシート 

12 

4 WD 

7 .己 A 

4 WD システム 

13 

AC INV 

ISA 

アクセヴ U —コンセント 

14 

DR LOCK 

吕 OA 

電気式ドアロック 

1 已 

P/W FL 

20 A 

パワーウィンドウ 

16 

S/R 

20 A 

ムーンルーフ 

17 

PSD LH 

吕 OA 

パワースライドドア 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


曰知識 


I ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

UP . 288) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

I バッテリーか5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

18 

P/W RL 

20 A 

バワーウインドウ 

19 

P 巨 D 

30 A 

パワーバックドア 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量!;(がのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒ ューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


お手入れのしかた 


307 













4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 


■用意ずるちの 

• 7イナスドライバー 


♦ルさいプラスドライバー 


• |」チウム電池巳61632 (スマートエント U -& スタートシステ 
ム装着車）、 CR 2016 (スマートエント U -& スタートシステ 
ム非装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
装着車） 



メカニカルキーを抜<。 



カパーをはずず。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



消耗した電池を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
つけます。 


固画! 互取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 
る。 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリ ー& スタートシステム 
非装着車） 



カパーをはずず。 



モジュールを取0出ず。 



309 




















4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



コインなどを使って、モジユー 
ルカバーをはずし消耗した電池 
を取0出ず。 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
つけます。 


固画!互取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 



□知識 

■電池が消耗していると 

し i (下のよラな状態び起こります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池 CR 1632 (スマートエントリ ー& スタートシステム装着車）、 
CR 201 色（スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車）の入手 

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさねらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A ま意 

■交換を、 正常に機能させるために 

し U 下のことを必ずお守りください。 

♦濡れた 手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、触れた0動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 

♦ ドライバーにテーピングをしたり巧されを当ててからはずしてください。 
カバーに傷びつくおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



液面び LOW の位置に近づいたら 
ウオッシヤーミ夜をネ甫給してくだ 
さい。 


曰知識 

■ゲージの使いち 



ウォッシャー液の膜び張つているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの巧部より 
下まわった ( LOW の位置まで低下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 


A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 汪意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめ方 

必要に応じて水でラすめてください。水とウオッシャー液の割をは、ウオッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃、交換 


エアコンを快適にお使いいたたくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 

■交換のしかた 

imm " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF (スマート 
エント U -& スタートシステム装着車）、またはエンジンス 
イッチを " LOCK " (スマートエント U -& スタートシステ 


ム非装着車）にずる。 




己 T042 己 D037 


グ□ーブボックスを開さダン 
パーステ ーの ピンをはずず。 


グ□ーブボックスを持ち上げ、 
下部のツメをはずして取りはず 
す。 


フィルターカバーを取0はず 
す。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換ずる。 

「下 UP 」 マークの矢印び上を向く 
よラに取りつけます。 


固画!固取りつけるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取りつけ 
る。 


□知識 


■エアコンフィルターの清掃-交換について 

エアコンフィルターはし:!下の時期を目安に清掃、または交換してください。 
清掃；1己,000 km [7, 已〇 Okm ※ ] ごと 
交換： 30,000 km [ l 己,000 km 《• ] ごと 
※大都市や寒;令化など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量が減かしたときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 


么 ミち意 


■エアコンを 使用ずるときのま意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。おずフイルターを装着してください。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


316 



トラブルび起をた 6 5 


己-1.まず初めに 

故障したときは . 318 

非常点滅な . 319 

発炎筒 . 320 

けん引について . 322 

イベントデータレコーダー. 327 

5-2. 緊急時の対処法 

警告灯びついたとさは . 329 

パンクしたときは . 334 

エンジンが 

かからないとをは . 347 

シフト レバーび 

シフトでをないとさは ....... 349 

キーを無くしたとさは ......... 3已〇 

電子キーが正常に働かないとさは 
( スマートエント I 」一&スタート 

システム装着車） . 351 

バッテリーが 

あびったとさは . 3已3 

オーバーヒートしたとをは. 3已7 

スタックしたとをは . 3已日 

車両を緊急停止するには ...... 361 
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已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障したときは速やかに下記の指示に従ってください。 

非常点滅口を点滅させなびら、 





車を路肩に寄せ停車しまず。 
(一 P. 319) 

非甫点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に巧 
6せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いて<ださ 
い。（法的にを義務付け日れてい 
まず。） 


緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図しまず。（一 P . 320) 
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已 -1 .まず初めに 

巧常点滅好 



A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 















































已 -1 .まず初めに 

発炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅!打と併用してお使いくださし、。 





日力手席足元の発炎筒を取り出 
す。 


本体を回しなび日抜さ、本体を 
逆さにして差し込む。 


先端のフタをとり、ずり薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る。 


□知識 — 

■発炎筒の有効期限 

表示してあるち効期間び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒び使用でをない場所 

Li (下の場所では、発炎筒を使用しないで <ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 
■ 発炎筒の取り扱いについて 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 






已 -1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご巧頼くださ 
い。 


■けん引する前に 

LU 下の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 


■けん引されるとをは 



車体に傷びつかないよラに□一 
プをけん引フックにかける。 

前をち向でけん弓 I してください。 


□ープの中央に白い巧をつけ 
る。 

布の大ささ： 

0.3 m 平方 （30 cm X 30 cm ) 
政上 
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I ミ aiMii 3 1 けん弓 I される車両のエンジンをかける。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 
エンジンびかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ I 」 ー モードまたはイグニッション ON モードにします 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
エンジンびかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " にします 


固画囚けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除する。 

けん引中は、前の車の制動口にを意し□ープをたるませないようにして 
ください。 


けん引フックの取りつけかた 



マイナスドライバーと当て巧を 
使ってフタをはずず。 




けん引フックを巧に差しこみ軽く 
締める。 
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手順 


手順 


5-1 .まず初めに 


トラプルび起さたら 






































己- 1 .まず初めに 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取りつける。 


曰知識 

■他車をけん引ずる 

U ヤ側のけん引フックは、自車より軽い車をやむを得ず一般路上で□ープによ 
りけん引するとをに使用します。 


■けん引について 


卜一- r ング装置を装着する場合は、制動なからの電源の取りかたにま意してく 
ださい。 

■けん引フックの収納位置 

一 P ' 334 


A 警告 

■けん 引フックを車両に取りつけるとを 

指定の位置にしっかりと取りつけてください。 

指定の位置にしっかりと取りつけないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重 
大な傷害のおそれびお0ます。 

■車両を 運搬ずるときは 

必ず4輪接地または4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 

駆動装置び焼をつをを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 
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A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦ けん弓 I を行5とをは細むのま意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびあ〇を険です。 

♦"エンジン スタートストップ"スイッチを OFF (スマートエント U -& ス 
夕ートシステム装着車)、またはエンジンスイッチを " LOCK " (スマートエ 
ント U -& スタートシステム非装着車）にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

■他 車をけん引ずるときは 

自車より重い車のけん引はでをません。自車より重い車をけん引しよラとする 
と、駆動系に悪影響を与えたり、けん引フックや車体び破損するおそれびあり 
ます。 


トラブルび起さたら 
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5-1. まず巧めに 


A ; 王意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはし U 下のことを必ずお守りください。 

♦ワイヤーロープは 使用しない 
♦速度 30 km / h し U 下、距離80 km (内でけん引する 
♦前進ち 向でけん引する 
♦ヴス ペン シヨ ン部などにロープをかけない 
■長い 下り坂でけん引ずるときは 
レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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已 -1 .まず初めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムび正常に作動していることを診断 
ずるとともに、衝突のときや衝巧に近い状態のときのデータを記録ず 
るイベントデータレコーダー (EDR) を装備していまず。 


||己録ずるデ-夕 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジン回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
参助手席乗員のち無 

• 運転席および助手席乗員のシートベルト装着のち無 
• 運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 
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トラプルび起さたら 







己- 1 .まず初めに 


I データの開示について 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を LU 下の場合を除さ、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

• 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行ラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関などに提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとまは 


《バーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

車速び已 km / h を超えると警告ブヴーび鳴ります。 


警告'打が点'灯または点滅したままの場合は、落ち着いてじ TF のように 
ご対処ください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。 


ただちに停車してください。走巧を続けるとを険でず。 


じ(下の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただち 
に安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 


警告な名-警告内容 


(©) 


ブレーキ警告な（警告ブザー） X ’ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキび解除されていないとをち点なします。解 
除後、消灯すれば正常です。 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグニッシヨン 
日 N モード（スマートエント U - Si スタートシステム装着車)、 
またはエンジンスイッチが"日 N " 〔スマートエント U —&ス 
タートシステム非装着車）でエンジンび停止しているとさやア 
イド U ング状態のとさ、ブレーキペダルを数回踏むと点灯しま 
す。エンジン始動媛や回転中に消灯すれば正常です。 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに停車してください。 

じ[下の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を巧くおそれびあること 
を意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して 
<ださい。 


警告灯 

警告灯名 • 警告内容 


口 


巧電警告な 

-充電系統の異常 




油圧警告む 

•エンジンオイルの圧力異常 


よ' 


高水温警告な（赤色点滅時） 

-エンジン冷却水温の異常 


I ただちに点検を受けて < ださい。 

LU 下の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故 
障を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電モ制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシ ヨナー 警告巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


(狗) 


ABS & ブレーキアシスト警告巧 （ S - VSC 装着車） 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


ABS 警告な （ S - VSC 非装着車） 

- ABS の異常 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告灯 

警告な名-警告内容 


4 WD 


4 WD 警告巧* 

- 4WD システムの異常 


@! 


パワーステアリング警告な 

•EPS (エレクトリックパワーステアリング）の異常 




デイスチャージへッドライトオートレべリング警告な# 

-自動光軸調整システムの異常 


VSC 

OFF 

(点滅） 


VSC OFF 表示が 

•S-VSC システム、 TRC システムの異常 


因 


スリップ表示巧* 

•S-VSC システム、 TRC システムの異常 


A 偏 

1^ 


4 WD オートモード表示巧* 

- 4WD システムの異常 


、の 


クルーズコント□ール表示な* 

• クルーズコント□-ルシステムの異常 


曰知識 

■パワーステアリング警告なについて 

電圧びほい、またはな下した場合に点なすることびあります。 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いと田ま、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラプルび起さたら 












































5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置して < ださい。 

LU 下の警告はそれぞれの巧処方法にしたびって処置し、警告巧び消なず 
るのを確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に開 
まっていない 

全ドアを閉める 


曲 


燃料残量警告口 

燃料の残量（約日1_政下） 

燃料を給油 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


.夕^ PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


&運転席-助手巧シートベルト巧着用警告ブザー: 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車まび約20 km/h しソ上になると警告ブ 
ヴーび30秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音び変わり90秒間鳴ります。 

曰知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置<と、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあ D ます。 

♦座布団などを敷<と、センサーび乗員を検巧せず警告なび作動しないことび 
最〇ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


| r こだちに処置してください。 （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

LU 下の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告巧び消なず 
るのを確認してください。 


車内 

乾化 
言 口 

ブヴー 

車外 

乾化 
言 口 

ブヴー 

警告灯 

警告内容 

対処ち法 

1回 

なし 

中 

(8 秒間点な） 

電モキーを携帯していな 
い状態でエンジンをかけ 
よラとした 

電子キーを携帯する 

1回 

3回 


— U ) 


電モキーを携帯していな 
い状態かつ"エンジン 
スタートストップ"ス 
イッチが日 FFUl 外の状 
態で運転席政外のドアが 
開閉された 

電子キーを携帯する 

1回 

3回 


— U ) 


電モキーを携帯していな 
い状態かつシフトレバー 
が P の状態で、"エンジ 

ンスタートストップ" 
スイッチを日 FF にせず 
に運転席ドアが開閉され 
た 

"エンジンスタート 
ストップ"スイッ 

チを OFF にする 
または電子キーを携 
帯する 

連続 

連続 


— U ) 


電モキーを携帯していな 
い状態かつシフトレバー 
が P し U 列の状態で"エン 
ジンスタートストップ" 

スイッチを日 FF にせず 
に運転席ドアが開閉され 
た 

シフトレバーを P 

にする 

または電子キーを携 
帯する 
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5-2. 緊急時の対処法 

八ンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備えつけの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 280をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅灯を点滅させる 
■ 工具とジヤツキ位置 
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5-2. 緊急時の対処法 



に具 . ジャッキの取り出しかた 


7、8人乗り車 


d 


島 



カパーをはずず。 





f 心 A ん…' 

/M 




固定バンドをはずし、工具袋を取 
り出ず。 


BT052BD003 



ジャッキを取り出す。 
n 締める 
曰ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 


►已人まり車 






カバーをはずず。 


固定バンドをはずし、工具袋を取 
り出ず。 


ジャッキを取0出ず。 
n 締める 
曰ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 


応急用タイヤの取り出しかた 



己 T052BD008 




目力手席のステツプにあるカバーを 
はずず。 

ホイールナツトレンチの先やコイン 
などを使用して、カバーをはずしま 
す。 


ステップ内のボルトをホイール 
ナツトレンチである程度までゆる 
める。 


ホイールナットレンチの先でさら 
にゆるめる。 

ホイールナットレンチの先をボルト 
の溝にはめ込み、格納具をフックから 
取りはずせるくらいまでさらにゆる 
めます。 


格納具をフックからはずず。 
n 格納具を少し持ち上げる。 
曰フックをはずず。 
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5-2. 緊急時の対処法 


固 H 司格納具を地面におろし、応急用タイヤを両側から持ち、手前に引 
さ出す。 

応急用タイヤを少し引さ出すと、応急用タイヤび格納具から落下します。そ 
のまま引さ出して < ださい。 

固圆 I 固格納具をもとにもどす。 

格納具をフックにかけ、ステップ内のボルトを十分に締めつけて、もとにも 
どします。 


I パンクしたタイヤの交換 




輪止め X ’をする。 


八ンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


&輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ 
とがでをます。 

ホイールキャップをはずす。* 

傷びつ < のを防ぐため、図のよラに巧 
などを巻いて保護してください。 

* スチールホイール のみ 
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5-2. 緊急時の対処法 



ナツトをかし(約1回転)ゆるめる。 


ジャッキの A 部を手で回して、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける。 
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5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取りつけ 



ホイール接触面のミちれをふさ取 
る。 

ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあります。 


固画回タイヤを取0つけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする。 

► スチールホイールからスチールホイールにかえるとを（応急用タイヤ 
を含む） 

ナットのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまで回ず。 


► アルミホイールから応急用タイヤにかえるとき 


ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまで回ず。 
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5-2. 緊急時の対処法 


アルミホイールか日アルミホイールにかえるとき 



ナツトの座金びホイールにあたる 
まで回ず。 


車体を下げる。 



図の番号順でナットを2、3度しっ 
かり締めつける。 

締めつけトルク： 

103 N • m (10 已0 kgf • cm) 



ホイールキャップを取りつける。* 
タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取りつける。 

* スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取りつけることはでをません） 
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5-2. 緊急時の対処法 


国！!固すベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる。 


[応急用タイヤの格納 



タイヤを格納具にのせる。 

ホイールの意匠面を上にしてタイヤ 
を格納具の奥 （A 部）にあたるまで巧 
し込みます。 


格納具を持ち上げてフックをか 
け、ステップ内のボルトを締めつ 
ける。 

n 格納具をかし持ち上げる。 

且フックをかける。 

格納具を持ち上げてタイヤびボディ 
側に収まつていることを確認してか 
6フックをかけて<ださい。 


□知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 369) 

■標準タイヤの格納について 

標準タイヤは、応急用タイヤ格納具に格納でをません。バンクなどではずした 
標準タイヤは、ラ ゲージルームに 格納してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ0ます。 

し i (下のことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取りつけ、取りはずし！;(外の目的で使 
用しない 

♦備えつ けのジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでさないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦まを 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし:!上に上げない 

♦車の 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際はとくに、ご自身や周囲の人びけびをしないよラ注意してくだ 
さい。 


トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

ケガを負ラを険を減らすため、下のことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらない 
ナットを締めるとさに必要し U 上に締めつけられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナットびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部 
についている場合はふを取ってください。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N-m (10 已〇 kgf . cm ) の力でナットを締 
める 

♦タイヤの 取りつけには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボルト やナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

上記のことを守らないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や重傷 
を負5事故につなびるおそれびあります。 

■応急 用タイヤを取り出ずときは 

♦格納 具からタイヤを落とすなどして手や腕、足を挟まないよラにミ主意してくだ 
さい。 

♦ステップ 内のボルトをゆるめるとさは、20回転程度にしてください。已〇回 
転し U 上回すとフックびはずれてタイヤび落下し、思わめけびをするおそれびあ 
ります。 

♦応急 巧タイヤはジャッキアップする前におず取りはずしてください。ジャッキ 
アップしたあとに応急用タイヤを取りはずすと、作業中にジャッキびはずれる 
などして思わめけびをするおそれびあ0ます。 

♦格納 具のボルトをホイールナットレンチでまわすとさは、ゆっくりと回してく 
ださい。勢いでホイールナットレンチび車体にあたり傷ついたり、手や指を挟 
むなどして思わめけびをするおそれびあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

♦応急 巧タイヤを取り出すとさは、応急用タイヤ上面とボデーのあいだに手を入 
れないで<ださい。思わめけびをするおそれびあります。 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の おま専巧になっているため、他のまには使用しないでください 
♦同時に 2つしツ上の応急用タイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください 
♦急 加速、急ブレーキ、急減を、急旋回は避けて<ださい 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあります。 

♦ABS& ブレーキアシスト 
• S-VSC * 

•TRC * 

♦クルーズ コント□ール* 

♦ナビ ゲーシヨンシステム* 

♦バック ガイドモニター* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4WD システム* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処法 



A ; 王意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でも、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 
また、変巧や亀裂など損傷したホイールは使用しないで<ださい。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高び低くなっています。段 
差を乗り越えるとをはご注意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪につけてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

■応急 用タイヤの格納について 

庇急用タイヤを格納したあとは、確実に固定されていることを確認してくださ 
い。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 14已、 P .149) にしたがっても、ま 
たステアリング□ックを解除（一 P . 146、 P .150) してもエンジン 
びかか5ないとさは、じ(下のことをご確認ください。 

■スターターは 正常に 回って いるのにエンジンがかからない場 

じ(下の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

♦燃料を吸いこみずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 14已、 P .149) にしたびって、エン 
ジンをかけて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びありま 
ず。(一 P ' 105) 

■ スターターびゆっくり回る/室内な-へッドライトが暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴らない 場合 

じ(下の原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 3已 3) 

♦バッテ U —のター S ナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターが回らない/室内な-へッドライトが点!订しない 
/ホーンが鳴らない 場合 

じ(下の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 3已 3) 

• ステア U ング □ ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびねか5ないとを、あるいは処置をしてちエンジンびかからな 
いとをは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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トラプルび起さたら 



5-2. 緊急時の対処法 


I 緊急時エンジン始動（スマートエントリ ー S スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとをは、じ(下の手順で 
エンジンび始動ずる場合びありまず。緊急時 LU 外は、この方法で始動さ 
せないで < ださい。 


leami1 1 パーキングブレーキをかける 
医匪固回シフトレバーを P に入れる 

お Ml 3 1 " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U - モード 
にずる 

固画[互ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約1已秒間"エンジン 
スタートストップ"スイッチを長巧しずる。 

上記の手順にしたびいエンジンび始動でさてを、システムび故障してい 
るおそれびありまず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレ八一びシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーがシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障び考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、じ TF の方法でシフトレバーをシフトずる 
ことがでさまず。 

1 531111 1 I ノ ( ーキンクブレーキをかける。 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モー 
ド（スマートエント U -& スタートシステム装着車)、または 
エンジンスイッチを " ACC " (スマートエント U -& スター 
トシステム非装着車） にずる。 

\ ma \ 3 \ ブレーキペダルを踏む。 



シフト□ック解除ボタンを巧 
す。 

ボタンを巧しているあいだはレ 
バーをシフトでをます。 


トラプルび起さたら 


9 

4 

3 













5-2. 緊急時の対処法 

キーを巧くしたとをは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 

( 一 P. 22) 


3已〇 






5-2. 緊急時の対処法 

電モキーが正常に画かないとまは { ス7-トエントリ ー& スタートシステム装着ま) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 33)、電子キーの 
電池が切れたとさは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンが使用でさなくなりまず。このよラな場合、じ TF の手 
順でドアを開けたり、エンジンを始動ずることができまず。 


ドアの解錠-施錠 



メカニカルキー（一 P . 22) を使つ 
て操作しまず。 

n 全ドア解錠 
0全ドア施錠 


モードの切り替え、エンジン始動の方法 


imm シフトレノ（一び P の状態でブレーキを踏む。 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチに触れまず。 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
タートシステムび"エンジンスター 
トストップ"スイッチに軸れた電子 
キーを正し < 検知でをず警告音び鳴 
ります。 


3已1 


トラプルび起さたら 

























5-2. 緊急時の対処法 


周 m モードの切り替えブヴーび鳴ってから已秒じ(内に、ブレーキ 
ペダルから足を離して"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを巧します。"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
ごとにモードび切り替わりまず。 UP . 145) 

エンジン始動：ブヴーび鳴ってか5已秒じ(内に、ブレーキぺダ 
ルをしっかり踏み込んで、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを巧します。 

処置をしてを作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 


日知識 — 

■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ’’スイッチを押します。 

■電池交換について 

前頁のエンジン始動の方法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をおすすめします。 (^ P . 308) 


3已吕 





5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあがった場合、じ TF の手順でエンジンを始動ずることび 
でをまず。 

ブースターケーブルのセットと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、じ(下の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 



□ ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ。 
B 赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のパ' ッテ U — 
の+端モにつなぐ。 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端子につなぐ。 
Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —から離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ。 
国 H 互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる。 

国 HU " エンジンスタートストップ"スイッチび OFF の状態でい 
ずれかのドアを開閉ずる。（スマートエント U — &スタートシ 
ステム装着車） 


トラブルび起さたら 
































5-2. 緊急時の対処法 


MT ] 救援車のエンジン回転を維持したまま、次の操作をしてか日 
自車のエンジンをかける。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 
"エンジンスタートストップ"スイッチをいったんイグニッション ON 
モードにします。 

► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 
エンジンスイッチをいったん " ON " にします。 

IHMI 5 1自車のエンジンび始動した b 、 ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず。 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


□知識— 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオの電源を切って<だ 
さい。 

♦お滞などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびつたとをは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U —びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 


3已4 






己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、し U 下のよラに乂や乂巧び発生するよラなことをしないでください。 

♦ブースター ケーフルは正しい端テまたは接続箇所し U がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは"+’’と"一’’の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、 Li (下のことを 
必ずお守りください。 

♦バッ テ U - を取り扱うときはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 効 g • 車体 
につかないよラにする 

♦必要け 上、顔や頭などをバッテ1」一に近づけない 

♦誤って バッテ1」一液び身体に付いたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の診断を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部に当ててお 

< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取0扱い後は手を洗5 
• お子さまをノ（ッテ U —に近づけない 


3已已 


トラプルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A ミち意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分注意してください。 


3已6 





5-2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 

I 巧！ I 11 1 車ををホな場所に止め、ェアコンを止める。 

国画互ェンジンルームから蒸気び出ているか確認ずる。 

蒸気び出ている場合： 

ェンジンを止める。蒸気び出なくなった日、注意してボン 
ネットを開け、ェンジンを再始動ずる。 

蒸気び出ていない場合： 

ェンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける。 

I S 31111 3 I ラジェ ー タ ー を却用のファンび作動しているか確認ずる。 
ファンび作動している場合： 

高水温警告灯び消灯してか日ェンジンを止める。 

ファンび作動していない場合： 

すぐにェンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる。 

ェンジンび十分に;ちえてから、 
を却水の量や ラジェーター コア 
部（放熱部）のを却水漏れを点 
検ずる。 


;令却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる。 

をま P 水びおい場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 


3已7 
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5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

1；(下の状態びオーバーヒートです。 

♦水温計警告なび赤色に点滅したり、エンジン出力び化下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 



A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になつているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかつているとさは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
し、。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱い5ちは ラジエーター キャップを開けない 
で < ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負ラおそれ 
び友 D ます。 


A ミち意 

■を 却水を入れるときのを意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友0ます。 


3已8 









5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときはムソ下の方法で脱出してください。 

► FF 車（前輪駆動） 

固画田エンジンを止める。パーキングブレーキをかけシフトレバー 
を P にずる 

國画回タイヤの前後の±や雪を取0除<。 

固画回タイヤの下に木や石をあてびラ。 

国！]互エンジンを再始動ずる。 

图 H 互シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなび日アク 
セルを踏む。 

TRC . S-VSC * の作動で脱出しにくいとをは、 TRC または S-VSC * を 
停止してください。 （^ P . 183) 

► 4 WD 車 （4 輪駆動） 

国画!でエンジンを止める。パーキングブレーキをかけシフトレバー 
を P にずる 

1 53111 2 I タイヤの前をの 十 や雪を取り除く。 

国画回タイヤの下に木や石をあてびラ。 

国！]互エンジンを再始動ずる。 

固画互 4 WD オートモードになっていることを確認ずる。 

(一 P ' 178) 

固画画シフトレバーを D または R に確実に入れ、注意しなび日アク 
セルを踏む。 

TRC . S-VSC * の作動で脱出しにくいとをは、 TRC または S-VSC * を 
停止してください。（一 P .183) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

3已9 
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5-2. 緊急時の対処法 



A 警告 

■脱出ず るとをの警告 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前方または後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、とくにま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


A ま意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 


360 







5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させて < ださい。 

ifnm ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び化要 
となり、制動距離ち長くなります。 

居团1 互シフトレバーを N に入れる。 

► シフトレバーび N に入った場合 
固 画 回減速後、車を安全な道路協に停める。 

图 H 互エンジンを停止ずる。 

► シフトレバーび N に入日ない場合 

固画回ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 

スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを" ACC " にして、エン 
ジンを停止ずる。 


スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを3 
秒間じ(上巧し続けてエンジンを 
停止ずる。 

-車両によりスイツチの意匠び異な 
ります。 


3已1 



CTN52AF211 



固圆]司車を安全な道路脇に停める。 


トラブルび起さたら 

















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

♦ブ レーキの効きび悪くなり八ンドルび重くなるため、車のコントロールびしに 
くくなりを険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてください。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くとパンドルび 
□ックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 


3已吕 





ま両の仕様 
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6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 
(油脂類の容量と銘柄） ....... 364 

6-2 カスタマイズ機能 

ユーヴー カスタマイズ 
機能一覧 . 371 

6-3 初期設定 

初期設定び必要な項目 . 373 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の客量と銘柄) 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正油脂 LU 外を使用される場合は、それぞれの油脂に 
相当ずる品質のちのをご使用ください。 




銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

60 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 



容量 [ L ] 

慘 s 直） 

銘柄 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 0 W -20 
一 API SM ， EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 《• 

トヨタ純正モーターオイル SM 已 W -3 日 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 己 W -30 



トヨタ純正モーターオイル SM 1日 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 已 W -20 
—— A 円 S し EC ， SAE 己 VV -2 日 
トヨタ純正モーターオイル SL 1日 W -30 
—API SL , EC , SAE 1 OW -30 

3.9 

4.2 


※：日 W -2 日は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 


車両の仕様 


36己 











6-1 .仕様一! 


■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をご使用ください。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサッ 
ク認証）マークびついていまず。 



□ API マーク 

□ ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のオイルをご使用ください。 


SAE 0\^—20 (推奨ド 


\ 


\ 


SAE 已 W-20 


\ 


SAE 已 W-30 


SAE 1 0W-30 


-30 -20 -10 0 10 20 30 40 

が気温似 


日 TO 6104005 


※： 0 W -2 日は新車時に充填されている、最も省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

♦ オイル粘度表示の已 W は、低温時のエンジン始動特性をおしています。 
W の前の数値が小さいほどを場や寒冷時のエンジン始動が容易にな 
ります。 


♦ 已 W -30 の30は、オイル粘度の硬さをおしています。粘度の高いオイ 
ルは高速または重負荷走行に適しています。 


366 





















銘柄 

容量 [ L ] (参考値气 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

8.7 


^ 容量は参考値です。交換び化要な際は卜3夕販売店にご相談<ださい。 


[リヤデイファレンシャル 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 8己 VV - 目 0) 

0.5 


[トランスファー 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 85 W -90) 

0.8 



[17 ジ 1— 夕一 


銘柄 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント 

U ヤエアコン 


凍結保証温度 

非装着車 

D.D 

濃度300/〇 -12 て： 

U ヤエアコン 

Q P 

濃度己日％ -3 己て： 

装着車 

0.0 


[才ートマチックトランスミッション 


6-1 .仕様一 
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I ブ レー キ 

■ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇 0 H 


■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

104しな 


* エンジン回転時に490 N (已〇 kgf ) の踏力をかけたときの巧板とのすを間の最ル値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力3日日 N (30.6 kgf ) のときのノッチ‘^数 

己〜7 


* ノッチとは、バーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチツ"という音)のことです。 


( V リブドベルト 
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■ウオツシヤ ー 


容量 [ L ] (参考値） 

寒;令地仕様車 

4.5 

寒;令地仕様車を除< 

2.5 


[タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとさの空気圧 
kPa ( k 呂 / cm こ) 

前輪 後輪 

標準タイヤ 

1吕已/6己 R 1 已 91 S 

240 (2.4) 

20己/巨 0 R 1 巨 92 H 

240 (2.4) 

21已/4已 R 18 8白 W .》 

240 (2.4) 

スペアタイヤ 

T 135/80 D 16 101 M 

420 (4.2) 


* G ’ s 用18インチホイール装着時のタイヤです。 


[電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 



八イビーム（バルブタイプ； H 目 3) 

60 


□ービーム（ディスチャージヘッドライト） 

吕已 


口ービーム（バルブタイプ： H 11) 

已已 

車外 

車幅な 

己 


フロントフォグライト* (バルブタイプ： H 11) 

己己 


フロントち向指示兼非常点滅灯 

21 


サイドち向指示兼非常点滅な 

LED & 


LED イル5ネーシヨンビーム* 

LED * 


《に D は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 
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電球 

W (ワット）数 


1」ヤ方向指示兼非常点滅灯 

21 


制動灯&尾灯 

LED * 

車外 

後退な 

16 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号な 

己 


マップライト 

8 


大型ドームライト* 

8 

車内 

ルームライト 

8 

スポットライト（大型ドームライト装着車） 

8 


ラゲージルームライト 

己 


バニティライト* 

8 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

ZRR 70 G 

3 ZR-FAE 

(2.0 L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

ZRR 7 己白 

4 WD (4 輪駆動） 

ZRR 70 W 

FF (前輪駆動） 

ZRR 7 己 W 

4 WD (4 輪駆動） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






























:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびでさま 
ず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定が変わるちのちあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い含わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 
システム# 

UP . 24) 

スマートエント U —&ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅灯） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 

UP . 34) 

ワイヤレス機能 

あ D 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 

間 

3日秒 

6日秒 

12日秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ D 

なし 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U -& スター 
トシステム装着車） 

あ D 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント IJ -& スタートシ 

ステム装着ま） 

あ0 

なし 

ライト自動点 
な-消なシステ 
ム* 

UP . 168) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル]〜己 

ライトを点なするまでの 
時間 

標準 

長め 


6-2 カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一質 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イル S ネーシヨ 

ン （^ P . 243) 

消なまでの時間 

1已秒 

7. 已秒 

3日秒 

解錠時の作動 

あ D 

なし 

エンジンスイッチ日 FF 後 
の作動 

あ D 

なし 
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6。初期設定 

初期設定がが要な頃目 


じ TF の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを巧ったあと 
などに、システムを正しく働かせるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照 

パワースライドドア* 

■パ‘ッテ U —の充電-交換後の再接続時 
-ヒューズ交換媛 

P . 44 

パックドア 

•パ‘ッテ U —の充電-交換後の再接続時 
-ヒューズ交換媛 

P . 己4 

パヮーバックドア* 

•バッテ U —の充電-交換媛の再接続時 
-ヒューズ交換媛 

P . 己4 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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6-3 初期設定 


374 



さ < いん 


略語一覧 . 376 

五十音順さくいん . 377 

症状別さくいん . 38己 


37已 






略ミ吾一覧 

アルフアベット略語一質 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A 巨 S 

アンチ□ックフレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

DISP 

ディスプレイ 

ECO 

エコノ 5— /エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコント□—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

ETC 

エレクト□ニックトールコレクション 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

S-VSC 

ステア U ングアシステッドビークルスタビ U ティ 
コント□ール 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクションコントロール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 266 

アクセサリーコンセント . 2曰2 

アクセヴリーソケット . 260 

アンチ□ックブレーキシステム 
(A 巨 S ). 182 

PH ETC 力-ド 

カードについて .] 目已 

挿入のしかた . 196 

取0出し方 .] 曰8 

ETC システム 

ETC 力 一 K .] 白己 

ETC システムについて . 189 

ETC ユニット.. ...] 白2 

統ーエラーコードー覧 . 205 

利用履歴の確認 . 203 

ETC ユニット 

音量調整 . 204 

各部の名称 .] 白2 

装着位置 . 192 

統ーエラーコードの確認…….. 205 

ライ ト 表示と通知音 . 2 日日 

イグニッシヨンスイッチ. . 14已，149 
イベントデータレコーダー 

( EDR ) . 327 

イルミネーテッドエントリー 

システム . 244 

インナー S ラー . 90 

ちゥィンヵ- 

W 数 . 36白 

スイッチ .] 己巳 

電球の交換 . 288 

ウインドウ 

ウォッシャ ー.. 173,176 

パワーウインドウ.… . 96 


U ヤウインドウ 

デフオッガー . 231 

ウインドウ□ックスイッチ . 96 

ウオーニングライト . 329 

ウオツシヤー 

液の補給 . 312 

スィッチ . 173,176 

タンク容量….. . 369 

冬の前の準備-点検….. . 211 

運転 

寒;令時の運転 . 211 

正しい姿勢.………… . 106 

手順 . 136 

運転席アッノてーボックス . 249 

運転席シートベルト 

非着用警告巧 . 332 

運転席□アボックス . 吕已〇 

日 ェァコン 

フィルターの交換 . 314 

フ□ントエアコン ... 216 

U ヤエァつン . 224 

U ヤクーラー ... 22目 

エァバッグ 

SRS エァバッグ. .. 108 

一般的な警告…………….. . 113 

おモさまのためのま意 . 113 

カーテンシールドエアバッグに 

関する警告 . 114 

カーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 109 

改造•分解 . 11已 

警告灯 . 330 

サイドエアバッグに 

関する警告… ... 114 

サイドエアバッグの 
作動条件 . 109 
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五十音順さ < いん 


作動条件 . 109 

正しい姿勢 . 106 

配置 . 108 

エコドライブインジケーター ..... 137 
LED イルミネーションビーム.… 208 
エレクトリックパワー 

ステア リング . 182 

エレクト□ニックトールコレクション 
システム 

ETC 力一 K.. . ..] 白己 

ETC システムについて . 189 

ETC ュニット .] 白2 

統ーエラーコードー覧 . 2日已 

利用履歴の確認… . 203 


エンジン 

イグニツシヨンスイッチ 


. 14已，149 

エンジン回転計 

(タコメーター） .] 已8 

エンジンびかか5ない . 347 

エンジン警告好... ....330 

エンジンスイッチ ........ 145,149 

才ーバーヒ—卜… . 3已7 

かけ方….……… . 14己，14曰 

ボンネット . 284 

エンジンイモビライザー 

システム . 10已 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 . 211 

容量 . 36巳 

巧 応急用タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 369 

スペアタイヤ… . ..334 

大型ドームライト 

スイッチ.… . 24已 

W^..........370 


オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランス 

S ッシヨン . 1已2 

シフトレバーび 

シフトでをない . 349 

スポーツシーケンシャル 
シフトマチックモード . 1已3 

オートレべリングシステム . 171 

才ーパーヒート（エンジン） ........ 357 

オープナー 

給油 . . .. 101 

ボンネット . 284 

お子さまのを全のために 


ウインドウ□ックスイッチ ....... 96 

エアバッグに関する警告 ........ 113 

お子さまのシートベルト 

着用 . 8已 

シートベルトに関する警告 ....... 87 

チャイ J レド'シート . 126 

チャイルドシートの固定 ........ 126 

チャイルドプ□テクター…… ..... 42 

電子キーの電池に関する 

警告 ... 310 

バッテ U— に関する警告 ........3 已已 

パワーウインドウに 

関する警告 ... 97 

ムーンルーフに関する警告.…1日日 
オドメーター . 1已9 

巧 力-テンシ-ルド： I ：アパジグ ...... 108 

が気温表示 . 16已 

快適温熱シートヒーター . 264 

買い物フック . 267 

カスタマイズ機能 . 371 

ガソ U ンスタンドでの情報 . 388 

カップホルター . 2曰1 

ガレージジャッキ . 286 
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五十音順さ < いん 


曰キ 


エンジンスイッチ ........ 145,149 

キー . 22 

キーナンバー . 22 

キーレスエント U -. 34 

キーを無くした . 3已〇 

電子キー . 22 

電モキーの電池び切れた ........ 3已1 

メカニカルキー . 22 

ワイヤレスドア□ック ...............34 

をしみやひっかを音が聞こえる 
(ブレーキパッドインジケーター） 

. 143 

給油 □. 101 

緊急時の巧処 

エンジンがかか5ない . 347 

才ーバーヒートした . 3已7 

キーを無くした . 3已〇 

警告丹びついた . 329 

けん弓1 . 322 

車両を緊急停止する . 361 

シフトレバーび 

シフトでさない . …349 

スタックした ... 3已日 

電モキーの電池が切れた…….. 308 

発炎筒 . 320 

バッテリーびあがった…………3已3 
パンクした . 334 

B 空気圧（タイヤ） . 369 

区間距離計 . 1已曰 

クルーズコント□ール . 179 

グ□ーブボックス . 248 


囚計器 

メーター . 1已8 

メーター照度調整 . 1已9 

警告灯 

SRS ェアバッグ . 330 

アンチ□ツクブレーキ 

システム (ABS). 330 

エンジン. .................................. 33 日 

高水温警告口 ................. ……… .33 日 

シートベルト非着用 ....... ………332 

備 . 330 

スマートエント U -& スタート 

システム警告好 . ………333 

ディスチヤージへツドライト 

オートレべリング . 331 

燃料鶏量 . 332 

パワーステアリング . 331 

半ドア警告口 . 332 

プ U テンシヨナー . 330 

ブ’レーキ . 32 白 

ブレーキアシスト……… ........... 33 日 

油圧警告灯 ...............................33 日 

4WD 警告好 ......................... ...331 

警告ブザー 

シートベルト非着用 ....... ………332 

スマートエント U -& 

スタートシステム .31. 333 

半ド'ア . 3 已 

ブレーキ . 329 

ライト消し忘れ . 171 

化粧用（バニティ）ミラー . 258 

けん引 . 322 
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五十音順さ < いん 


旦交換 

キーの電池 . 308 

タイヤ . 334 

電球 . 288 

ヒューズ . 300 

工具 . 334 

後席確認ミラー . 259 

後退灯 

W 数 . 370 

航続巧能距離（ドライブモニター） 

. 166 

つンライト 

(自動点灯■消灯装置） . 168 

巧 サイにアバツグ . 108 

サイドち向指示打 

W 数 . 36白 

レノ'::— .] 已已 

ヴードシート 

調整 . 64 

サンバイザー . 257 

3分割デッキボード . 233 

サンルーフ . 98 

n シ-卜 

ヴードシート . 64 

セカンドシート... . 色1 

正しい姿勢 . 106 

チヤイルドシートの固定 ........ 126 

調整 . 60 

調整に関する警告 . 60 

手入れ . 277 

フ□ントシート . 60 

へッドレスト..……. . 目己 


シートベルト 

おモさまの着用 . 8已 

緊急時シートベルト 

固定機構 . 8已 

シートベルト警告丹 . 332 

シートベルト 

プI」テンシヨナー . 84 

清掃-手入れ…. ... 278 

正しい着用.………… ... 81 

チャイルドシートの固定 ........ 126 

調整 . 81 

妊娠中のかたの着用 . 8已 

室内灯 

W 数 .......370 

スイッチ . 244 

シフトレバー 

オートマチックトランス 

S ッシヨン . 1已2 

シフトレバーび 

シフトでをない . 349 

シフトパドル . 1已3 

シフト□ックシステム . 349 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 286 

タイヤ交換….. . 334 

ジャッキ八ンドル . 334 

車幅灯 

W 数 . 369 

電球の交換 . 292 

ライトスイッチ . 168 

車両型式 . 370 

車両仕様 . 364 

収納装備 . 246 

財]手席アッノてーボックス . 248 

財]手席シートベルト 
非着用警告阿 . 332 
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五十音順さ < いん 


日 


スイッチ 

因 

清掃 


4 WD 才ートモード 


外装 . 

..274 

スイッチ . 

178 

シートベルト . 

..278 

イグニッションスイッチ 


概 . 

..277 

. 14已， 

149 

制動丹 


ウインドウ□ックスイッチ.... 

...白色 

W 数 . 

..370 

エンジンスイッチ ........ 14已， 

149 

セカンドシート 


ドア□ックスイッチ . 

...37 

サードシートへの乗0降り. 

…62 

パヮーウインドウスイッチ.… 

...96 

チャイルドケアモード……… 

…7白 

フォグライトスイッチ . 

172 

積算距離計 . 

..1已9 

ライトスイッチ ... 

] 色8 

ミ結 . 

..274 

ワイパー&ウオツシャー 


前照灯 


スイッチ ... 

173 

W 数 . 

..3色白 

スターター 


スイッチ ... 

..168 

エンジンの始動 . 14己, 

149 

ディスチャージへッドライトに 

スターターびまね5ない ........ 

347 

関する警告 . 

..2白9 

スタック 


電球の交換 . 

..289 

スタックした . 

3已9 



ステア IJ ングアシステッドビークル B 

速度計 . 

..158 

スタビリティコント□ール ....... 

182 



ステア U ングスイッチ . 

271巧 

タイヤ 


ステア IJ ングホイール 


空気圧..… ... 

..3白白 

胃整 . 

...89 

交換 .... 

..334 

スピードメーター . 

] 已 S 

スペアタイヤ.. . 

..334 

スペアタイヤ（応急巧タイヤ） 


チェーン ... 

..211 

空気圧 . 

369 

点検 ... 

..280 

スペアタイヤ... .. 

334 

パンクした..… . 

..334 

スペック . 

364 

冬用タイヤ . 

..211 

スポーツシーケンシャル 


□—テーシヨン . 

..280 

シフトモード . 

1已3 

タコメーター . 

..1已8 

スマートエントリー& 


脱着式テーブル . 

..240 

スタートシステム 




エンジンの始動 . 

]4已 



ドアの施錠-解錠 . 

…2已 



スライドドア 




イージーク□-ザー . 

...42 



パワースライドドア . 

...40 
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五十音順さ < いん 


巧 チェ-ン（タィャチェ-ン) ....... 211 


チャイルドケアモード . 79 

チャイルドシート 

に日 FIX パ'—での固定 . 12白 

シートベルトでの固定 . 127 

チャイルドプ□テクター . 42 

駐車ブレーキ . 1已巨 

B ツインムーンルーフ . 98 

ツール（工具) . 334 

H 手入 n 

外装 . 274 

シートベルト . 278 

内装 ... 277 

テールランプ 

W 数 . 370 

スイッチ . 168 

デジキフジク . 26白 

デッキボード 

3分割デッキボード……………233 
デッキボード………….. ............. 269 

電球 

W 数 . 369 

交換 . 288 

電子キー 

電池び切れた ....308 

白ドァ 

ドアガラス . 96 

ドアミラー . 91 

ドア□ック . 37 

ドアガラス . 96 

ドアミラー 

調整 . 91 

S ラーヒータ ー 


盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 
システム . 1日已 

ドームライト 

スイッチ . 24已 

W 数 . 370 

日寺言十 . 1已白，167 

ドライブモニター . 1巨已 

トラクシヨンコント□ール . 182 

トリップメーター . 1曰9 

因荷物 

積むとをのま意…… . 2日日 

囚燃費 

瞬間燃費 . 166 

平均燃費 . 166 

燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報….388 

給油 . 101 

種類 . 364 

燃料計 . 1已8 

容量 ..364 

巧 パ-キングブレ-キ . 156 

発炎筒 . 320 

パックアップライト 

W 数 . 370 

パックドア 

イージーク□-ヴー . 日3 

パワーバックドア . 已日 

パッテリー 

バ ッテ U— びあびった . 3已3 

冬の前の準備点検 . 211 

バニテイ（化粧用）ミラー . 2曰8 
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五十音順さ < いん 


バニテイライト 

W 数 . 370 

バニテイライト . 2已8 

バルブ 

W 数 . 369 

交換 . 288 

パヮーウインドウ . 96 

パワースライドドア . 40 

パワーバックドア . 已〇 

パンク 

パンクした . 334 

番号灯 

W 数 . 370 

電球の交換 ... 294 

八ンドル 

調整 . 89 

の ビークルスタビリテイ 

コント□ール . 182 

ヒーター 

フ □ントエアコン . 216 

S ラーヒーター ... 231 

リャエァコン…. .. 224 

尾な 

W 数.…… . 370 

スイッチ.… . 168 

ヒューズ . 300 

表示灯 . 161 

ヒルスタートアシスト 
コント□ール . 187 

回 フォグライト 

W 数 . 369 

スイッチ . 172 

電球の交換 . 2曰1 


フック 

買い物フック . 267 

けん弓Iフック . 322 

デッキフック . 269 

冬用タイヤ . 211 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 1已日 

ブレーキアシスト . 182 

ブレーキパッドインジケーター 
(をしみやひっかを音が 

聞こえる） . 143 

フ□アマット . 268 

フ□ントシート 

調整 . 60 

フ□ントち向指を灯 

W 数 . 吕白9 

電球の交換 . 293 

レバー . 1已已 

フ□ントフォグライト 

W 数 . 吕白9 

スイッチ . 172 

電球の交換 . 291 

フ□ントワイパーデアイサー ...... 232 


平均燃費（ドライブモニター) 


. 166 

へッドライト 

W 数 . 3白吕 

手動光軸調整ダイヤル . 169 

スイッチ . 168 

ディスチャージへッドライトに 

関する警告 . 2白日 

電球の交換 . 289 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 171 

へッ ドレスト 

調整 . 目已 
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五十音順さ < いん 




曰 


因 


巧 


ホっール . 

. 280 

へットフイト . 

....168 

ち向指示灯 


方向指示灯 . 

....1 已已 

W 数 . 

. 369 

マップライト . 

....244 

スイッチ . 

. ] 已已 

J レームライト . 

… .24 已 

電球の交換 . 

. 2白3 

ラゲージルームライト 


補助確認装置 . 

. 94 

W 数 . 

....370 

ボトルホルター . 

. 252 

作動について . 

……. 已2 

ボンネット . 

. 284 





U ャエアコン . 

… .224 

7ップライト 


IJ ヤクーラー . 

… .229 

スイッチ…. . 

. 244 

U ヤ方向指示灯 


W 数 ........................ 

. . 370 

W 数 . 

....370 



レバー . 

....1 己已 

ミラー 




インナー=ラー ...... 

. 90 因 

ルームライト 


後席確認=ラー ...... 

. 2已9 

W 数 . 

....370 

ドア=ラー . 

. 白1 



バニティ（化粧用） 

ミラ-.. .2 日8 [2 

:令却水 


補助確認装置 . 

. 白4 

冬の前の準備-点検 . 

....211 



麵 . 

....367 

メーター（計器） 


冷却装置 


メータ ー.. 

.] 己8 

エンジンオーノ（ーヒート… 

… .3 已7 

メーター照度調整.. 

. ] 已曰 



メンテナンス 


□アボックス . 

....250 


メンテナンスデータ. 


.364 


巧ユーザーカスタマイズ . 371 

4 WD オートモードスイッチ ...... 178 

ラィト 

W 数 . 369 

大型ドームライト . 24曰 

室内灯.……… . 243 

電球の交換 . 288 

バニティライト . 2已8 

フオグライト… . 172 


ワイ パー 

スイッチ . 173 

ワイパーデアイヴー . 232 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 308 

U モつン . 34 
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症状別さくいん 

症が別を < いん 


タイヤびパンクした 


P .3 ：M 


バンクしたと去は 


エンジンびかか!5ない 


P .347 

エンジンびかからないとさは 

P . 105 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .3 巳3 

バッテ U —があがったとさは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


水温警告打び点滅した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーをな<した 


八'ッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .3 巳日 

キーを無くしたとさは 


P .3 巳3 

パッテ U — びあびったとさは 


P .24 

P . 34 

P . 37 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .3 巳目 

スタックしたとさは 


警告阿び点灯、点滅した \ 

P . 329 

警告打びついたとさは 


38已 














































症状別さくいん 



■警告打一覧 


(©) 

フ レーキ 警告口 

ぶ 

運転席シートベルト非着 

P . 32 白 

用警告な P . 332 


ABSS ブレーキ アシ 


助手席シートベルト非着 

(©) 

* も^ PASSENGER 

スト警告灯 P. 330 

用警告な P. 332 





曲 

燃料残量警告口 

4WD 

4 WD 警告口 

P . 332 

P . 331 




パワース了アリング 

が 

SRS エアバッグ/プリテン 

©! 

シヨナー警告打 P . 330 

警告灯 P . 331 


エンジン警告口 


充電警告口 


口 

P . 330 

P . 330 


デイスチャ-ジヘッドフ仆才- 
トレべリング警告な P . 33] 


スマ-卜王ントリ -S [スタ-卜 
システム警就 P . 333 

魂 D 

—14 


油圧警告口 


局水温警告口 


よ' 


P . 330 

P . 330 


半ドア警告口 


VSC OFF 表の口 

を 

VSC 

P . 332 

OFF 

P . 331 


ス U ップ表术乂了 


4 WD オートモード 

因 

A 偏 

P . 331 

表术口 P . 331 



クルーズコント□ール 

の 

表の口 P . 331 
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症状別さ < いん 


警告音び鳴った 、 

■警告なの点な、点滅を確認< ださい。 

♦警告巧び点灯、点滅している（一 P . 329) 

■警告打の点打、点滅びないとさ、または車がで警告音び鳴った 
とさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P . 31 

車外に出たとを 

スマートエント IJ & スタートシ 
ステムでロックスイッチを押し 
たとを 

走行中 

シフトレバーを R にしたとき 

P . 1己4 

シフトダウンしたとを 

P . 1已吕 

ブレーキを踏んだとを 

P . 143 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 



P . 284 


徹由 □ 


P . 101 



燃料の容量 
(参考値） 

60 L 

燃料の種類 

無鉛レギユラーガソ U ン P . 102, 3色4 

タイヤび冷えている 
とさの空気圧 

標準タイヤ 

前後輪： 240に. 4) kPa 化巨/巳のう 
応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( kg / cm ^) 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 ：3.9 L 
オイルとフィルター交換時：4.吕 L 

エンジンオイルの 

種類 

(参考値） 

トヨタ純正モーターオイル 

- SM 0 W -20 ( A 円 SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 0 W -20) 

- SM 5 W -30 ( A 円 SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 5 W -30) 

- SM ]0 W -3 日 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 1日 W - 
3日） 

- SL 5 W -20 ( A 円 SL 、 EC、SAE 已 W -30) 

- SL ] 日 W -30( A 円 S し EC、SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国巧通 • フ U — コール 

ra 0800-700-7700 

オーフン時間36日日日:孤〜18:弧 


所在地〒側- 0002 をち屋巿中巧区名駅四 T 目10の27 

第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http:// 丽 W. toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧自動軍な巧を化 

http://toyota.Jp 
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